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この報告 書 は,日 本 自転車 振興会 か ら競 輪収益 の一部 で あ

る機械工 業振興 資金 の補 助 を受 けて,昭 和54年 度 に実施 した

「情報化 の推進 に 関す る調査研 究」 の一環 として と りま とめ

た ものであ ります 。
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当 財 団 では か ね て よ り 「オ ンラ イ ン推 進 委 員会 」 を設置 して,オ ンライ ン

シ ステ ム に関 す る調 査 研 究 を行 な って い る。

昭 和54年 度 には,デ ータ網 サー ビス の 回線 交換 サ ー ビス が発足 し,年 度

末 に至 りパ ケ ッ ト交換 サ ー ビス も実 現 を 間 近 か にむかえ ることとなった。 この

機会 に委 員会 とし ての 新 デ ー タ網 サ ー ビス に対 す る意 見 書 の 提 出 があ った が,

他 の情 報 処 理 関係 団 体 か ら もパ ケ ッ ト交 換 サ ー ビス に対 す る要望 等 の表 明 が

あ った ので,そ れ ら のす べ て を本 報告 書 に と りま とめ記録 に残 す こ とと した。

また,ア ナ ログ 回線 とデ ィジ タル 回線 の整 備 に対 し,伝 送 す べ き情報 は数

値,文 字,画 像 と錯 綜 し ていて,何 を い か に し て 送 る べ きか,総 合 的 なネ

・・ワ一働 ユーザ ー ビジ ・ンを問 う検討 が開始 され ・本割 その中麟

告 を掲 げ る こと とした。「

なお 本年 度 は,米 国 の第 二 次 コ ン ピ ュータ イ ンク ワイ ア リの 裁 決 も行 わ

れ た の で要 点 を資 料 と して収 録 した。

今 回本研 究調 査 に ご協 力 頂 いた委員会委員の方 々な らび た資料 の寄稿 を頂 いた

西 海靖 司氏 に厚 くお礼 を 申 し上 げ た い。

昭和55年3月

財団法人 日本情報処理開発協会

会 長 上 野 幸 七
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〔本報告書 の構成 〕

パ ケ ッ ト交 換 網 につ いて の意 見 書 と資料

昭和55年3月,パ ケ ット交換 網 の商 用化 が 近 づ い た た め,オ ンラ イ ン推進

委 員 会 と しての 関連 意 見 書 が ま とめ られ た。 同意 見書 を本 報 告 書 で報告 す る。

この 件 につ いて は,EDPユ ーザ ー団体 連 合会,日 本 情報 セ ンタ ー協 会 か ら

も要 望 書 等 の 提 出 が 行 われ た ので,両 会 の 諒承 を得 て,同 要望 書等 を貴 重

な 関連 資 料 と して本 報告 書 に収録 させ て 頂 いた。

また,米 国 に お いてFCC(連 邦 通 信 委 員会)に よる第2次 コン ピ ュ一一タ ・

イ ンク ワィ ア リィ の 中間 決 定 お よび最 終 決定 が あ った 。 オ ン ライ ン制度 問 題

に重 要 な参 考 とな るの で,決 定 の解説 を資 料 と して付 載 した。

総 合 ネ ッ トワ ー ク へ の ユ ー ザ ー ビ ジ ョ ン

第 一 に,オ ンライ ンシ ス テ ムが 扱 う情 報 は デ ータ をは じめ デ ィジ タル化 し

た フ ァクシ ミ リ,画 像,映 像,音 声 と多様 化 す る。 第 二 に,多 様化 した 情報

を送 るべ き伝送 路 は,在 来 回 線,DDX,フ ァク シ ミ リ専 用 網 構 想 な どめ ま ぐ

る し く複雑 化 す る。

どの よ うな情 報 を組 み合 わせ,ま た は組 み 合 わ せ な い で,ど の よ うな伝 送

路 を選 択 して送 受 す れ ば,ユ ー ザ ー と して最 も効 率 的 で あ り経 済 的 で あ るか

一 この 問題 を 「総 合 ネ ッ トワ ー クへ のユ ー ザ ー ビジ ョン」 と して オ ンラ イ

ン推進 委員 会 の検 討課 題 に取 り上 げ られた 。 昭和54,55年 両年 度 で研 究 し,

実 務 に役 立 つ こ とをめ ざす知 見 が オ ン ライ ンユ ーザ ー に報 告 され る予 定 とな

って い る。

54年 度 は,専 門 委 員会 に よ る中間 的集 約 意 見 と合 同討 議 記 録 が 報 告 さ れ

る。'
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意 見 書

意 見 書 の 背 景 に 関 す る 注 記
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昭和55年3月

新 デ ータ網 サ ー ビスに関す る意見

オ ンライン推進委員会

委員長 稲 葉 秀 三

新 デ ータ網 サ ービ ス に関 す る意見

(と くにパ ケ ッ ト交換 サ ー ビス につ い て)

1.新 デ ータ網 に お け る付 加 機 能 の限 定

新 デ ータ網 の付 加 機 能は,現 在 まで に公 表 され た範 囲 に限定 され,情 報

処 理 ・情 報 検 索 機 能 を 含 ま しめ な い こ とが 望 ま しい と考 え ます。

2.準 公衆通信事 業(民 間付加価値通信事業)の 認容の必要

民間 にお いて も,そ の 回線 を利 用 して 自由 に他 人 の た め に付 加 価 値通 信

サ ー ビス を展 開 で き る よ うにす るの が,こ のサ ー ビス を 提供 す る側 につ い

て も,ま た この サ ー ビスを 享受 す る側 につ い て も有用 で あ り,わ が 国 オ ン

ラ イ ンシス テ ム発 展 のた め望 ま しい と考 え ます 。

3.回 線/端 末 ・電 算 機 等/イ ンタ フ ェース の規 準 な どの公 平 性 と利用 者負

担 限 度

回 線/端 末 ・電 算 機 等/イ ンター フェース規 準 やパ ッド(パ ケ ッ ト/ア セ

ンブ ラ/デ ィス アセ ン ブラ)の 規 格 は ,国 際 標 準 の動 向 を顧 慮 す る と共 に,
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各 種 の端末 ・電 算機 等 に対 し広 汎 か つ 公平 に対応 しまた は これ らを 収 容 す

る規 準 ・規 格 で あ る こ とが望 ま しい と考 え ます。

また,万 一 将来 イ ンタ ー フ ェー ス規 準 が変 動 す る と き,そ の 影響 は す べ

て網 側(通 信 事業 者 側)で 吸収 され る こ とが望 ま しい と考 え ます。

4。 国 内 デ ー タ網 と国際 デ ー タ網 の利 用 規 準等 の斉 合 性 の 必要

わが 国 の 国 内新 デ ー タ網 サ ー ビス と国際加 入 デ ー タサ ー ビス との 間 で,

技 術 規 準,利 用 方式 等 に つ き必 要 充 分 な斉 合 の と られ る こ とが利 用 者 の便

宜 上 望 ま しい と考 え ます 。

5.料 金 の各国水準同等 または同等以下への低廉化の必要

パ ケ ッ ト交 換サ ー ビス料 金 は,パ ケ ッ ト交 換 の本 質 に鑑 み,ま た安 価 な

欧 米 各 国 の例 を参 照 し,各 国 水 準 同等 また は 同等 以 下 に設定 さ れ る こ とが

望 ま し い と考 え ます。

6.回 線利用制限撤廃の必要 と新 データ網の利用便益上の位置づけ

現 行 回線 利用 制 限 存 置 の ま までは,新 デ ー タ網 を どの よ うに位 置 づ け る

にせ よ,ネ ッ トワー ク構 築 条 件 の複 雑 化,混 乱 のお それ な し と しませ ん。

現 行 回 線 利用 制 限 が早 急 に撤 廃 され,各 種 回 線 につ い てそ れ ぞれ 利用 上 の

便 宜 にか な う位 置 づ け が な され る こ とを期 待 した い と思 い ます 。

7.競 合 問 題 の回避

従 来 か ら のデ ータ通 信 設 備 サ ー ビス と民 間情 報処 理 サ ー ビス業 者 との競

合 問題 に加 え,将 来 デ ー タベ ース サ ー ビス な どで公 衆 通 信事 業 者 と民 間情

報 提供 サ ー ビス業 者 の競 合 を 懸 念 す る声が あ ります 。 この よ うな懸 念 が杞

憂 に終 る よ うな関 連 事 情 の 推移 な い し配 慮 を望 み た い と思 い ます。
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8.オ ンラ イ ンシス テ ム振 興 に関 す る提言 の再 唱

当 委員 会 は,昭 和53年12月,オ ン ライ ンシ ス テム振 興 に関 す る詳 細 な

提 言 を行 い ま した。 パ ケ ッ ト交 換 サ ー ビス問題 は全体 の オ ンラ イ ン問題 の

一 環 として と らえ る必 要 が あ ります ので,同 提 言本文 を再 添付 し,再 び 同

提言 諸 項 目の必 要性,重 要 性 を強 調 した い と考 え ます 。
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(別 紙)

オ ン ラ イ ン シ ス テ ム 振 興 に 関 す る 提 言

(昭 和53年12月)

記

1.基 本 提 言

初 『情報 処 理 設備,ソ フ トウ ェア,通 信 設 備 と,そ れ らの機 能 が 統 合 さ

れ た シス テ ム 』と して,オ ンラ イ ン シス テ ムを 把握 す る こ と

(ロ)上 記理 解 に伴 な う関 連諸 法 制 等 の 整備

2.基 盤 整 備

ω 諸 標 準化,諸 互換 性 等 促進 体 制 の強 化

同 オ ンラ イ ン化 促 進 財 税 制 の強 化

3.端 末 機 設 備 推進 対 策

↓f)標 準 化,互 換 性 向 上 と,中 堅 ・中小 企 業へ の オ ンライ ン化 浸 透 を は か

るた め の端 末機 の 開発,製 造,流 通 に関 し積 極 的 な施 策 が必 要

(ロ)メ ー カ ーの 努 力 と共 にユ ーザ ー の協 力が 必要

4.ソ フ トウ ェア対策

オ ン ライ ン関 連 ソ フ トウ ェアの 開発,流 通 等 につ き,さ らに積 極 的 な 施

策 が 必 要

5.現 行 通 信 回線 利 用 制 度 の転 換

er)基 本 的要 請 と し て,第1項 の基本 提言 に基 づ き,統 合 され た概 念 とし
、

て のオ ン ライ ンシ ス テム に つ い ては,メ ッセ ー ジ通 信 を 「主 」 た る 目的

とす る場 合 を除 き,一 切 の 回線 利 用 制 限撤 廃 が 妥 当 な要 望 で あ り,オ ン
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ライ ン進 展 の た め必 須 な転換 で あ る こ とを強 く提言

(ロ)早 急 に必 要 な 当面 の措 置

(a)共 同 使 用 にお け る業 務 関 係範 囲 拡 大,メ ッセ ー ジ通 信 制 限解 除

(b)他 人 使 用 にお け る端 末 の一 電 子 計 算 機 限 り接続 制 限 解 除,メ ッセ ー

ジ通 信 制 限 解 除

(c)相 互 接 続 につ き,個 別 認 可 制 か ら基 準 認 可制 へ の変 更

6.デ ィジタル 網 利 用 の根 本 理 念

er)DDX,VENUSは,交 換 網 で あ るそ の本 質 に則 り,ま た新 ネ ッ トワ

ー ク と して の使 命 のた め ,妥 当 な技 術 基 準 以 外,一 切 の利 用 制 限 の な い

こ とを要 望

(ロ)デ ィジ タル 網 へ の アク セ ス につ い て は,方 法,条 件,料 金 等 につ き利

用 者 の便 宜 の ため 十 分 な配 慮 を要 請

7.回 線 料 金

ω 現行 特 定 回 線 料 金 体 系 の,電 話料 金 体系 リンク思 想 か ら の脱 却 一 遠

距 離 料 金軽 減,料 金 水準 の各 国平 均 水準 に比 べて同 等 または 同 等 以 下 の

低 廉 化

同 デ ィジタル 網 につ いて の新 構 想 に よ る料 金 体 系 と,料 金 水準 の各 国 平

均 水 準 に比 べ て同 等 また は同 等以 下 へ の低 廉 化

内 夜 間休 祝 日割 引料 金 制,バ ル ク料 金 制等 の広 汎な 導 入

(二)料 金新 設 改 訂 手 続 の明定 化 一 実際 の利用者 の意 見 事 前 聴取,取 り入れ

れ

8.サ ー ビ ス 体 制

㈲ 夜 間,土 日祝 日保 守 態 勢 の整 備

(ロ)回 線 利 用 申請 手 続 の簡 素 化,迅 速 化

9.準 公 衆 通信 事 業 者 制導 入 の検 討

民 間VAN業 者許 容 検 討 の必 要

10.苦 情 処 理機 構

回線 提 供 不 認 可 また は付 条 件 や,設 備 サ ー ビス と民間 セ ンタ ーの 競 合 問

題 等 の案 件 の処 理 を 目的 とす る苦情 処 理 機 構 の設 置
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11.ハ ー ドウ ェア ・メ ー カ ー へ の 要 望

ω ハ ー ド ウ ェ ア先 行,ソ フ トウ ェ ア不 備 傾 向 の 是 正

(ロ)互 換 性 の 拡 大

←→ マ ニ ュ ア ル の平 易 化
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意見書 の背景に関す る注記

デ ィジタル交換網 とくにバゲ ット交換網 に関す る論議は,そ の背景が明 らかでない と理解 し

にくい場合があ ります。

ここでは,今 回の意見書の背景 にある諸事情を極 く簡略 に要約 して意見書理解のための補足

資料 としました。

〔各国のデ ィジタル回線計画 〕

世 界各国が実施 または計画中のデ ィジタル 回線サ ービスの概要は第1表 の とお りです。

〔パケ ッ ト交換網の機能 〕

パ ケッ ト交換網の機能の分 けかたに必ず しも確定 したものがあるわけではあ りませんが,こ

こでは一応次のよ うに分け ます。

α}基 本 機 能

パケ ット伝送

パケ ット交換

② 通常挙げ られる付加機能

パケ ット多重化

相手固定接続

閉域接続

相手通知

短 縮ダイヤル

ダイレク トコール

一括課金 ・

同報通信/代 行受信 など

なお,網 間接続,プ ロ トコル変換機能や情報処理的な諸機能 としてコー ド変換,書 式変換,

編 集 などを付加機能 に入れ ることもあ ります。

さらに,上 記諸機能 と必ず しも同一平 面の問題ではあ りませんが,デ ータベース ・アクセ

ス関連諸機能(ク リア リング,コ マン ド変換,検 索など)も 可能な付加機能であ るとする見
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第1表 各国のデ ィジタル回線計画の概要

(昭 和55年 初頭現在)

デ ィジタル専用線 ディジタル回線交換 パケ ット交換サ ービス

サ ー ビス サ ー ビ ス

名称 サ ービス ィン 名称 サ ー ビスィ ン 名称 サービス ィン

Datapone'74 S.P.C'74 ACS計 画 ノ79一応撤 回

ア メ リ カ
DigitalService DataDial Graphnet'76

Telenet/75

Tymnet'71

Dataroute'73 Inf。ex・h・nge'78 Datapac'77/'78

カ ナ ダ Infogram'78

Infocall'78

DDS,83 DDS'83 EPSS,77

イ ギ リ ス NPSS'79/ノ80

Transplex/74 Caducee/72/ノ74 T・an・p・ ・'78

フ ラ ン ス Transmic'79 Hermes/82

HFD'74 Datex/76-82 Packet/81

西 ドイ ツ NW

Leased/79/ノ80 Datex,80
-

イ タ リ ー Digita1

Leased/79 EDW,79/'85 EDW(P)ノ81/'82
1

ス イ ,ス Digita1
1

1
1

●

」
EURONET/80

ヨ ー ロ ツ ノ、

(EEC)

DDC(符 号 品 目) DDX(CS)'79 DDX(PS)ノ80

日 本 勿8/'79

}

な お,オ ース トリア,ベ ル ギ ー,ブ ラ ジル,北 欧4国,ス ペ イ ンな どで 計 画 が 進 ん で い る。
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方 もあ ります。

〔用語の意味 〕

コモ ンキ ャリヤ:こ こでは,伝 送設備を所有す る本来の公衆通信事業者 に限定 します(基 幹通

信業者)。 わ が国では電電公社,KDDが これ にあた ります。

VAN:自 ら は伝送設備を所有せず,基 幹通信業者か ら回線を借 り,付 加機能(価 値)を 加え

て再販売する者をい うとします。 アメ リカのTymnet,Telenetな どがこれにあた ります。

準公衆通信事業者,民 間付加価値通信事業者 と同義 とします。

〔付加機能に関する意見に関連して 〕

1.新 デ ータ網 における付加機能 の限定

新 データ網 の付加機能は,現 在 までに公表 された機能 に限定 され,情 報処理,情

報検索機能を含ましめない ことが望 ましい と考えます。

「新デ ータ網 」と書かれてい ますが,主 としてパケ ット交換網についての意見です。

理 由としては,過 度な独 占体勢拡張への危惧 とか,コ モンキャリヤへの過度な負担増への懸

念(結 局全体 のコス ト高につながる),民 間 の事業機会の確保 の必要,情 報処理 ・提供分野へ

の通信側か らの進出に対する限界設定論 な どであ ります。

なお,ア メ リカのFCCvcよ る第二次 コン ピュータ ・インク ワイアVの1980年4月 最終決

定では,コ モンキ ャリヤだけが 「基本通信サ ービス 」を提供 することがで きるが,一 方 「高度

通信サ ービス 」は誰 もが参入で き,コ モ ンキャリヤは別会社 の形でのみ参入 できるとしていま

す。 ここにい う「基本通信サ ービス 」に,前 記パケ ット交換網 の諸機能の うちの基本機能が含

まれることは確かですが,付 加機能の どこまでが含 まれるのか含 まれないかは今後の問題 のよ

うです。(本 報告書末尾 資料編参照)
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、

〔準公衆通信事業認容に関する意見に関連して 〕

2.準 公衆通信 事業(民 間付加価値通信事業)の 認容 の必要

良間において も,そ の回線 を利用 して自由に他 人のため に付加価値通信サービス

を展開で きるよ うにするのが,こ のサービスを提供 する側 についても,ま た このサ

ー ビスを享受 する側 について も有用であ り,わ が国のオ ンライ ンシステム発展のた

め望 ましい と考え ます。

前項におけ る背景 事情 とほぼ同様 の理由に よるものです。

もっとも,DDXが 商 用化 され る以上,い ずれ にせ よアメリカのTymnetやTelenetに

類 したいわば汎用的なVANが 民 間で事業 として成立 する可能性 は非常va少 な いであろ うとさ

れています。特殊 な需要 に対 し特殊 な技術を活かす分野 に限られ るであろ うとい うことです。

〈一 定の業種 にのみ適 したパケ ッ ト単位 と料 金体系を もつVAN,一 定 分野 のデ ータベ ースを

接続 し高度な比較選択機 能を持つVAN,異 機種(異 種線 密度 ・異種走査速度等)フ ァクシ ミリ

間通信専門のパケ ット交換網 など 〉

〔イ ンターフェース規準の公平性等 〕

3.回 線/端 末 ・電算機等/イ ンタフェースの規準な どの公平性 と利用者負担限度

回線/端 末 ・電算機等/イ ンターフェース規準やパ ッド(パ ケ ット/ア セ ンブ ラ

/デ ィスアセンブラ)の 規格は,国 際標準 の動向を顧慮すると共に,各 種 の端末 ・

電算機等 に対 し広汎かつ公平 に対応 しまたは これ らを収容する規準 ・規格 であるこ

とが望 まい ・と考えます。 また,万 一将来イ ンターフェース規準が変動 するとき,そ

の影響は,す べて網側(通 信事業者側)で 吸収 され ることが望 ましいと考 えます。

いbゆ る「X25イ ンターフェース 」とPAD問 題 に関するものです。

「X25イ ンターフェース 」とは,公 衆データ網用パケ ット端末 と網 とのむすびつ きかた一

正確vaは 下 図のDTE/DCEイ ンタフ ェース(物 理的,電 気的,論 理的なむすびつ きかた)の

i基準va関 す るCCITT(国 際 電信電話諮問委員会)の 勧告 でX25と い う番 号 のものです。
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縞

十6 回i蒙 終 端 装 置

端末装 置

DTE

.一
DCE

加入者線

●

DTE-DCE

イ ン タ ー フ ェ ー ス

囲 端末装置には,電 子計算機等を含む。
提言の背景 には次 のよ うな事情があ ります。

① わが国のDDXを 含 め,各 国のパケ ッ ト交換サー ビスにおけるDTE/DCEイ ンターフェ

ースは 「X25準 拠 」といわれますが
,次 の第2表 の ように,決 定版があ るわけではな く,

国 によ り差があ ります。

第2表ImplementationdifferencesofX.25inpublicnetworks

CHARACTERISTICS DATAPAC DDX TELENET TRANSPAC

PHYSICALINTERFACES

X21

×21BIS(V24)

X21BIS(V35)

DATASIGNALINGRATES

(KBIT/S)

1.2

2.4

4.8

9.6

19.2

48

56

UNKACCESSPROCEDURE

LAP

LAPB

NO

YES

NO

YES

YES

YES

YES

NO

NO

NO

YES

NO

YES

YES

YES

YES

YES

YES

YES

NO

YES

NO

NO

YES

NO

YES

YES

NO

YES

YES

YES

NO

NO

YES

YES

YES

NO

YES

YES

NO

YES

YES

YES .

YES

YES

NO

YES

NO

(DataCommunications/November1979)
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② 最初,利 用者がパケッ ト交換網 に加入するとき,パ ケ ット形態端末(コ ンピュータそのも

の,ま たは高度なイ ンテ リジ ェン ト端末)の 場合は 「X25相 当 」規tSva合 わ せた設備をす

る必要があ ります。 つま りハー ドお よびソフ トまわ りの費用がかか ります。 これは当然ない

し止むを得 ない ものです。

③ しかし,① のよ うva,い まのX25相 当(準 拠)規 格は決定版 ではないので,将 来変動が

あるか もしれません。 その際,利 用者が再びなんらかの経費負担を強い られ るのは困る。そ

の ような事後変動va伴 な う問題は 「網 」の中で吸収 してほ しい,と い うのが意見書 の第3項

目です。

④ なお,一 般端末(非 コンピュータ,ノ ンインチIJジ ェ ント端末)に よるパケ ッ ト網加入者

に対 しては,網 の側で,パ ッ ド(パ ケ ット・アセ ンブラ ・デ ィスアセ ンブラ)に よるパケ ッ

ト組立 ・分解 サービスが予定 されてい ます。わが国のPADは,CCITTのPADに 関 する

勧告X3,X28,X25va準 拠 していない よ うですが,そ れは ともか く,PADで 接 続,収

容 される一般端末は,わ が国の現用端末 のすべ てではない といわれます。 この点 あまりにも

使用例の少ないものは しかたがないにせ よ,あ る程度普及 してい る機種 については公平な扱

いが望 ましい,と い うのが第3項 目の第2点 です。
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〔国内網と国際網の斉合性 〕

4.国 内 データ網 と国際データ網の利用規準等の斉合性の必要

わが国の国内新 データ網 サービスと国際加入データサ ービス との間で,技 術規準,

利用方式等 につ き必要充分な斉合 のとられ ることが利用者の便宜上望ま しい と考え

ます。

国内のデ ィジタル網 としては,公 社DDXの 回線交換サー ビス(既 発足)と,パ ケ ット交換

サービスがあ り,国 際的なデ ィジタル網 としてはKDDのVENUS(ValuableandEff

icientNetworkUtilityService)(パ ケ ット方式)が 計画 されています。

この国内パケ ット交換網 とVENUSと では,技 術規準 や利用方式が どのようvaち が うのかち

がわないのか,昭 和55年 初 頭現在,利 用者 に詳細は知 らされ てい ません。少 な くとも初期 の

既発表資料 によれば,速 度 クラスが同一ではあ りませんで した。

この国内,国 際両サ ービスが利用者 に不便 を与える程度 にまでちがった内容では困るわけで,

この点 の心配が提言第4項 目となっています。

〔料金低廉化 〕

5.料 金 の各国水準同等 または同等以下への低廉化 の必要

パ ケッ ト交換 サービス料金は,パ ケ ット交換 の本質 に鑑み,ま た安価な欧米 各国

の例を参照 し,各 国の水準同等 または同等以下 に設定 されることが望 ましい と考え

ます。
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』(1パ ケ ・ ト

.-128字)

第3表 各国 パケ ッ ト料金の大略

(カ ナ ダは1パ ケ ットニ256字,優 先分につ き1パ ケ ッ トニ128字)

1従 量 通 信 料
固定費月額 設 置 料

1KP(1,000パ ケ ッ ト)

日 本 につき

・ 債券
(表 中数値はS.52年 調 査 500km未 満4～500円?

20 850?

用で比較対象とはならない 冊 ⇔
55年 申請案は不明) ～ ～

500k田 以 上7～800円?
100? 3,000?

1KPに つ き

カナ ダ(DATAPAC) 105 150

(Datapac3000
0.15カ ナ ダトツレ カナダ

トツレ

カナダ

トツレ

の ときの例) ～ ～

1.56 4175

別 に 呼 当 り0.5カ ナタセ ント

1KPに つ き

アメ リカ(TELENET)
$75 $800

$0.50
～ ～

$450 $1,100

別 に接続料金$3.25/1時 間

1KP換 算

フ ラ ンス

(TRANSPAC) 108 1,000

8フ ラン ～ ～

2,160 2,000

別 に接続料金 フラン フラン

1分 あ た り0.01～0.20フ ラン

本表は料金水準の目安を得るためのもので厳密なものではない
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A料 金 水準 の観点か ら

おおまかな各国パ ケッ ト料金は第3表 のとお りです。

各国 ともパ ケッ ト交換サービス料金は比較的廉価です。

B料 金体系の観点から

通信料金決定原則には時により場合により次のようないろいろな原理(尺 度)が あるよう

です。

距離対応原則

通信速度対応原則

通信量対応原則

接続時間対応原則

呼(コ ール)数 対応原則

通信量逆比例原則

最低料金原則

非 ピーク時割引原則

パケット対応原則

優先通信割増原則 その他

第3表 に見 るように,パ ケ ッ ト交換サ ービス の場合はアメリカとフランスをは じめ大勢はパ

ケ ッ ト対応従量料金を,距 離無関係 ・全国統一料金 にす る方向にあるよ うです。

カナ ダの場合は国 があま りにも細 長 く一部距 離条件 も混入 していて複雑です。

C伝 送単位と課金単位

伝送の際のパケット単位と,課 金単位は別単位であることが可能です(カ ナダの例)。

パケット字数は業種により,若 干利害が異なる場合もあると思われます(平 均的伝送字長

の差)。

D原 価,財 務の観点から

個別部門原価主義と総合損益論の差とか議論の多いところですが,こ こでは省略 します。
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E手 続 論

少な くとも,諸 公共料金 中,利 用者が全 く料金案を知 らされない うちに料金が決定 され

る,と い う通信料金 だけ に見 る現状は問題で,料 金決定前に も料金案内容が公開 され,利

用者の意見 も十分汲ん でほ しい,と い う意味での手続論があ ります。

今回の料金関連提言の詳細は後述,第8項 目の,昭 和53年 度 提言 に尽 されてい ますので,

同 提言を ご参照下 さい。

〔回線利用制限撤廃の必要 と新データ網の制度上の位置づけ 〕

6.口1!艮 の必要 と新デ ータ網の利用便益上の位置づけ

現行回線利用制限存置のままでは,新 デ ータ網 を どのよ うに位置づけるにせ よ,

ネ ッ トワークの構築条件の複雑化,混 乱 のおそれな しとしません。現行回線利用制

限が早急 に撤廃 され,各 種回線についてそれぞれ利用上の便宜 にかな う位置づけが

な され ることを期待 したい と思います。

基本的 にはオ ンライン委員会の以前からの主張 によってい ます。

① オ ンライン ・デ ータ処理 に加え新 らしく,オ ンライン ・データベース ・サ ービスを どのよ

うにして実現するか,今 後,デ ータとデ ィジタル化 されたフ ァクシミリ,そ の他 の画像,映

像,音 声 の総合的な伝送 ・処理 を,ど のよ うにして行 うか,こ れ らはオ ンラインシステムと

して全 く新 らしい局面であ り,新 らしい体制を必要 とす る。

② 上記の局 面に対処す るvaは,コ ンピュータを予想 しなかった現行通信3法 の根本的見直 し

が必要である。

オ ンライン推進委員会の回線利用制限撤廃論 の中心は上 のようva,10年 来 一貫 して,「 有線

電気通信法を基本 とする同法,公 衆電気通信法,電 波法の通信法系を,新 時代の脚光 の下 に,

全体 の斉合性 を考慮 しなが ら,新 らしく構築し直すべ きだ 」としてい る点 にあ ります。
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なお,DDXぱ 現 在試行サービス として出発するもので,そ れが法制上 どのよ うに位置づけ

ノ
られるかは,正 式 には将来 の問題です。常識的 には交換網 として同 じ交換 網である電話網 の近

傍 に在 るのでしょうが,フ ァクシ ミリ専用網構想もあ り,諸 種 の網 が各 自お よび相互 に制度上

一体 どのよ うに位置づけられるのか
,よ くわか りません。いずれにせ よ新 サー ビスは時代に即

し不要な複雑化を招 くことのない よ うな制度上の位置づけが必要 であろ うとされ てい ます。

〔競合問題の回避 〕

従来か らのデータ通信設備サrビ ス と,民間情報処理サ ービス業者 との競合問題 に

加え,将 来デ ータベ ースサー ビスな どで公衆通信事業者 と民間情報提供サー ビズ業

者の競合を懸念する声があります。 このよ うな懸念が杞憂 に終 るような関連事情の

推移ない し配慮 を望みたい と思 います。

オンラインシステムを主流 にす るデ ータベースサ ービス業は,わ が国で最 も立ち遅れた産業

のひとつであ り,そ の振興策が論 じられています。

データベースサービスについて,・ モ ン戸1け の役割 と民間データベ ースサ ービス業者

(情 報提供業者)の 役割が交錯 するか しな いかは将来の問題で しょうが,少 くとも民間の事業

機会を損 う事態が生 じない ことが望 ましい,と い う見解です。
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〔53年 提 言の再強調 〕

8.オ ン ラインシステ迭振興 に関す る提言 の再唱

当委員会は,昭 和53年12月,オ ンライ ンシス テム振興va関 す る詳細な提言を行

ない ました。 パケッ ト交換サ ービス問題は全体のオ ンライン問題の一環 として とら

える必要があ りますので,同 提言本文を再添付 し,再 び同提言諸項 目の必要性,重

要性 を強調 したい と考 えてい ます。

53年 提 言は詳細 な説 明と共に,下 記報告書va収 録 されています。

「回線利用制度 ・料金をめぐる各界の要望 ・意見と諸情勢に関する報告書」

(昭和54年3月,日 本情報処理開発協会)
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2

3

4

5

6
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8
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13
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15

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

シ ナ リ オ 一 覧

電 話 線 で の交 互伝 送

専 用 線 で の複合 伝 送

デ ィジ タル 化 音 声 の利 用

デ ィジ タル 化 情 報 の複 合 伝 送(回 線 の種 類 は 問わ な い)

コ ン ピ ュー タへ の 音 声入 力

コ ン ピ ュー タ シス テ ム に よる音 声 応答

コ ン ピ ュー タへ の フ ァクシ ミ リ入 力

コ ン ピ ュー タ 出 力 の フ ァク シ ミ リ伝 送 また は,フ ァク シ ミ リ出 力

フ ァクシ ミ リ伝 送 路 の 選 択

外 部 デ ータ ベ ースサ ー ビスの 利用

ビジネ ス版VIDEOTEXの 利 用

通 信 処 理 機 能 の集 中 と分 散

VANの 成 立 分野

各 種 イ ンタ ー フ ェー ス,プ ロ トコル の完 全 標準 化

ま と め
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前 提

◇1990年 まで,現 行 回 線 サ ー ビス ・メニ ュー一とDDXサL-一 ビス ・メ ニ ュー

は併 存 す る も の とす る。

◇1990年 まで,現 行 回 線 料金 水 準 とDDX料 金 水準 の相 対 関 係 は,現 状 の

ま ま とす る。

◇ 回 線利 用 制 限 条 項 は,一 切 ない もの とす る(も ち ろん,ビ ジ ョン定 立 後,

改 め て現行 制 限 と突 き合 わ せ,問 題 点,矛 盾 な どが浮 き彫 りに され る)○

注1)利 用度 にっいての5点 法

インデックス

1.非 常 に多 く使用 するだろ う

2.割 合 多 く使用するだろ う

3.相 当 程度使用するだろ う

4.あ る程度使用するだろ う

5.殆 ど使用 しないだろ う

表中の数 字はインデ ックスの平均値

79年 度末約2,000社 と推定 され る

オ ンライン化企業の中の社数使用比

利用度(%)

60%

40～60%

20～40%

5～20%

0～5%

注2)キ ャ リヤのネ ッ トワーク構想 との関係

キャリヤの構想するネ ットワークはキャンバス地 であり,ユ ーザーネ ッ トワーク

像は現実 のアプリケー ションをふ まえてその上 に描 かれるべき画その ものと位置づ

ける。 当然,生 地への注文 もあり得 るが,生 地 その ものの像を別途 に構想 するもので

はないo
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シ ナ リ オ の 順 序

S1～S9

情報 の型態に よる伝送路 の選択 と,異 種型態情報

の複合伝送の ときの伝送路 の選択 を検討

S10,11

＼ /

デ ー タベ ー スサ ー ビス の利 用 度 を検討

S12,13

/

通 信 処 理機 能 の集 中 と分散 の検 討

◎一 般 にネ ッ トワー クは トラ ンス ペ ア レン トで あ

るこ とが望 まし いか,フ ル ユ ーテ ィ リテ ィで あ

る こ とが望 ま しいか,そ の 中間 か。

・企業 内 シ ステ ム の と き

・共 同 ネ ッ トワー ク の と き

・VAN

・公 社 ネ ッ トワー クの と き

S14

＼/

1
各 種 イ ン タ ー フ ェー ス,プ ロ トコル の標 準 化 へ の

見通 しの検討

S15

＼/

ま と め

ビジ ョン作 成 へ の 輪廓 を探 る

一32一

注

裏面で,帯 域使用アナロ

グ回路の残存是否が意識

される。

企業,家 庭における回線

使用機会の増大を意識し

ておく。

(ピ ュア トランスペアレ

ン ト・ネ ットワークに比

したフルユーテ ィリティ

・ネ ッ トワークの通信費

増分)×(一 定年数)=

(端 末(処 理)側 の標準装

備 に比 した付加機能分,

ハ ー ドソフ ト増分)を 仮

定。



S1電 話線 での 交 互 伝 送

通 常 の電話 回 線 また は公 衆 通信 回線 電話 型 では,

イ あ る時 間 区 域 は,音 声 を送 り

・ あ る時 間 区 域 は,ア ナ ロ グの フ ァク シ ミ リ図 形 信 号 を送 り

ハ あ る時 間区 域 は,デ ィジタル 化 した フ ァクシ ミ リ,図 形 信 号 を カ プ

ラや モ デ ム を介 して送 り

二 あ る時 間 区 域 は,カ プ ラや モ デ ム を介 し てデ ィジ タル デ ータ を送 る

こ とが で き ます 。

つ ま り一 種 の交 互 使 用 が で きる わけ です 。
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Q1

通常 の電話 回線 または公衆通信 回線電話型 を使 い,次 のよ うな組み合 わ

せ の交 互 使用 を行 っ て い る現 状 お よび今後 の可 能 性 につ い て,お 答 え と こ

意 見 を お示 し下 さい。

現 在,
.

自社では
一般的な傾 向

につい ての判 断
中小企業
につ いての判断

音声 と

利用度 12345 12345 12345

意 見

OOOOO

O
O
O
O
O

4428

OOO
OO
OO
OO
O
O
O

425

○ ○ ○
OO
OO
O
O
O
O

4.55

ファクシ ミリ

音声 と

利用度 12345 12345 12345

意 見

OOO
OOO

O
O
O
O
O

4,500

OOO
OO
OO
OO
OO
O

4.42

OOO
OO
OO
O
O
O
O

4.55

デ ー タ

ファクシ ミリ

利用度 12345 12345 12345

意 見

○○
○O
OO
O
O
O
O

5・oo8

○ ○O
OO
OO
OO
O
O
O

4.50

○ ○
OO
O
O
O
O
O

4828

とデ ー タ

㌔

音 声 と

Zア クシ ミリ

と デ ー タ

利用度 12345 12345 12345

意 見

○O
OO
OO
O
O
O
O

5・oo8

○OO
OO
O
O
O
O
O

4・928

OOO
O
O
O
O
O
O

4・918

以下同○は投票を示す

.

.
分
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5年 後

(1985年 ごろ)

自社 では
一 般 的 な傾 向 に

っ い ての判 断
中小企業 につ い
ての判断

音声 と

予 想
利用度

12345 12345 12345

意 見

○ ○ ○ ○
○OO
OO

O
O
O

4.00

○ ○ ○
OOO
OOO
OO
O

3.92
'

OOO
OOO
OOO
OO

4.00

フ ァ ク シ ミ リ

音声と

予 想
利用度

12345 12345 r2345

意 見

OOOO
OO
OO
OO
O
O

4.17

OOOO
OO
OO
OO
O
O

4.08

○ ○ ○ ○
○ ○ ○
○O
OO

4.00

データ
」

フ ァ ク シ ミ リ

予 想
利用度

12345 12345 12345

意 見

OOO
OO
OO
O
O
O
O
O

4.50

○ ○O
OOO
OO
OO
OO

4.25

○OO
OOO
OO
O
O
O

4.36

と デ ー タ

音 声 と

フ ァクシ ミリ

予 想.

利 用 度
12345 12345 12345

意 見

○O
OO
O
O
O
O
O
O
O4

,830

○ ○O
OO
O
O
O
O
O
O
O

4.67

○ ○ ○
OO
O
O
O
O
O
O

4.64

と デ ー タ
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10年 後

(1990年 ごろ)

'

自社 では
一般的な傾 向に

ついての判断
中小企業 につ い
ての判断

音 声 と

フ ァクシ ミリ

予 想
利用度

12345 12345 12345

意 見

OOOOO
OOO
OO

O
O

3.42

OOOOO
OOOO
OOO

3.42

○OOOO
OOOO
OO

3.36

音声 と

予 想
利用度

12345 12345 12345

意 見

OOOO
OOO
OO
OO
O

3.92

OOOO
OOO
OOO
O
O

3.75

○OOOO
OOO
OOO

'

3.55

デ ー タ

フ ァ ク シ ミ リ

予 想
利用度

12345 12345 12345

意 見
L

OOOO
OOO
OO
OO
O

4.08

OOOO
OOOO
OOO
O

3.58

OOOO
OOO
OO
O
O

3.64

と デ ー タ

,

音声 と

予 想
利用度

12345 12345 12345

意 見

OOO
OOO
OO
O
O
O馳0

4.42

OOO
OOO
OOO
OO
O

4.17

OOOO
OOO
OOO
O

3.73

フ ァクシ ミリ

とデ ー タ
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S2専 用線 で の複 合伝 送

専用 線(デ ー タ が関 係 す る場 合 を除 く)ま た は 特定 通信 回線 のD規 格,

1規 格,J規 格 の場 合,S1と 同 じ よ うに,音 声,図 形,デ ー タの2種 な

い し3種 の交 互 使 用 を行 うこ とが で きます し,と くにD1,DlS,11,

J1規 格 では,帯 域 分割 に よ り同 時 に2種 な い し3種 の情 報 の伝 送(混 合

使 用)を す る こ と もで き ます 。

い ま,交 互 使 用 と混 合使 用 を あわ せ て複 合伝 送 とい うこ と に し ます 。
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Q2

専用線 または特定通信 回線を使 う,次 の よ うな組み合わせの複合伝送 に

ついての現状お よび今後の可能性 についてのお答 えと ご意 見をお示 し下 さ

いo

.
いつに業

断企判小の中て

54321

O
O
O
O
O
O
O
OOOO644

54321

O
O
O
O
O
O
O
O
OOO824

54321

O
O
O
O
O
O
O
O
OOO824,

54321

O
O
O
O
O
O
O
O
O
OO914

に向

断傾判なの的で般い

一

つ

54321

O
O
O
OOOOO

O
O
OO

254

54321

○
○
○
O
O
O
OOOOOO

504

54321

O
O
O
O
O
O
OOOOOO

504

54321

O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
OO834

はで社自

54321

O
O
O
O
O
O
O
O
O
OOO75↓○

54321

O
O
O
O
O
O
O
O
O
OO5840

54321

O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
OO924

54321

OO
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O・oo5

度用利

見意

度用利

見意

度用利

見意

度用利

・

見意

在現

リ

、

ミ

と
シ声"音フ

タ
一
と
デ声音

リ,

タミーシデクアとフ

リ,

タミ一と〃デ声アと音■Z
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5年 後

(1985年 ごろ)
〉

自社 では
一般的 な傾向 に

ついての判断
中小企業 につ い
ての判断

音声 と

利用度 12345 12345 12345

意 見

OOOO
OOO
OO
OO
O

4.00

OOOO
OO
OO
OO
O
O

3.58
.

○ ○ ○ ○
○ ○ ○
OO
O・ ○

」

4.00

フ ァ ク シ ミ リ

音声 と

利用度 12345 12345
・12345

意 見

OOOO
OOO
OO
O
O
O

3.67

OOOO
OOO
OO
O
O
O

3.50

OOO
OOO
OO
OO
O

4.18
4

デ ー タ

利用度 12345 12345 12345

フ ァクシ ミリ

と デ ー タ

意 見

OOOOO
OOO
OO
O
O

3.50

OOO
OO
OO
OO
OO
O

3.25

OOOO
OO
O
O
O
O
O

3.91

音声 と

利用度 12345 12345 12345

意 見

OOOO
OOO
OOO
OO

3.75

OOOO
OOO
OO
OO
O

350

○OOO
OOO

OO
O
O

3.82

フ ァ ク シ ミ リ

と デ ー タ
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10年 後.

(1990年 ごろ)

自社 では
一般的な傾向 に

っいての判断
中小企業 につい
ての判断

音声 と

利用度 12345 12345 12345

意 見

OOOOO
OOOO

OOO

3.33

OOOOO
OO
OO
OO
O

3.25

OOOO
OOOO
OO

O

3.64

フ ァクシ ミリ

音 声 と

デ ー タ

利用度 12345 12345 12345

意 見

OOOO
OOO
OOO

O
O

3.08

○ ○OOO
O
O
O
O
O
O
O

3.00

OOOO
OOO
OOO
O

3.73

フ ァ ク シ ミ リ

利用度 12345 12345 12345

意 見

OOOOO
OOOO

O
O
O

3.08

OOOO
OOO
O
O
O
O
O

2.83

OOOOO
OOOO
OO

3.27

と デ ー タ

音 声 と

フ ァクシ ミ リ

と デ ー タ

利用度 12345 12345 12345

意 見

OOOOO
OOOO

OO
O

3.25

OOOOO
OOO
O
O
O
O

3.00

OOOOO
OOOO

O
O

3.36
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S5デ ィジ タル化 音 声 の 利 用

音 声 をデ ィジ タル 化 す る技 術 は,大 体 完 成 を してい ます 。

現 在

・ ふ つ うデ ィジタ ル化 音 声は,2,400bps程 度 で送 ります が,こ の場 合,

声 の個 性 は ほ ぼ な くな ります 。

・D規 格1本 で,こ の よ うなデ ィジ タル化 音 声 回 路 を4チ ャネ ル ま で

とる こ とが で き ます 。

・64Kbpsで 送 るな らば,声 の忠 実 度 は ふ つ うの電話 と変 りませ ん。

・ 通 信 交換 方 式 が 蓄積 交 換 方 式 の と きは,宇 宙 か ら の 声 の よ うに まの び

が し ます 。

将 来

・ 同－D規 格1本 か ら とれ る,デ ィジ タル 化 音 声チ ャネル 数 は さ ら に増 ・

え る で し ょ う。

・ 相 当遠 い 将 来(15～20年 後以 降)に つ い ては,キ ャ リヤ サ イ ドで は,

技 術 的 な見 地 か ら公 衆 電話 網 のデ ィジ タル 化 まで想定 し て い るよ うです 。

Q5

デ ィジ タル 化 音 声 の利用 につ いて,お 答 え と ご意見 を お示 し下 さい。

5年 後

(1985年 ご ろ)

自社では
一般 的 な傾 向 に

つ い て の判 断

中小企業 につ い
ての判断

利用度 12345 12345 12345

OO OOO ○ ○

OO ○ ○ ○ ○

○ OO 0

O ○ ○

O ○ ○

意 見 8 8 8
O ○ ○

4838 4.17

0
4.82
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10年 後

(1990年 ごろ)

自社では
一 般 的 な 傾 向 に

つ い ての判 断
中小企業 につ い
ての判断

利用度 12345 12345 12345

○ ○OO OOO OOO
○ ○ OO ○ ○ ○ 、
○ OO OO
O ○ ○ ○ ○
O OO ○

意 見 O
O

O

○

3.75 3.33 4.27

・

㌔
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S4デ ィ ジ タル化 情 報 の複 合伝 送(回 線 の種 類 を 問わ な い)

フ ァク シ ミ リの デ ィジ タル 化 は 既 に完成 した技術 です か ら,音 声 の デ ィ

ジタル 化 が実用 され る と,す べ て デ ィジタル 信 号 とな る音 声,図 形,デ ー

タ の複 合 伝 送 が,種 々 の場 合 に 考 え られ る と思 わ れ ます 。
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Q4

次 の よ うな 組 み合 わ せ の デ ィジ タル 化 信 号 の複 合 伝 送 につ い て の現 状 お

よび 今後 の可 能 性 につ い て の お答 え と ご意 見 を お 示 し下 さ い・

現 在

自社 では
一般的 な傾向 に

ついての判断
中小企業 につい
ての判断

利用度 12345 12345 12345

OO OO ○ ○

○○ ○ ○

デ ィジ タル O
O

O
O

O
O

化音声 とデ
ィジ タル 化

意 見
O
O
O

O
O
O

○
O
O

フ ァクシ ミリ 5,oooO 4.9.100 4,9000

○ O

利用度 12345 12345 12345

00 OO OO

00 O O

デ ィジ タル O
O

○
○

O
O

化 音 声 とデ

イジ タル デ
意 見

O
O
O

○
O
O

○
O
O

－ 夕 5,ooo
O

4,910
0

4,900
0

O ○

利用度 12345 12345 12345

○○ OO ○ ○

OO OO ○

デ ィジタ ル O
O

O
O

O
O

化 フ ァ ク シ

ミ リと デ ィ
意 見

O
O
O

O
O
O

○
○
○

ジタルデ一夕
.

5,0000

0

4,8200 4,gooO

利用度 12345 12345 12345

デ ィジタル化 ・ ○○ OO OO

音 声 とデ ィ OO
O

O
O

O
O

ジタル化ファ ○ ○ ○

クシ ミリとデ 意 見
O
O

O
o

O
O

イジタルデ ー

タ

0

50000

0

4,9100

0
4,goo

O

O ○
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5年 後

(1985年 ご ろ)

自社では
一 般的 な傾 向 に

つ い て の判断
中小企業 につ い
ての判断

予 想
利用度

.

12345 12345 12345

OO OOOO OO
OO OOO OO

デ ィジタ ル

化音 声 とデ

OO
OO
O

OO
O
O

O
O
O

イジ タル化 意 見 ○
○

O O
O

フ ァ ク シ ミ リ O ○

4.67 3.92
04

.64

予 想
利用度

12345 12345 12345

OO ○ ○OO OO
OO ○OO ○ ○

デ ィジタル OO
OO

OO
O

O
O

化 音 声 とデ

ィジタ ル デ 意 見
OO
O
O

O
O

0
0
0
〇一 夕

4.58 3.92
0464

予 想
利用度

12345 12345 12345

OOOO OOOO OOOO
OO OOOO 00

デ ィジタル

化 フ ァ クシ

OO
OO
O

OO
O
O

○
O
O

ミ リ と デ ィ 意 見 O ○
○

ジ タ ル デ ー

タ 4.08 3.58 4.36

予 想
利用度

12345 12345 12345

デ ィジ タル OO
OO

OOOO
OOO

OOO
OO

化 音 声 とデ

ィジタル化フ

OO
OO
OO

OOO
O
O

O
O
O

アクシ ミリと 意 見 O
O

○
○

ディジタルデ O

－ 夕 458 4.00 455

,
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10年 後

(1990年 ごろ)

自社 では
一般的 な傾向 に

ついての判断
中小企業 につ い
ての判断

予 想
利用度

12345 12345 12345

OOOO OOO OOO
OOO OO OOO1デ

ィジタル

化 音 声 とデ

OO
O
O

OO
OO
OO

O
O
O

イジタ ル化 意 見
O O 0

0

フ ァクシ ミリ

・3
.75 3.33 4.00

予 想
利用度

12345 12345 12345

OOOO OOOO 000
○OO OO OOO

デ ィジ タル OO
O

OO
OO

O
o

化音 声 とデ ○ OO ○

イジ タル デ 意 見
O 'O

O
,

一 夕 .

1'

3.75 3.42 4.00

予 想
利用度

12345 12345 12345

㌢'・ OOOO OOOO OOO
OOO OO OO

デ ィジ タル O
O

OO
O

○
○

化 フ ァ ク シ O ○ ・ ○

ミ リ とデ ィ 意 見
○

・O
O
O

○
○

ジ タル デ ー ○

タ ・3 .25 3.17 3.91

予 想
利用度

12345 12345 12345

OOO OOOOO OOOO
OOO OOO OO

デ ィジ タル OOO
OO

OO
OO

OO
OO

化音 声 とデ ○ ○

イジ タル 化 意 見
フ ァ ク シ ミ リ

と デ ィ ジ タ 392 3.42 4.18

ル デ 一 夕
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S5コ ン ピ ュ ー タへ の 音声 入 力

コン ピ ュー タ シ ステ ム に よる音 声認 識 技 術 は,次 の程度 に まで 進 歩 し ま

した。

現 在

・ 特 定 の人 の 声 で

・100～200語 ぐら いの範 囲な らぽ

・90%台 の正 解率 で人 の声 を認 識 で きます

将 来

・・ 甚 だ し くは個 性 差 の大 き くな い,限 られ た複 数 の 声 を

・ 多 くて も限 られ た数 百語 の範 囲 で

・80～90%台 の正 解 率 で,人 の声 を認 識 で きるで し ょ う

Q5

S5後 段 の程 度 の音 声認 識 シス テム が,買 取2,000万 円程 度 以 内 の価 格

で あ る と し ます。

イ ンハ ウス の場 合 は 別 とし,通 信 回 線 を使 っ て,音 声 で デ ータ を コ ン ピ

ュー タ に入 力 す る方 式 の,利 用 度 につ い て の ご意 見 を お示 し下 さい。

5年 後

(1985年 ごろ)

自社 では
一般的 な傾向に

つ いての判断
中小企業 につ い
ての判断

予 想
利用度

12345 12345 12345

○OO OOO ○00
○ ○ OOO ○
○ ○ OO ○
○ ○ OO O
○ OO ○

意 見 8 8
○
○

4.50 4.25 4.73
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10年 後

(1990年 ごろ)

自社 では
一般 的 な傾 向 に

つ い ての 判 断
中小企業 につい
ての判断

予 想
利用度

12345 12345 12345

○OOO OOOO OOOO
000 OOO OO
OO OO OO
OO OO ○
O .O ○

意 見
O

'3
.67 3.33 3.64

■
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S6コ ン ピュ ー タ シス テ ム に よ る音 声 応 答

DIALSや プ ッシ ュホ ン に よる国 鉄 座 席予 約 で よ くし られ る コ ン ピ ュー

タ シ ス テ ム に よ る音 声応 答 装 置 も,買 取1,200万 円程 度 の ものが 出現 してい

ます 。

Q6

音 声応答 装 置 の利 用 度 につ い て,お 答 え と ご意 見 を お示 し下 さ い。

(買 取1,200万 円程 度 とし て)

5年 後
P

(1985年 ごろ)

自社 にて
一 般的 な傾 向 に

つ い て の判 断
中小企業 につ い
ての判断

予 想
利用度

12345 12345 12345

OOO OOO OOO
OO ○ ○ ○ O
OO OO ○
oO O O
○ O ○

意 見 8 8 8
O

4.50 392
04

.73

10年 後

(1990年 ごろ)

自社 に て
一般的な傾 向に

つ いて の判断
中小 企業 につい
ての判断

予 想
利用度

12345 12345 12345

OOOOO OOO ○ ○ ○ ○
OOOO OO OOO
OO ○ ○ O
○ O ○

○ ○

意 見 8
○

○

3.67 283 3.91
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S7コ ン ピュ ー タへ の フ ァクシ ミ リ入力

パ ンチ ャー レス ・シス テ ムは,コ ン ピ ュータ ・ユ ーザ ーに と って魅 力 が

あ り,電 気 的 な通 信 費用 に 比較 して,物 理 的輸 送 費 が相 対 的 に上 昇 傾 向 に

あ ります。

そ こで,遠 隔 地 で 発生 す る原 始 伝 票 を,キ ーイ ンす るこ とな く,あ る い

はセ ンターへ郵 送 な い し輸 送 す ることな く,そ の ま まフ ァクシ ミ リでセ ン

タ ーへ 送 り,コ ン ピ ュータ に入 力す る こ とは,技 術 的 には 既 に可 能 で す。

この よ うな リモ ー ト ・フ ァクシ ミ リ入 力 には2方 式 が考 え られ,次 の第

1の 方式 は実 際 に使 わ れ て い ます。

第1の 方 式

遠隔地 の原 始 伝 票 を フ ァク シ ミ リで送 り,セ ンタ ー の フ ァク シ ミ リで

図形(文 字)と して再 現 し,OCRで 読 み 取 り,コ ン ピ ューータ に入 力す

る。

第2の 方 式

遠隔 地 の原 始 伝 票 を フ ァクシ ミ リで送 り,セ ンタ ー で こ の フ ァク シ ミ

リ信 号 を コ ン ピ ュー タ信 号 に変 換 し て,入 力す る。

一 般 的 な 図形 情 報 の リモ ー ト ・フ ァクシ ミ リ入 力 は ,ま だ まだ特 殊 な 例

だ と思わ れ ます が,文 字 情 報 と くに伝 票 の場 合 の リモ ー ト ・フ ァク シ ミ リ

入 力 は,十 分考 え られ る方 式 で し ょ う。

もち ろん,起 票 者 が整 った 文字 ・数 字 を書 くこ とを 前 提 とし,こ の場 合,

現 在 の手 書 き文字OCR認 識 は 実用 の域 に達 して い る こ とが背 景 にあ りま

す。
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Q7

リモ ー ト ・フ ァ ク シ ミ リ入 力 の 利 用 度 に つ い て,お 答 え と ご意 見 を お 示

し下 さ い 。

5年 後

(1985年 ごろ)

自社 では
一 般的 な傾 向 に

つ い て の判断
中小企業 につい
ての判断

予 想

利用度
12345 12345 12345

OOO ○OO OOO
OO ○ ○ ○ ○

第1方 式
意 見

OO
OO
O

O
O
O

○O
OO
OO

FAX-OCR 4,508 4,088 4.36

○
O

予 想
利用度

12345 12345 12345

OOO OOO ○OO
OOO OOO OO

第2方 式
FAX信 号/ 意 見

O
O
O

OO
・O

o

O
O
O

C信号変換 4,508 4428 4648
O ○

10年 後

(1990年 ごろ)

自社 では
一般 的 な傾 向 に

つ い て の判断
中小企業 にっ い
ての判断

予 想
利用度

12345 12345 12345

○OOO OOOO OOO
O'OO OO OO
OO O O

第1方 式
○O
O

○
○

O
O

4.08 3,678 4,098
O O

予 想

利用度
12345 12345 12345

○ ○ ○ ○ ○ ○ OOOO
○OO ○ ○ OO
○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○

第2方 式 ○ ○ ○

3.67 3678 3918
○
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S8コ ン ピ ュー タ 出 力の フ ァク シ ミ リ伝 送 また は,フ ァク シ ミ リ出 力

S7と は 逆 に,セ ンタ ー ・コ ン ピ ュータ に よ る漢 字 ・図形 出力 を,遠 隔

地 の図 形 端 末 ・漢字 端 末 で再 現 す る よ り も,フ ァク シ ミ リ機 を 出力端 末 と

して使 うほ うが,便 利 な場 合 があ る と思 お れ ます。(と くに,同 一 出力(同 報)

を複数 地 点 に送 る場 合)

この場 合 も2方 式 が 考 え られ ます。

第1方 式

セ ンタ ー にお け る漢 字 ・図形 出 力を,フ ァク シ ミ リ機 で送 り,フ ァク

シ ミ リ機 で再 現 す る。

第2方 式

セ ンタ ー にお い て漢 字 ・図形 出 力信 号 を,フ ァク シ ミ リ信 号 に変換 し

て伝送 し,遠 隔 地 の フ ァ クシ ミ リ機 で再 現 す る。
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Q8

コ ン ピ ュー タ 出 力 の フ ァ ク シ ミ リ伝 送,ま た は フ ァ ク シ ミ リ出 力 に つ い

て,お 答 え とご意 見 を お示 し下 さ い。

5年 後

(1985年 ご ろ)

自社 では
一 般 的 な傾 向 に

つ い て の判断
中小企業 につい
ての判 断

予 想
利用度

12345 12345 12345

OO ○OO ○ ○ ○
○ ○ OO ○ ○

第1方 式 OO
OO

OO
OO

○O
OO

図形 出 カ ー

FAX伝 送

意 見 ○
○
○

O
O
O

O

O

4,330 4.25 4.45

予 想

利用度
12345 12345 12345

○ ○ ○ OOO OOO
○ ○ OO ○

第2方 式
OO
O

OO
OO

○
○

出力信号/
FAX信 号

意 見 ○
○
○

OO
O

○
○
○

変換 4,580 4.42 4・738

10年 後

(1990年 ごろ)

自社 では
一 般的 な傾 向 に

つ い ての 判断
中小企業 にっ い
ての判断

予 想

利用度
12345 12345 12345

○ ○ ○ ○ ○ ○OO ○ ○ ○

OOO OO ○ ○ ○

OOO ○ ○ OOO

OO OO ○

第1方 式 意 見 O ○
O

3.75 3.58 4.00

予 想
利用度

12345 12345 12345

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ OOOO
○ ○ ○ ○ ○ OOO
00 ○ ○ ○ ○
○ OO O

第2方 式 意 見 O OO
O

O

3.50 3.33 391
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S9フ ァク シ ミ リ伝 送 路 の選 択

フ ァクシ ミ リを送 る には,今 回 の シ ナ リオ の タ イ ムス パ ンで あ る現 在 か

ら,5年 後 ない し10年 後 に,次 の4種 類 の伝 送路 が考 え られ ます 。

伝 送路 の種 類

1-1電 話 網(ま たは 公 衆通 信 回 線 電 話 型)

ア ナ ログ画 像 情 報 または,デ ィジ タ ル化 した画 像情 報 の ア ナ ロ

グ伝送

1-2専 用 線(ま たは 特定 通 信 回線)

同 上

2フ ァク シ ミ リ専 用 網(構 想 中)

フ ァクシ ミ リ端 末 か ら交 換 局 まで は,ア ナ ・グ伝 送,局 間 は デ

ィジ タル伝 送

3DDX網

デ ィジ タル 伝 送

通 信 料 金 の特 長(設 備 費 除 外)

近 距 離 長 距離MAX
1電 話 網,専 用 線 比 較 的安 高 近 遠料 金 比

1:72

2フ ァク シ ミ リ専 用 網 不 明1と3の 中間 か?

3DDX網 比 較 的 高 安1:12
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Q9

フ ァク シ ミ リを送 る のに,ど の伝 送路 が使 わ れ ると,お 考 え です か 。

お答 え と ご意 見 をお 示 し下 さ い。

5年 後

(1985年 ごろ)

自社 では
一 般 的 な傾 向 に

つ い て の判断
中小 企業 につ い
ての判断

予 想
利用度

12345 12345
'

12345

OOOO OOO OOOOO

1-1電 話 網
○OO
O

OO
OO

OO
O

(ま たは 公
○
○

O

O

O

O

衆通信回線 ○
○

O
O

O

電話型) 3.83 3,830 3.64

予 想

利用度
1.2345 12345 12345

○ ○OO ○ ○ ○ ○OO
OO OOO OO

1-2専 用 線 ○ ○ ○ OO

(ま たは 特
OO
O

○
○

O
O

定通信 回線) O O
O

○
○

4.25 4,000 4.55

予 想
利用度

12345 12345 12345

OOOO ○OOO OOO
OO OOO ○OO

2フ ァ ク シ OO ○ ○ OO

ミ リ専用 ○ ○
OO

OO
O

00
0

網
4.08 3.92 4.27

予 想
利用度

12345 12345 12345

○OO OOO ○ ○ ○
○OO OOO OOO

3DDX OOO OOO OO
○ OO O
○ ○ ・ ○
○ O

4.00 3.92 3.91
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,

10年 後

一

(1990年 ご ろ)

1

自社では
一 般的 な傾 向 に

つ い て の判断
中小企業 につい
ての判 断

予 想

利用度
12345 12345 12345

OOOO ○ ○ ○ ○ ○OO
OO ○OO ○OO

1-1電 話 網 O
O

OOO
OOO

OOO
O

(ま たは 公 O

衆通信回線
○
○

電話型) O

、 4.42 4.00 3.91

予 想

利用度
12345 12345 12345

OOOO OOOO OOO
○ ○ ○ ○ OOO OO

1-2専 用 線 OO
O

OO
O

OO
o

(ま た は 特 ○ O ○

定通信回線)
○ O

O

3.83 3.75 4.55

予 想
利用度

12345 12345 12345

OOOOO OOOOO OOOO
OO OO OOO

2フ ァ ク シ

ミ リ専 用 網
.

OO
O
O

OO
O
O

OO
O
O

○ O

3.33 3.17 3.55

予 想
利用度

12345 12345 12345

OOOO ○ ○ ○ ○ ○ ○

OOO ○ ○ ○ OO

3DDX OO
OO

OOO
O

OO
OO

O ○ OO
O

3.00 3.00 3.36
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S10外 部デ ー タベ ー スサ ービ スの 利 用

遅 れ ば せ な が ら,わ が国 で も文 献情 報 や経 済 数 値 情報,特 許 情 報 な どに

関 し,外 部 デ ー タベ ー スサ ー ビス を利 用 す る時 代 に な りました。

オ ン ライ ン ・デ ー タベ ー スサ ー ビス の利 用 には,現 在 では 公 衆通 信 回 線

カ

を利 用 す るわ け で す が,同 じ端 末 で複 数,異 機 種 のデ ー タベ ース にア クセ

スす る には種 々 の 困難iが あ ります。 しか し,JICSTな らJICSTだ け に

アクセ スす れ ば よい とい うの で あれ ば 将 来 も公 衆 回線 利用 が簡 便 な方 式 で

し ょ う。 将来 は,複 数 ・異 機 種 の デ ー タベ ー ス に アク セ スす る とか,遠 距

離のデータベースにアクセスす るには,DDXの 利用が考えられ ると思 わ れ ます 。

Q10外 部 デ ータベ ー スサ ー ビス の オ ンラ イ ン利 用 につ き・ お答 え と ご意見

を お示 し下 さ い。

5年 後

(1985年 ごろ)

自社 では
一 般的 な傾 向 に

つ い て の判 断

中小企 業 につい
ての判断

予 想

利用度
12345 12345 12345

○OOO ○OOO OOO

OOO OOO ○ ○

公衆回線 利 OO
OO 8

OO
O

用 O O ○

O ○

O ○

4.08 3.58 4.09

予 想
利用度

12345 12345 12345

OOO OOO OOO

OOO OOO OO

DDX利 用 ○ ○
○ ○

○O
O

OO
OO

○ ○ O

O ○

4.27 3.91 4.45
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Q10外 部 デ ータベ ー スサ ー ビス のオ ンライ ン利 用 につ き,お 答 え と ご意 見

を お示 し下 さい。

10年 後

(1990年 ごろ)

`

自社 では
一般 的 な 傾 向 に

つ い ての 判 断
中小企業 につい
ての判断

公衆回線利
用

予 想
利用度

12345 12345 12345

○ ○ ○ ○
OO
OO
OO
OO

3.83

OOOO
OOOO
OOO

O

358

OOOO
OOO
OOO

O

3.91

DDX利 用

予 想
利用度

12345 12345 12345

OOO
OOO
OO
OO
O

3.27

○OO
OOO
OO
O
O

2.90

OOOO
OO
OO
OO

3.50
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S11ビ ジ ネ ス版VlDEOTEXの 利 用

電話 で希 望 情 報 を検 索請 求 し,電 話線 を通 し てデ ィス プ レイ(家 庭 で は

TV受 像 器)に 文字 図形 情報 で の答 え を受 け るVIDEOTEX実 験が世界で

進 ん でい ます。(イ ギ リス のPRESTEL,日 本 のCAPTAINS実 験 な ど)

これ は一 種 のデ ータ ベ ー スサ ー ビスで,そ の ビジネ ス 版 が 当 然 考 え られ

ます。 ただ し,S10の 正 規 デ ー タベ ースサ ー ビス に くら べれ ば,情 報 の範

囲は広 くと も深 さは 浅 く,所 在 情 報 とか予 約 情 報 とか が 中心 とな るで し ょ

う。

イギ リスPRESTELの 場 合,電 話 料 金 の他 に情報 料 として1画 面40～

50円 程 度 が 徴 され ます 。

わ が国 で,こ の種 の ビジ ネ ス版VIDEOTEXが 実 用 化 され るのは5年 後

以 降 と思 わ れ ます。

Q11

ビジネ ス版VIDEOTEXに つい て,お 答 え とご意見 をお 示 し下 さ い。

10年 後

(1990年 ご ろ)

自社 では
一 般 的 な 傾向 に

つい て の判 断
中小企業 につい
ての判断

予 想
利用度

12345 12345 12345

OOOO OOO OOOO
OOO OOO OOO
○ O OO
○ O 0
○ ○ O
O ○
○ O

○

3.75 3.17 3.91
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Sl2通 信 処 理 機 能 の 集 中 と分散

ど うや ら,情 報 の伝 送 につ い て の ニー ズや パ タ ー ン,伝 送路 の選択 肢 な

どは,ま す ます 複 雑 に な る よ うです 。

この よ うな錯 綜 した情 報 動 態 を背 景 に,次 の問 題 と して,通 信 処 理 機 能

の配 分 一 通 信 処 理 機 能 は 通 信 ネ ッ トワー ク 内 に集 中 付加 した ほ うが よい

のか(集 中型),そ れ と も,通 信 ネ ッ トワー クは極 力 いわ ゆ る トラ ンス ペ

ア レン トに保 ち,通 信処 理 機 能 を端 末 側(処 理 側)に 分散 した ほ うが よい

のか(分 散 型)一 につ い てお考 え下 さい。

例:高 級 フ ァ クシ ミ リ(G皿 タイ プ)機 は,ア ナ ログ画 像 情 報 を デ ィジ タ

ル 化 す る機 能 や 同報 通 信 機 能 な どを 内蔵 し てい ます 。 つ ま り端 末 側

(処 理 側)に 通 信 処 理 機 能 を分 散 して い ます。

これ に対 し,伝 え られ るフ ァクシ ミ リ専 用 網構 想 では,A/D変 換

機 能 や 同報 通 信 機 能 な どは,専 用 網 内 に 設置 され,端 末 側(処 理 側)

に通信 処 理 機 能 は 不 用 です。

考 え 方

1.集 中型 と分 散 型 の ユ ーザ ー負 担 コスFは 等 し い,と 仮 定。 集 中型 の付

加通 信 処 理 機 能 に対 しネ ソ トワー クが 徴 す る コス トと,分 散 型 の端 末 側

(処 理 側)で 付 加 通 信 処 理 機 能 の た め増 え る コス トとは,あ る期 間 を と

れ ば等 し い,と し ます 。

2.使 い勝 手 に対 す る判 断 を求 め る

問題 は,集 中型 で諸 種 の通 信 処 理 ニ ーズ が 大体 満 た され る と判 断 す る

か,こ まか い個別 ニ ー ズは 集 中型 で は解 決 され に くい,と 考 え るか で す。

(Q12-1～3を ご記 入 後,こ れ と同一 内容 で やや 詳 し くした設 問Q15-

2に も同時 に ご記 入 下 さ い。)

一60一



Q12-1

企 業 内 オ ンラ イ ンシ ス テ ム の場合,集 中 ・分 散 型 につ い て の ご意 見 を お

示 し下 さ い。

M=1.36
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Q12-1

企業 内 オ ン ライ ンシス テ ムの場 合,集 中 ・分 散型 につ い て の ご意 見 を お

示 し下 さ い。

B

① 集 中型を とる 2.分 散型 を と る

理 由,ご 意 見

企 業 内情報 処 理 量 の増 大 がCPUの 開発 よ り急激 で あ り,処 理 を集

中 してい くζ とは 技 術 的 に難 し くな りつ つ あ る と考 え る。

想 定 事 例

当社 の場合,座 席予約 の業 務量 の伸びが現行市場機器 の処理 能力を

既 に上廻 ってお り,現 在 の計 画でS57年 春を 目処 に現行電算機(集 中

処理)を 業務種別 に対応 して分散す る予定である。将来的 にセ ンター

処理の分散及び処 理の階層化は必須である。

C

理 由,ご 意 見

企 業 の個別 ニーズ は 多 種 多様 で あ り,集 中型 の標 準 機 能 だ け では 対

応 で きない 点 が 多い と思 わ れ る。

想 定 事 例

工場 間在庫管理 システム

D

① 集中型を とる 2.分 散 型 を とる

理 由,ご 意 見

同一 企 業 内 では,各 種 の処 理 ニ ーズ を集 約 ・標 準化 す る こ とが可 能

と思 わ れ る。 集 中型 の採 用 に よ り,端 末機 器 の標 準 化 と設備 の増 加 が

容 易 とな る。 それ に よ り,ネ ッ トワー クの 管理 体 制 が容 易 で あ る。

想 定 事 例

同一 企業 内 オ ン ラ イ ンシ ス テ ム
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E

① 集中型 を とる 2.分 散 型 を とる

理 由,ご 意 見

本 来,通 信 処 理 機 能 は オ ンラ イ ンシ ス テ ムを 運営,利 用 す る側 に と

って は,ブ ラ ック ボ ック ス化 出来 る もの であ り,こ れ を標 準 化 し通信

ネ ッ トワー ク内 に集 中付 加 す れば,多 くの シ ステ ム に とって非 常 に効

率 的 とな ります。

各 シ ス テ ム毎 に通 信 処理 機 能 を持 って い る こ とは,無 駄 が 多 く トラ

ブル発 生 の原 因 で もあ ります。

F

1.集 中 型 を と る ② 分散型を とる

理 由,ご 意見

分散 型 の方 が技 術 進 歩 にflexibleに 対処 で きる とい う考 え方 。

G

① 集中型 を とる 2.分 散 型 を と る

理 由,ご 意 見

セ ンタ ー の大 容 量 フ ァイル に対 し常 時 更 新処 理 が求 め られ,又 セ ン

タ ーの 大 型 コ ン ピ ュータ の処 理 能 力 を有 効 に使 うシス デ ムが ほ とん ど

で あ る と思 うが,端 末 も1/0処 理 に終 っ てい る が,今 後 は端 末 に も処

理 能力 が増 して来 る と分散 型 に移 行 され る事 が 予想 され る。

当社 は 集 中分 散 型 にな る と思 う。
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H

① 集 中型を とる 2.分 散型 を とる

理 由,ご 意 見

業 務 処 理 の分散 化 傾 向 が進 む につ れ,通 信 処理 機 能 の独立 化 が必 要

とな り,次 の点 か ら集 中型 が強 ま る。

1.通 信 処 理機 能 の標 準 化,統 制 の必要

2.ネ ッ トワー ク の運 営 及 び シ ス テ ム開発(ネ ッ ト機 能)の 統 一 管 理

3.要 員 問題

4.端 末 機 器 負荷 軽 減

集 中型 を とる 分散型を とる

理 由,ご 意 見

・基本 的 には 集 中型 を と る。 方 向 と しては まち がい ない。

・しか しな が ら(a)か な りの処理 を と もな った通 信 機 能 が 必要 で,む し

ろ適 用 業務 層 で サ ポ ー トす べ き と判断 され る ケ ース 。

(b)ネ ッ トワー ク側 に も った 方 が 良 いか,現 在 の技 術 水

準,能 力か ら不 可 能 と判 断 され るケ ース 。

(c)拡張 性 を考 え スル ーに した チ ャネ ル も欲 しい ケ ー ス。

等 か ら中 途 半端 な 機 能 を付 加 しな い通 信 チ ャネ ル も必 須 であ る。

想 定 事 例

事例11パ ケット交換網 による異機種 マルチホス トオンラインネ ットワーク1

タ ー ミナ ル

コ ン ト ロー ル

・ネ ットワークに機能 を

もたなければ成立 しな

いシステムの例 である
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フ ァ ック ス蓄積 交 換+

フ・・クス舗 交拠 デー校 換1

J

集中型を とる

理 由,ご 意 見

分 散 型 を と った場 合,経 費 が 端末 側 に負担 され,

と経 費 高 とな る。
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K

理 由,ご 意 見

与 え られ た範 囲 の なか で行 な うとい うこ とに会 社 が統 一 して行 な え

ば混 乱 がない の で は な い か と思 う。

但 し,処 理 機 能 の改 善等 は一 定 機 関 で協 力 して行 な うとい う前提 で

あ る。

L

集 中型を とる

理 由,ご 意 見

企業 情 報 シス テ ム では 企 業 特 有 の ニ ーズ が あ り,メ ーカ ーは そ の ニ

ーズ を 満 たす 製 品 を開 発 す る
。
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Q12-2

企 業 間 オ ン ライ ンシ ス テ ム の場合(直 接 結 合 で 営業 セ ンタ ーを介 さない)`

集 中 ・分 散 型 に つ い て の ご意 見 をお 示 し下 さい。

Ma=1.33
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Q12-2

企 業 間 オ ン ライ ンシ ス テ ムの場 合(直 接 結 合 で 営 業 セ ンタ ーを介 さな い)

集 中 ・分散 型 につ い て の ご意 見 を お示 し下 さ い。

B

理 由,ご 意 見

Q12-1と 同様,分 散 す る傾 向 に あ る と考 え る。

想 定 事 例

航 空3社 及 び 代 理 店 シ ス テ ム との直 接 結 合 が既 に実施 されてい

るが,今 後 これを利用 した形態 が強化拡充す る見込であ る。

この場合,処 理量 か ら分散型 とな るもの と想定 され る。

C

理 由,ご 意 見

異 種 企業 間 の情 報 伝 送 は相 互 の特 殊 性 を極 力 排 除 した方 が,シ ス テ

ムの拡張 性 に メ リッ トが あ り,イ ンターフ ェイスは 標 準 プ ロ トコル に従

うべ きで あ る と思 わ れ る。

D

理 由,ご 意 見

企 業別 にネ ッ トワ ー クを持 っ てい る と,そ の ネ ッ トワー ク間 のイ ン

タ ー フ ェイ スを と るた め,各 々に通信 処 理 機 能 が必 要 とな る。

想 定 事 例

運輸 ・倉庫業 者 とメーカー等 の荷主 間の接続
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E

集 中型 を とる

理 由,ご 意 見

分散 型 と とる理 由はQ12-1と 同様 で す が,こ の場 合,異 機 種 間 結

合 の可 能性 も高 く,分 散 型 にす れ ば 接 続 も容 易 とな り,大 変 有効 で あ

る と考 え ます。

F

集中型を とる 分散型 をとる

理 由,ご 意 見

標 準 化 された 機 能 の方 が トラ ブル がす くない と思 わ れ る。

G

集 中型 を とる 分散型をとる

理 由,ご 意 見

セ ンタ ー を介 さな い とす れば 分 散 型 にな る と思 う。
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H

理 由,ご 意 見

① 各独 立 した 企業 ネ ッ トワー ク 同志 が 結合 す る場 合,一 方 が一 方 に イ

ンター フ ェ ース を合 わ し,一 点 で結 合。

② 大 規 模 ネ ッ トと小規 模 ネ ソ トの場 合 は複 数 イ ンタ ーフ エース で結 合

す る場合 が あ る。

想 定 事 例

A社

不 ットワーク

B社

不 ッ トワーク

○ 専 用 コンピュータ

C社

① 集 中型 を とる 2.分 散 型 を とる

理 由,ご 意 見

・現 時 点 にお い ては 分散 型(直 接 ホ ス ト同 志 を結 合)が 多 い が,今 後

マ イ ク ロコ ン ピ ュータ 等 の 発展 に よ りRC(リ レー コ ン ピ ュー タ)

の よ うに プ ロ トコル コンバ ータ ー的 な使 い 方 を す る方 が コス ト的 に

も時 期 的 に も優 位 に立 つ と思 わ れ る。

想 定 時 例

A社 B社

,、C% TTY

RC
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J

① 集 中型を とる

理 由,ご 意 見

アプ リケ ーシ ョン ご とに選 択 → 集 中 分散 型
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K

集中型 を とる

理 由,ご 意 見

シス テ ム の拡張 性 が あ る と思 う。

分散型 を とる

L
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Q12-5

民間 の情 報 サ ー ビス ・セ ンタ ー を介 す る企業 間 オ ンライ ンシス テ ムの場

合,集 中 ・分散 型 につ い ての ご意 見 を お 示 し下 さ い。

M=1.20

OOOO
1.集 中型 を とる

OOOO
2.分 散 型 を と るOo

理 由,ご 意 見
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Q12-5

民 間 の情 報 サ ー ビス ・セ ンタ ーを介 す る企 業 間 オ ン ライ ンシス テ ム の場

合,集 中 ・分散 型 につ い て の ご意見 をお 示 し下 さい 。

C

① 集中型 を とる 2.分 散 型 を とる

理 由,ご 意見

Q12-2と 同 じ。但 し,オ ン ライ ン化 の推進 の 上 では,ま ず トラ ン

ス ペ ア レ ン トな 網 の整 備 が第 一 とな る で あろ うか ら,こ れ ら の標 準 と

目され る通 信 処 理 機 能 は 中 間 に関与 す る情 報 サ ー ビスセ ンタ ー が実 現

す る こ とが考 え ら れ る。

D

① 集中型 をとる 2.分 散 型 を とる

理 由,ご 意 見

情 報 サ ー ビスセ ンタ ーの ネ ッ トワー ク 内 に処理 機 能 を持 つ。

E

① 集中型 を とる 2.分 散 型 を と る

理 由,ご 意 見

こ の場 合 業 務 内容 に よ り,ど ち らの選 択 も考 え られ ます 。.

・端 末 機 がTTY系 の場 合 ネ ッ トワーク 内 に通信 処理 機 能 を持 つ 必要

も価 値 もな く集 中型 が 有 利 で あ る。

・端 末 機 が 多種 類 の イ ンテ リジ ェ ン ト機 能 を必 要 とす るサ ー ビスの場

合,分 散 型 とす る方 が有 利 であ る。
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F

理 由,ご 意 見

前 聞 に同 じ。

理 由,ご 意 見

・形 態的 に も運用 的 に もネ ッ トワー ク側 に機 能 を もた な けれ ば業 務 自・

体 が成 立 しな い ケ ース が 多 い。

・ど こまで の機 能 を持 つ か は適 用 業 務 の性 格 に よって異 な る
。

想 定 事 例

問 屋

K

① 集 中型を とる

理 由,ご 意 見

1つ の端 末 でい ろ い ろ の機 種 と交信 で き る よ うにな る と思 う。
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L

理 由,ご 意 見

デ ー タは 集 中一 括 管 理型

デ ータベ ース → ア 一 夕 ベ ー ス

デ ー タ管理 上 この形 態 にな ら ざ るを得 な い。

想 定 事 例

A社

ア 一夕
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S15VANの 成 立 分 野

VANに つ い て考 え られ る網 内付 加 機 能(ネ ッ トワー クユ ー テ ィ リテ ィ)

に は,次 の よ うな もの が考 え られ ます(通 信 処 理機 能 とデ ー タ処 理 機 能 的

な もの を含 む)。

例

CROSSNETWORKING

メデ ィア変 換

プ ロ トコル変 換

・NETWORKCONTROLANDROUTING

交 換

パ ケ ッ ト交 換,自 動 的 呼転 送,短 縮 ダイ ヤル,特 殊 ア ナ ウ ンス

速 度 変換

フ ォ ーマ ッ ト変換

AD/DA変 換

信 号処 理

信 号検 出,再 生,回 線 等 化etc

分 割 ・多重 化

INPUT/OUTPUTPROCESSING

FORMATING

EDITING

BUFFERINGetc

DATABASEACCESS

COMMAND変 換

DD/D(DatabaseDictionary&Directory)

またはCLEARING.
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Q15

VANが 許 容 され る とす る と き,ど の よ うな適用 分 野(た とえぱ デ ータ

ベ ースサ ー ビス分 野)で,ど の よ うな機 能 を備 え る と き,営 業 的 に成 立 す

る とお 考 え です か,答 え と ご意 見 をお 示 し下 さい。

C

適 用 分 野

デ ー タベ ー スサ ー ビス 分 野

必 要 機 能

複 合 デ ー タベ ー ス アクセ ス機 能

S13の 後段(デ ー タ処 理 機 能)が 必 須 ,

意 見

米 国ARPAネ ッ トの よ うに異 機 種 コン ピ ュー タ に お け るプ ・グ ラ ム

及 びデ ータ のshareが 営 業 的 に成 立 す る時 代 が くる と思 わ れ る。

E

適 用 分 野

大都 市 間 で デ ー タ ・フ ァク シ ミ リ(又 は 音 声)を 共 同 で きるネ ッ ト

ワー ク。

必 要 機 能

・標 準 プ ロ ト コル 装 備(デ ー タ ・フ ァ ク シ ミ リ用 〉

・パ ケ ッ ト交 換 ・短 縮 ダ イ ヤ ル

F

適 用 分 野

デ ー タ ・ベ ー ス ・サ ー ビ ス

必 要 機 能Input/OutputProcessing

DataBaseAccess.

意 見

DDXの 成 立 に より,営 業的 にはかな り難 しい と思われ る。

何 か,特 化 した機 能 ・サー ビスを売 り物 にしなければな らない。
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必 要 機 能

・分散 処 理 機 能

・デ ータベ ー ス

・ネ ッ トワー キ ン グ

意 見

・基幹 キ ャリアがと りこめるよ うなエ リアでのVANは 経 営 的 に成 立 しな い。

理 由:ユ ー ザ ーはVANと キ ャ リア の良 い と ころだ け使 う。

設 備投 資 が大 き く リス ク が大 。

'J

適 用 分 野

・キ ャ ッシ ュレス ソサエテ ィー に対応 した個 人信 用 デ ー タ。

K

適 用 分 野

関 連 企業,他 企業 と のデ ータ交 換。

必 要 機 能

パ ケ ッ ト交換

意 見

VANに 関 しての 知 識 が あ ま りあ りませ ん ので特 別 な意 見 は ご ざい

ませ ん。 但 し,あ ま りに も多 くのVANが で きて し ま ってはUserは

混 乱 す る と思 い ます の で何 らか の統 制 は 必 要 と思 い ます。
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L

適 用 分 野

大企業では回線料金の節減 が最大関心事

中小企業 では或 る種 の変換機能 も要 求。

必 要 機 能

分 割,多 重 化

速 度 変換,フ ォ ー マ ッ ト変 換

意 見

回線 コス ト節減 のため必要機能は利用す るが,複 雑 な機能は問題判

別(回 線障害)の た め不便。
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S14各 種 インターフェース,プ ロ トコル の 完全 標 準化

DDXに つい ては,標 準 ネ ッ トワー ク ア ーキ テ クチ ュアDCNAが 検 討 され

てい ます が,そ の実 効 性 に 疑 問 を抱 く考 え もな い では あ りませ ん。1

ATTのACS(AdvancedCommunicationSystem)構 想 は,そ の

「いか な る機 種 の端末 も,い か な る機 種 の コ ン ピュー タ も,自 由 に接 続 会

話 す る こ との で き る」 ため の ソ フ トウ ェ ア構 築 は 予想 以 上 に困難 で あ る,

と して,1979年11月FCCへ の認 可 申請 が撤 回 され ま した。 再 申請 の

時期 は 明言 され てい ませ ん 。

標 準 化 が可 能 か 不 可能 か の判 断 は,JISの よ うな大 枠 が 各 種 イ ンター

フ ェース,プ ロ トコル に関 し作 成 で き るか,と い う角度 か ら の判 断 と,あ る

基 準 規 約 に従 えば 現実 に異 機 種異 シス テ ム間通 信 が直 ち に可 能 か とい う角

度 か ら の親 方 とに よ って,分 れ る と思 わ れ ます。 前 者な らば 楽観 説 に傾 い

て,後 者 な らば 悲観 説 に傾 くよ うで す。

Q14

ACSが 目指 した よ うな異 機 種異 シ ス テ ム間通 信 を全 く自由 に行 な え る

ネ ッ トワー ク シス テ ムが,DDX(を 中 心)に よ りわ が 国 で も可 能 とな る

こ とが あ る で し ょ うか。

10年 後(1990年 ごろ)
の範囲で

1 の意味合いで1

1.不 可 能

O

2.一 部 可能

OOOOO

OOOO

3.

○

完全 に可能

ご 意 見
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Q14

ACSが 目指 した よ うな 異機 種 異 シ ス テ ム間通 信 を全 く自由 に行 なえ る ネ

ネ ッ トワー ク シス テム が,DDX(を 中心)に よ りわ が国 で も可能 とな る

こ とが あ る で し ょ うか。

B

10年 後(1990年 ごろ)
の範囲で

1 の意味合い で1

1.不 可 能 ② 一部可能 3.完 全 に可 能

ご 意 見

現 状 の よ うにメ ー カ ー,端 末 種 別 に プ ・ トコル が異 っ てい る と,全

体 的 には 資源 の重 複投 資 とならざるを得 な く,全 く無 駄 な こ とで あ る。

又,企 業 内 に於 い て も経 費 の 増,作 業,期 間 の ム ダ等,マ イナ ス面 し

か生 じ得 な い 。

DDXに つ い て も,強 力 に プ ロ トコル の標準 化 を推 進 しな い こ と に

は 費用 的 に難 しい の では な いか。

C

10年 後(1990年 ご ろ)
の範囲で

の意味合 いで1

1.不 可 能 ② 一部可能 3.完 全 に可 能

ご 意 見

プ ロ トコル の標 準 化 は,世 界 的 な傾 向 で あ り,異 機 種 間通 信 の需 要

が増 大 し て きて い る現 状 を 考 え る と,今 後 か な り強 い 要請 とな る もの

と思 わ れ る。

ANSI-SPARCに よる異 種 データベ ース シ ス テ ム間 の インターフェ

ー ス を標 準 化 しよ う とす る試 み は着 々 と進 んで い る。

10年 後 を想 定 した時,あ る程 度 の各種 イ ンターフェー ス標 準 化 に基

づ い て,我 国 で も異 機 種 間通 信 が部 分的 に可 能 とな る で あ ろ う と考 え

られ る(楽 観 説?)。

一82一



D

10年 後(1990年 ごろ) の範 囲 で

1の 意 味 合 い で1

1.不 可能 ② 一 部 可 能3.完 全 に可 能
》

ご 意 見

DDXの 収 容 出来 る各種 イ ンターフェース,プ ロ トコル が順 次整 理

(標 準 化),拡 大 され る。
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E

10年 後(1990年 ご ろ)

物 理的 ・電気的およびデータ リンク ・データ転送レベルの範囲で一 ②一部可能
意 見

ネ ッ トワー ク ア ーキ テ ク チ ュア と言 って も物 理 的 ・電気 的 ・ソ フ ト

的 な もの と非 常 に多 くの仕 様 よ り成 り立 ってい ます 。

そ の 中で特 に ソ フ ト面 で は データ リンクレベルプ ロ トコル か らOS機

能 ま で含 め たユ ーザ レベル プ ロ トコル ま であ ります 。

これ ら多 くの仕 様 の うち 今 後統 一 で きる もの と して は,デ ータ 転送

レベ ル プ ロ トコル まで であ りOS機 能 を含 め たユ ーザ ー レベ ル プ ロ ト

コル の統一 は,多 くの コンピ ュータメ ーカが 存在 し,そ れ が そ れ ぞ れ独

自の ア ー キ テ クチ ャを持 って い る限 り当面 不 可能 と考 え るべ きで す。

F

－ ②一部可能
意 見

企 業 戦 略,know-how等 が か らみ 完 全 自由i接続 は10年 後 には まず

無 理 と考 え られ る。

G

〔======================⊆ コ.

意 見

私 見 です が,マ シ ンメ ーカ シ ェアIBM70%を もってす ら不可 能

で あ り 無 理 か と思 わ れ る。
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H

10年 後(1990年 ご ろ)

の範囲で一
1.不 可 能 2.一 部 可 能 3.完 全 に可 能

ご 意 見

現状 からは全 く期 待で きない。

何 が標準化 とい う問題かを発表 して,各 メーカ間 の競合 関係及 び技

術革新 の激 しい間は不可能 と考 える。

10年 後(1990年 ご ろ)・一
1.不 可 能 ② 一 部可能 3.完 全 に可能

ご 意 見

・レベ ル3ま で の通 信 階 層 にお い て は標 準 化 が 進 み ,ま た 今 後,急 速

に これ らの レベ ル をサ ポ ー ト可 能 で 低価 格 のLSIが 進 む こ とな ど

か ら比 較 的 安 易 に接 続 で きる よ うに な る。

・レベ ル4以 後 の標 準 化 につ い て は 相 当 にむ ず か し く,又 各 メ ーカ ー

の プ ロダク ト体 系 の問 題 などか ら10年 後 に 自 由 に通 信 が可 能 に な る

とは 思 え な い。

(つ ま り電話 は通 じる よ うにな るが,英 語 と ドイ ツ語 で話 す よ うな

もの 。)

・端 末 に して も急 速 に進 歩 してお り,又 そ の機 能 は 中央 の適 用業 務 機

能 と深 く結 び つい て お り,種 々の 端末 と 自由 に通信 す る こ とは極 め

て困難 で あ る。 この状 況 は変 わ らな い で あ ろ う。(た だ し テ レタ イ

プ33/341BM2780/3780の よ うに ポ ピ ュラー な端 末 を標 準

機 能 とす る形 は よ り強 まる。)

・た だ実 際 に は異 機 種 ・異 シス テ ム 間 の通 信 を行 な うシス テ ムは非 常

に増加 す るで あ ろ う。 要 は個 々 の シ ス テ ム対 応 に努 力 して シス テ ム
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を構 築 す る こ とにな る。

・そ の 中 で現 在 必 らず し も明確 に な っ てい な いEND/END以 後 の プ

ロ トコル の階 層 と構 造 が 明確 に な り標 準 化 の動 きが 出 て くる。

・コ ン ピ ュー タ通信 発 展 の形態 は ,ち ょ うど人 間 社 会 の発 展 の形 態 と

の ア ナ ロジ ー が成 立 す る。

J

10年 後(1990年 ごろ)

一 ②一部可能
意 見

コン ピ ュータ技 術 の展 開 に完 全 に追 従 した プ ・ トコル が 開発 され る

か 否 か 現段 階 では 疑 問 が あ る。
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K

10年 後(1990年 ご ろ)

一 一
③完全に可能

意 見

そ うな って もらわ な い と,Userと し てはDCを 前 提 と した シ ス テ

ムが 開発 しに く くな る とい う楽観 説 か らで す。

L

10年 後(1990年 ごろ)

一 ②一部可能
意 見

回線 制 御 につ い て は ほ ぼ標 準 化 が完 成 。

経 路 選 択 ・転 送 制御 の一 部 につ い て は標 準 化 が され よ う。 即 ち メ ッ

セ ー ジ単 位 で の通 信 は可 能 に な る。

オ ンラ イ ン機 能 は 制御 ソフ トウ ェ アが そ れ ぞ れ異 な るた め標 準化 は

困難 。
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S15ま と め

以 上 で,ユ ーザ ー の側 か らみ た ネ ッ トワー ク ビジ β ン構 築 へ の最 低 限 の

予備 検 討 が終 りま した 。

そ こで,直 ち に ビジ ョン構 築 ま では ゆ き ませ ん が,ビ ジ ョン作 成 のた め

の輪廓 を ま とめ て頂 きたい と存 じます。'
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Q15-1

情報 の形態別 に選択 され る回線種類 とご意見をお示 し下 さい。

5年 後

(1985年 ごろ) 自 社 で は 一 般 的 な

電( 専( フ D 電(
ま ま ア ま
た た ク た

話 は 用 は シ D 話 は
公 特 ミ 公
衆 定 リ 衆
網 国 電 線 回 専 X 網 国 電
線 話 線 用 線 話
型

)

網 型
) )

予想利用度 12345 12345 / 12345 12345

アナログ

音声情報 808 8008
0

O ○ ○ ○ ○
○ ○

2.18 3.27 4,9000 2.18

デ ィジタル化

予想利用度 12345 12345 / 12345 12345

音声情報
OO OO 0

8
0

4.80 4.80 4.56 4.60

予想利用度 12345 12345 12345 12345 12345

アナログ

図形情報
OO ○○∞OO OOO

OOO
OOO
o

OOO
O

○ ○ ○

4.27 4.64 4.14 4.56 4.00

予想利用度 12345 12345 12345 12345

デ ィジタル化

図形情報
O
O

OOOO
OOO

○ ○ ○
○

○ OOO

4.70 4.00 4.10 4.50

.

デ ー タ

予想利用度 12345 12345 / 12345 12345

OOOO ○000 OOOO OOOO
OOO OO OO OO
○ ○ ○ 】

O

3.36 2.55 3.7 3.64
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傾 向 に つ い ・て の 判 断 中 小 企 業 で は

専( フ D 電( 専( フ D
ま ア ま ま ア

た ク た た ク
用 は シ D 話 は 用 は シ D
特 ミ 公 特 ミ

定 リ 衆 定 リ

線 画 専 X 網 回 雪 線 画 専 X
線 用 線 話 線 用
)

網 型
)

網
)

12345 12345 12345 12345 / 12345
○ ○O

O
OO ○08 O

O
O

3.42 4.80 L90 4.00 4.89

12345 / 12345 12345 12345 / 12345

O
O

OO
OO

OO ○ ○

O OO
O
O

4.30 4,330 4.67 4.89 4.88

.

12345 12345 12345 12345 12345 12345 12345

8 OOOOOOO ○O
OO

○OO

80
OO
O

OOOOOO

OO

OO

4.18 3.57 4.44 3.60 4.60 3.88 4.67

12345 / 12345 12345 12345 12345

OOO
OO

○ ○ ○O
OO
o8

OOO

880
OOO ○ ○

OO

O

3.90
03
.60 3.88 4.56 4.33

12345 / 12345 12345 12345 / 12345

OOOOO OOO ○ ○ ○ OOO ○OO

880
0

OO
OO 8

O
O

○OO

2.36 2.82 3.60 4.10 3.70
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10年 後
・

(1990年 ご ろ) 自 社 で は 一 般 的

電( 専( フ D 電(
ま ま ア ま

た た ク た

話 は 用 は シ D 話 は
公 特 ミ 公
衆 定 リ 衆
網 回 電 線 回 専 X 網 国 電
線 話 線 用 線 話
型

)

網 型
) )

予想利用度 12345 12345 / 12345 12345

アナログ

音声情報
OOOOO

O

OOOOOOO

OOO
800
0

2.40 3.20 4.44 2.30

予想利用度 12345 12345 12345 12345

ディジタル化

音声情報
O Oo OOOO

OO
8

4.30 4.20 3.90 4.20

予想利用度 12345 12345 12345 12345 12345

アナログ

図形情報
OO

O

8

00
00

OOOOO
OOO

OOO 08
0

4.20 4,300
.

2.75 4.56 4.00

予想利用度 12345 12345 12345 12345

ディジタル化

図形情報
OO o§8§ 080

0

○OO'
OO
O

4.00 3.80 3.00 3.80
.

予想利用度 12345 12345 12345 12345

デ ー タ
OOOOOOO 88

OOO
OO

088
OO 0
O

O
3.80 2.40 2.50 3.73
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傾 向 に つ い て の 判 断 中 小 企 業 で は

専( フ D 電( 専( フ D

ま ア ま ま ア

た ク た た ク

用 は シ D 話 は 用 は シ D

特 ミ 公 特 ミ

定 リ 衆 定 リ

線 画 専 X 網 回 電 線 回 専 X

線 用 線 話 線 用
)

網 型
)

網
)

12345 12345 12345 12345 12345

OOOO
OO

OOOO

O

OOOO OOO
OO 8

0

3.30 4.22 2.11
,■一 」

4.00 4.67

12345 / 12345 12345 12345 / 12345

OO
OO

OOO
O

○ ○
○ 888

O o OOO

3.7 83.40 4.56 4.44 4.00

12345 12345 12345 12345 12345 12345 12345

○.
○`

OOOOOO・O OOOO OOO'○ 08 oo80 OOO
O

○`
○

O

4.11 2.86 4.11 3.63 4.50 3.33 4.00

12345 / 12345 12345 12345 / 12345

OOO

8
880 8 8880
○

8
○ ○ ・

3.30 2.30 4.44 4.56 3.33

12345 12345 12345

〆

12345 / 12345

88808
00

88
00

OOOOO O ○§§8

2.73 2.00 3.78 4.00 3.11

.
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Q15-2

ネ ッ ト ワ ー ク ・ユ ー テ ィ リテ ィの 設 置 さ れ る べ き場 所 に つ い て, ご意 見をお示 し下 さい

5年 後(1985年 ごろ)
'

企業内オン ラインシステム

ユ ー テ ィ リテ ィ 1.公衆 網に2.VANに3.端 末(処 理)側 に

CROSSNETWORKING

メデ ィア変換
Q12-1～3の

8
0

.ご意 見以外の注

プロ トコル変換
があればここに

NETWORKCONTROL ユ ー テ ィ リ テ ィ 1.公衆 網 に2.VANに3.端 末(処 理)側 に

&ROUTING
OOO

変 換

速度変換

フォーマ ット変換

Ql2-1～3の

ご意見以外の注

88
00

8
AD/DA変 換

信号処理
があれば ここに

分割 ・多重化

ユ ー テ ィ リテ ィ 1.公衆網 に2.VANに3端 末(処 理)側 に

INPUT/OUTPUT

PROCESSING
Q12-1～3の

FORMATING
ご意見以外の注

EDITING
が あれば ここに

BUFFERING

ユ ー テ ィ リテ ィ 1.公衆網 に2.VANに3,端 末(処 理)側 に

DATABASE

ACCESS
○

Q12-1～3の

COMMAND変 換
ご意見以外の注

DD/D
があれば ここに
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(直 結)企 業 内オンラインシス テム 営業センターを介 する企業間 シス テム

1.公衆網 に 2.VANに 3端 末(処 理)側 に 1.公衆 網に 2.VANに 3.端 末(処 理)側 に

○
8
0

8
0

0

88
O

1.公衆網 に 2.VANに 3端 末(処 理)側 に 1.公衆 網に 2.VANに 3.端 末(処 理)側 に

8 8 8
8

88 O

1.公衆 網に 2.VANに 3端 末(処 理)側 に 1.公 衆 網 に 2,VANに 3端 末(処 理)側 に

○ O ○
8
0
卜

,

・

1.公衆 網 に 2.VANに 3.端 末(処 理)側 に 1公 衆網に 2.VANに 3.端末(処 理)側 に

○ O 0

8
0

88
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10年 後(1990年 ご ろ)

企 業内オンラインシステム

ユ ー テ ィ リテ ィ 1.公衆 網に2.VANに3.端 末(処 理)側 に

CROSSNETWORKING

メデ ィア変換
Q12-1～3の

8
0

ご意見以外の注

プ ロトコル変換
があればここに

ト

NETWORKCONTROL ユ ー テ ィ リテ ィ ■公衆網 に2.VANに3.端 末(処 理)側 に

&ROUTING
OO

交 換
速度変換

Q12-1～3の

OO

フ ォ ー マ ッ ト変 換 ご意見以外の注

AD/DA変 換

信号処理
があればここに

分割 ・多重化

ユ ー テ ィ リテ ィ 1.公衆 網 に2.VANに3.端 末(処 理)側 に

INPUT/OUTPUT
○ ○

PROCESSING
Q12-1～3の 8

FORMATING
ご意見以外の注

EDITING・
が あれば ここに

BUFFERING

ユ ー テ ィ リテ ィ 1.公衆 網 に2.VANに3.端 末(処 理)側 に

DATABASE

ACCESS
Q12-1～3の

888
0000

COMMAND変 換
ご意見以外の注

DD/D
があれば ここに
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(直 結)企 業内オン ラインシステ ム 営業 センターを介 する企業間 システム

L公 衆網に 2.VANに 3.端末(処 理)側 に L公 衆網に 2.VANに 3端 末(処 理)側 に

8 8 8
0

○

1.公衆 網に 2.VANに 3.端 末(処 理)側 に 1.公衆網 に 2.VANに 3.端末(処 理)側 に

O

8
0

O
88

1.公衆網 に 2.VANに 3.端末(処 理)側 に 1.公衆 網 に 2.VANに 3.端末(処 理)側 に

0

8
8
0

8
0

8

1.公衆 網 に 2.VANに 3端 末(処 理)側 に 1公衆網に 2.VANに 3.端末(処 理)側 に

O 8
8

.
8
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(A委 員 コ メン ト)

総 合 ネ ッ トワー ク像 の た め の

予 備検 討 シナ リオ ・ア ンケ ー ト

補 足 説 明&意 見

Q1.電 話 線 で の交 互 伝 送

※ ユ ーザ に とっ て の判 断 基準 は 便利 さ と経 済 性 につ きる。技 術的 要 素は

非 常 に少 ない 。 便 利 さか ら言 えば交 互/多 重 な どほ とん ど考 え られ な

い。 また,用 途 別(機 器 別)別 系 で使 用 す る経 済 的 負担 は 中小企 業 に

あ って も問 題 にな らぬ程 度 の もの であ る。 従 って将 来 にわ た って も,

電話 の料 金 体 系 が変 ら ない限 り,交 互/多 重 使 用 は 極 く少な い と考 え

られ る。

1.初 期 投 資 …債 券15万 円,設 備 料8万 円

料 金/月 … 基本 料 金¥2,600。 あ と従量 制。

2.技 術 の 向 上 に よ り9,600b/s以 上 の高 速(多 重)モ デ ムが 開発 され て

も混合 使 用 の煩 し さ と償 却 費 とを比 較 す れ ば 可 能性 は ご く少 な い。(デ

ータ とFAX)

3.将 来 の問 題 と して音 声 に よるデ ー タ の直 接 入 出力 を考 えた場 合(→Q

ポ)プ ッシ ュフ ォ ンに簡 易 な プ リンタ を接 続 して利 用 す る不 特定 多数 向

ア プ リケ ー シ ョ ン(例:新 幹 線 予 約)に は若 干 の利 用可 能 性 は あ ろ う。

ただ し この場 合 も入 力は セ ンタ ーか らの 音 声質 問 に答 え て ボ タ ン入 力 す

る方 式 が 多 い だ ろ う。(こ の よ うな利 用 法 はQ1の 交 互 使用 に当 る のか

ど うか …)

4.DDXと の 網 間 接続 が可 能 にな っ た時,あ るい は他 社 との交 信 を考 え

て も交互/多 重 使 用 に大 きな メ リ ッ トは ない 。

Q2専 用 線 での 複 合 伝 送

※ この問 題 につ い て も現 時 点 で の最 大 の キ ーは 経 済 性 で あ る。 そ して そ
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れ の み で あ る と言 って よい。 従'って専用 線 の料金 体 系(① 従 距 離 性,

② 高速 低 減性)が 変 れば 答 は 大 き く変 化 す る。

た だ将 来 は,デ ー タ とフ ァク シ ミ リ等 伝 送 内容 自体 の 接近 ・交流,

コン ピ ュー タ(LSI等 を含 む)の 用 途 の拡 大等 か ら ,技 術 的要 請 に

よる複合 使 用 が増 加 す るだ ろ う。特 に処 理 系 と通 信 系 の分 離 の 傾 向 が

強 ま り,こ れ が 逆 に通 信 系 の集 約 化複 合 化 を推 し進 め る と思 わ れ る。

Q3・Q4デ ィジタ ル 化 音 声 の利 用

※ この 設問 は2種 類 の ケ ー スが 想 定 され る。 そ の1は キ ャ リア に よ り提

供 され るデ ィジ タ ル化 電 話 網 の 利用 であ り,そ の2は 専用 線 を ユ ー ザ

ー 自身 がデ ィジ タ ル電 話 と して 使用 す る こ とであ る
。 い ず れ の場 合 も

当 然 デ ータ や フ ァク シ ミ リとの 複合 使 用 の ケ ース の成 り行 きを 考 え ね

ば な らな い。 特 に(そ の2)の 場 合 は。

だ が,現 時点 か ら の推 測 は そ の よ うな技 術 的 ケ ー ス も含 め て,最 大

の キ ーは経 済 性 の メ リッ トで あ る6そ れか らす る とキ ャ リアの期 待 す

るほ ど効果 が あ る のか … …。

Q4はQ2と ダ ブル のでは … …。

Q5～Q11

(申 し訳 あ りませ ん が コメ ン トを省 略 させ てい ただ きます。 メ モ 『〈キ

ー 〉お よび専 門 委 員 会 にお け る私 の発 言 を ご参照 くだ さい
。)

Q12通 信 処 理機 能 の集 中 と分 散

※ こ こで も最 大 のキ ーは"考 え方1,2"に 述 べ られ てい る前 提 で あ る。

この 前 提 に立 ち,か つ 時間 を変 数 として加 え る と結 論 は お の ず か ら導

か れ る。

1前 提 を そ の ま ま受 け入 れ れば,ユ ーザ ーは 当 然手 間 のか か らな い 方法

を選 ぶ。 従 って ネ ッ トワー ク にす べて を ゆ だね,"コ ンセ ン ト ・イ ン

タ フ ェース"を 志 向す るだ ろ う。 た だ現 在 の 自営 設 備 や ネ ッ トワ ーク

構 成 の大 幅 な変 更 を伴 うか ら移 行 に5年 ぐらいは か か るだ ろ う。
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2.問 題 は通 信 ネ ッ トで す べ て の通 信 処 理機 能 がは た して持 ち得 るか で あ

る。

3.従 って ユ ーザ と しては 両者 併用 の形 に進 ま ざる を得 な いだ ろ う。

4.具 体 的 には 企 業 内 オ ンライ ンでは,イ ンタ フ ェー スや プ ロ トコル の と

りや す さ とか つ歴 史 的 な遺 産 か ら 自社 通 信 系 で の通 信 処理 がか な り後 を

引 くと思 わ れ る。 しか し新 しい遠 隔入 出 力方 式(例:フ ァク シ ミ リ図形

ア ウ トプ ッ トな ど)は 可 能 な らネ ッ トワー ク側 に委ね る こ とにな るか も

しれ ない 。

5.企 業 間 オ ン ライ ンは 現 在 よ りは るか に複 雑 交 錯 した形 に発 展 す る。C

PU-CPUの み な らずCPU-NODE,TERMINALが いろい ろ の形 で

か ら み合 い,タ ー ミナル 自体 も他 種 の通信 端 末 と相互 乗 入 れ で き る。

この場 合 どれ だ け ネ ッ トワー ク側 が対応 で きるか が決 め手 とな る が,

ユ ーザ と しては 使 え る ものは 使 ってい こ うとい う姿 勢 だ ろ う。 た だ不 特

定 多数 との応 答 は 必 然的 に標 準化 に進 み,そ の 分野 で ネ ッ トワ ー クの果

す役 割は 多い ので は な いか 。

6.同 様 の意 味 で民 間 セ ンタ ーを介 す る場 合 もそ うな ら ざ るを得 な い だ ろ

う。

Q13民 間VANの 適 用 分 野

1.キ ャ リアの ネ ッ トワー ク がS12の 前提 で展 開 され ると き,営 業 と して

の 民 間VANの 出幕 は ほ とん どな い。

2.キ ャ リアの ネ ッ トワ ーク が カバ ーで きない と ころ で個別 に成 り立 ち得

る に過 ぎない 。

3,問 題 は営 業 的 に では な く,関 係 企業 間 で のVAN機 能 を認 め るか 否 か,

これ は 制度 の問 題 だ。 上 記2も これ にか か わ っ て くる。

4.し か し,外 資 を 除い て,わ が国 にVANを 企業 的 に成 立 させ る事 業 と

して の萌芽 は まだ な い の では ない か 。

Q14～15(コ メ ン ト省 略)'以 上
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(D委 員 コ メン ト)

ll「 通 信 処 理機 能 の ネ ッ トワ ー クサ イ ド集 中 と端 末 サ イ ド分散 の

成 り行 き見通 し」 につ い て

1.次 の こ とを前 提 と した。

(1)通 信 処理 機 能 とは,

∴ 驚》
とい う様 に考 え ま した。

通 信 には そ の他 に交 換 機 能,蓄 積 機 能 があ る。

② 同報 サ ー ビス は機 能 か らみ てネ ッ トワ ー クサ イ ドの もので あ る。

(3}端 末 サ イ ドの手 順,イ ンター フ ェイ ス にネ ッ トワー ク側 を 合 せ る こ とは,

全 ての端 末 に合 せ る こ とは現 状 で は 困難 で あ る。

2.成 り行 き見通 し,利 ・不 利

(1)企 業 内 シ ス テ ムの 場合(当 社 の場合)

接 続 す る端 末 機 能 の 整備,標 準 化 が 可 能 で あ り,又 端末 にプ ロセ ッサ

ーを持 って いれ ば,ネ ッ トワ ー ク接 続 は 容 易 と思 われ るの で,

ネ ッ トワークサ イ ドに前 記1(1)の 通 信 処理 の機 能 を持 たせ,そ れ 以 外 は

端 末 サ イ ドで持 つ こ と とした い。

そ れ に よって ネ ッ トワー クサ イ ドの ソフ トウ ェ7の シ ス テ ムの変 更 が 少

な くな り,適 用 業 務 の改 廃 に対 応 しや すい 。

② 複 合 企 業 及 び第 三 者 の情 報 処 理 セ ンタ ー の場 合

各 企 業 の特殊 性(独 自性)を 考 慮 せ ざる を得 な い た め,

a)ネ ッ トワ ー クサ イ ドに簡 単 なデ ータ処 理 機 能 を持 た せ るか
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b)別 個 に シ ス テ ム全 体 を コ ン トロール す る処 理 シ ス テ ムを設 け て ,ネ

ッ トワー ク に結 び付 け るか

の必 要 が有 る と思 い ます。

総合 ネ ッ トワークと個別ネ ッ トワークの選択

1.当 社 におけ る通信 システムの変化(見 通 し)

↑

一 電顕(少 し伸び)金

オンライン・データ(伸 び)
額

ファクシミリ(70年 代後半より急伸)

オンライン・メッセージ(70年 代

後半より減少)

1980年 → 年 度

2.電 話,フ ァ ック ス,デ ー タ を総 合 化 した ネ ッ トワ ー クの ニ ーズ は有 るが
,

自社 の専 用 シ ス テ ム作成 は コス ト面 か ら見 て困難 で あ る。

DPXが デ ィジタ ル化 音 声通信 を収 容 出来 る こ とに で もな れ ば ,総 合 ネ

ッ トワー クをDDXに 期 待 した い。 デ ィジタ ル 電話 は現 行 のPBXの 代 替

に長 期 間 か か る。

3.FAXの ニ ーズ は 当社 の場 合,顧 客 との輸 送 情 報 の送 受 が 多 い。

そ のた めFAX端 末 装 置 を,

・昼 間 は 公 衆 線 に よ る他 社 結 合

・夜 間 は 専 用 線 に よる社 内 伝 送(大 量)に 利 用 した い
。

4.D規 格 の活 用

特 定 の区 間 で,特 定 の業 務 につ いて 大量 の情 報 が 有 る場 合,有 効活 用 し

て い る。

一102一



(1委 員 コ メ ン ト)

○ 通 信 処 理 機 能 のネ ッ トワ ー クサ イ ド集 中 と端 サ イ ド分散 の

成 り行 き?

全 体 的 には ネ ッ トワー クサ イ ド集 中 化 が進 行 す る。

ユ ーザ ー に と って も端 末 サ イ ドの負 荷 軽 減 は歓迎 され る
。

DPの 分 野 が先 行 す る。

1.企 業 内 シ ス テ ム の場 合

① ク ラ ス タ ー型端 末 の増 加

この場 合,通 信 処 理 機 能 はTCに 集 約 化 し,こ れ をネ ソ トワー クサ イ

ドの シ ス テ ム と して位 置 づ け て い る。

② ホ ス トコ ン ピ ュー タ とフ ロ ン トコ ン ピ ュータ の分 離

DPの 独 立 性 を確 保 す るた め,通 信処 理機 能 を フ ロ ン トコン ピ ュー タ

に集 約 化 し,こ れ を ネ ッ トワ ー クサ イ ドの シ ス テム と し て位置 づ け てい

る。

③ 端 末種 類 の 増加,各 種 ア プ リケ ー シ ョンの統 合化 な どネ ッ トワー ク が

分担 しな け れ ぽ シ ス テ ムが成 立 しな い ケ ー ス が増え て い る。

④ 一 方,端 末 の環 境 は,ワ ー ドプ ロセ ッサ ーの 出現 ,デ ー タベ ー ス,ア

プ リケ ー シ ョンの 分散 化 な どデ ータ処 理 機 能 が増大 す る傾 向 にあ る
。

2.複 数 企 業 の シ ステ ムが結 合 す る場 合

1の 場合 以 上 に通 信 処理 機 能(又 は デ ー タ処 理機 能)の 独 立 性 が必 要 と

な る。

3.第3者 セ ンタ ・一－th;介在 した シ ス テ ム の場 合

〈ア プ リケ ー シ ョンの例 〉
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メ ー カ ー

⇒

第3者 センター

第3者 セ ンタ ーの介 在 に よ りデ ー タ ー の フ ロー が変 って くる。 この場 合,

介 在 セ ンタ ーは,デ ー タ処 理 機 能 に加 え,通 信処 理 機 能 が不 可欠 とな る。

ネ ッ トワー クサ イ ドの ウエ ー トが 高 いシ ス テ ム とな る(ネ ッ トワ ーク集 中

型)

○ 外 部 デ ー タベ ース サ ー ビス の進 展 見通 し,影 響,問 題 な ど?

○ 「総 合 ネ ッ トワー ク」 と 「個 別 ネ ッ トワー ク」 の選択?

民間 の 自営 ネ ッ トにお い て もデ ィジ タル 化,統 合 化 の指 向 は 強 ま る。

ただ し現 状は,

① ア プ リケ ーシ ョン,プ ロ トコル,通 信 路 の 使用 形 態 な ど多様 な もの

に な って い る。

② シス テ ム の ラ イ フサ イ クル が違 い,構 築 の ス テ ップが違 っ てい る。

な どの事 情 もあ り,統 合 化 の形態 は 多様 な もの とな る。

・通 信路 だ け の統 合 化

・ホ ス トシ ス テ ム の統 合 化

・端末 シ ス テ ム の統 合 化
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・ネ ッ トワー ク に イ ンテ リジ ェン トを持 たせ た統 合 化

1.デ ィジ タル 音 声通 信

① 音 声品 質 に限 界 が あ り,当 面 は専 用 線 を もっ て い る大 手 ユ ーザ ー の社

内 ユ ー ス に限 られ よ う。

2.FAX伝 送 路 の選 択

高速FAXの 規 格 統 一,サ ー ビスエ リアの2点 が解 決 す ればDDX網 利

用 のFAXは 急速 に普 及 す る。

3.D規 格 の便 利 さ程 度

① 帯 域 品 目の メ リ ッ トを活 用 す るケ ー スが 増加 す る。

② た だ し,ユ ーザ ー 側 の選 択基 準 と しては

一 申請か らサ ービス開始 までの期間

一 コス ト

も大 きな要 因 とな っ て い る。
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Ql

Q2

Q3

Q4

Q5

Q6

Q7

Q8

電 話 線 で の交 互 伝 送

専 用 線 で の複 合伝 送

デ ィジタ ル 化音 声 の利 用

デ ィジタ ル化 情 報 の複 合 伝送(回 線 の種 類 は問 わない)

コン ピ ュー タへ の 音声 入 力

コ ン ピ ュー タ シ ス テ ム に よ る音 声 応 答

コ ンピ ュー タへ の フ ァクシ ミ リ入 力

コン ピ ュータ 出 力 の フ ァクシ ミ リ伝 送 また は ,フ ァク

シ ミ リ出 力

Q9フ ァク シ ミ リ伝 送 路 の選 択

Q10外 部 デ ータベ ー スサ ー ビス の利 用

Q11ビ ジネ ス版VIDEOTEXの 利用

Q12通 信 処 理 機 能 の集 中 と分散

Q13VANの 成 立 分 野

Q14各 種 イ ンターフ ェー ス,プ ロ トコル の完 全 標 準 化

Q15ま と め
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A将 来 の通 信 ネ ッ トワー ク の利 用 につ い て各 専 門 委員 の お見 通 し と御意

見 とをい た だ きま した 。拝 見 した とこ ろ,最 初 の方 は それ ほ ど大 きな意 見 の

くい ち がい もな い よ うです の で,な るべ く後 ろ の方 に議 論 の時間 を費 や した

い と思い ます。 た とえ ば10,11(デ ータ ベ ー スサ ー ビス の利用 度),特 に

12(通 信 処 理 機 能 の集 中 と分散)あ た りの と ころ に重 点 を おい てデ ィス カス

した い と思 い ます。

順 番 を追 って,片 一 方 で集 約 された 集計 表 を ごらん い た だ き,片 一 方 で コ

メ ン トを に らん で い た だ いて,逐 次問 題 の あ りそ うな と ころだ け,御 意 見 の

あ りそ うな と ころ を 中心 に進 め て い って いい で す か。一 人一 人 ず つ ま とめ て

ご発 表 して いた だ い て い くとい うや り方 もあ ります けれ ど も,そ れ ぞれ横 割

りで いっ て,わ りあ い に比 重 の重 い事 項 を中 心 に議論 を交 わ して いた だ いた

り意 見 の交 換 を して いた だ い た り した 方 が時 間 が 有効 では な いか と思 い ます

の で,そ うい うふ うに進 め させ て い ただ きた い。

Q1電 話線での交互伝送

まず,Q1(電 話 線 で の交 互 伝送)で す が,ず っ と拝 見 した とこ ろ,「 音

声 と フ ァク シ ミ リ」 とい うと ころでBさ んの御 意 見 だけ1つ 飛 び離 れ た数 値

に な っ て い るの です が,そ の ほか は 大 体妥 当 に分 布 して い る と思 い ます 。1

さん か らQ1の 「音 声 とデ ータ」 の とこ ろで,公 衆 電話 網 を使 用 して のPO

Sデ ー タの こ とにつ い て コ メ ン トを いた だ い てい る ので す が,ち ょっ とこれ

を御 説 明い た だ け ませ ん で し ょ うか。

lPOSデ ータ に限 っ てい るわ け では あ りませ ん が,全 体 的 に とらえ て,

公 衆 回 線網 の利 用 につ い て考 え ます と,大 手 のユ ーザ ーは 大 体 専用 線 を持 っ

て い る と思 い ます の で,大 手 ユ ーザ ーの 社 内ユ ー スは 専用 線 の方 にシ フ トし

て い る だ ろ うと思 っ て お ります 。 この場 合 電話 回線 は 末 端 の レベ ル で しか使
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われ な い だ ろ うと考 え られ ます 。 した が っ て,POSに つ い て も末 端 での電

話 回線 利 用 とい うこ とで は これ か ら も進む で し ょ うが,幹 線 部分 は や は り専

用 線 にな る と考 え てい るわ け です 。

A特 に一 般 回線 を電 話 とデ ータ とで交互 使 用 す るか,混 合 使 用 す るか と

い う観 点 か ら お取 り上 げ い ただ い て… …。

1特 にそれ は 強 く意 識 してい ない の で,質 問 され てい る趣 旨 と若干 食 い

違 ったふ うに解 釈 してい る面 も… …。

Aい わ ゆ る電 話 回 線 をデ ータ な りフ ァク シ ミ リの 伝送 に使 うとい う意 味

だ け で し ょ うか。

1そ うい うこ とです 。

Aそ うす る と,ち ょっ と設 問 の 主 旨か らず れ るか もしれ ませ んね 。

|そ うです ね 。 交互 使 用 とい うこ とで厳 密 に と らえ る と,3(相 当程 度

使 用 す るだ ろ う)に マル を つ け て お り ます けれ ど も,も っ と4(あ る程 度使

用 す るだ ろ う),5(殆 ど使 用 しな い だ ろ う)の 方 に シフ トす る こ とにな り

ます 。

Aこ のQ1(電 話 線 で の交 互 使 用)で ほ か に御 意 見 を い た だ く方 は ござ

い ませ んで し ょ うか。

1交 互使 用 とい うこ とで す と5(殆 ど使 用 しな い だ ろ う)で す か ね。

ALさ ん が 「フ ァク シ ミ リとデ ー タ」 とい うと こ ろで 「少 量 原 票 の フ ァ

ックス伝 送 に使用 」 とお書 きにな って い るの は,こ れは デ ー タ処 理 へ のイ ン

プ ッ トの デ ータ の 伝送 とい うこ とで お考 えな ん で し ょうか。

Lそ うい うこ とで す。

Aそ れ か ら,Fさ ん が 「音 声 とフ ァク シ ミ リ」 の 「一 般 」 と 「中小企業」

で4(あ る程 度 使 用 す るだ ろ う)に マル を お つけ にな って,「 他 の安 価 な か

つ操 作 性 の良 い ものが 出 る まで のつ な ぎ程 度 の利 用 と思わ れ る」 とお書 きに

な って お ります が,こ の 「他 の 安価 な かつ 操作 性 の 良い もの が 出 る まで のつ

な ぎ」 とい うもの を御 説 明い た だけ ませ ん で し ょ うか。
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F具 体 的 な イ メ ー ジは な い の です が,結 局,音 声 と フ ァ ックス の交 互 使

用 とい うのは 大 変 め ん ど うくさい の です。 です か ら,そ れ にか わ る ものが 何

か 出 るの じゃな い か。 そ の制 度 的 な制 限 が ど うな るか わ か らない の です け れ

ども,そ れ まで は し ょ うが な くて 多少 使 われ る のか な とい うぐらい な軽 い イ

メー ジで す。 具 体 的 に現 存 す る装置 とい うのは な い の です 。 要 す る に交 互 使

用 とい うのは め ん ど うだ とい うこ とで す。

A経 済 的 に も余 り意 味 が ない です ね 。

Fあ りませ ん。 だ か ら これは余 り期 待 し てい な い の です 。

Aそ のほ かQ1(電 話 線 で の交 互 使 用)に つ い て御 意 見 を お持 ち の方 ご

ざい ます か。 こ こ ら辺,電 話1本 を フ ァク シ ミ リな ら フ ァク シ ミ リの た め に

使 って もそ う コス ト的 に響 か ない,せ い ぜ い2,000円 ち ょっ との基 本 料 金 を

別 にす るか ど うか とい うこ とだけ にな る の じゃな い か と思い ます けれ ど も。

同 じ質 問 の 将来 性 とい うと ころで,「5年 後」 とい うと ころでBさ ん の 御

意 見 だ け飛 び 離 れ て お りま す ので お聞 き してい きた い と思 うの です け れ ど も,

お見 え にな っ てか ら に した い と思 い ます 。

1さ んは 「音 声 とデ ータ」 をわ りと高 い と こ ろに お つ け にな って い るので

す が … …。

1交 互 使 用 とい うこ とを頭 か ら抜 い て し ま って 書 い てお ります の で,完

全 な意 味 の 交 互 使用 とい うわ けで は あ りませ ん。 「デ ータ を送 る よ」 とい う

程 度 の交 互 使 用 です か ら… …。

本 当 の意 味 の交 互 使 用 とい うことだ とむ ず か しい の じゃな い か とい う

感 じが してい ます。

A大 分右 の 方(低 利 用 度)に 寄 っ てい き ます ね。

Eこ の質 問 が交 互利 用 とい うこ とでは な く,現 在 の公 衆 回線 を どの 程度

使 うのか とい うこ とな ら大 分 答 え も違 う と考 え られ るが … …。

15(殆 ど使 用 しない だ ろ う)に 訂 正 し てい た だ い た方 が正 確 です 。
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AHさ んは 「音 声 とデ ー タ」 につ い てデ ータ テ レホ ンの こ とを 書 い てお

られ ます が,こ れ は ど うい うふ うな イ メ ー ジの もの で し ょ うか。

Hい ま電 電 公社 がサ ー ビス を開 始 され よ うと してい る デ ー タ テ レホ ンが

ござ い ますね,電 話 とデ ー タ伝 送 機 能 を もった,キ ャ ッシ ュ ・カ ー ドの 自動

リー ダ ー付 端 末 機 を考 え てお ら れ るが,あ の様 な タ イプ の端 末 機 が普 及 す る

よ うな感 じが します。 メ ー カ ー もそれ に似 た もの をか な りつ くって お られ る

み た い です し,そ うい う音 声 とデ ー タ と い う… …。

N近 く,郵 政 省 に認 可 を 申請 す る予定 の よ うです。

H認 可 に な れ ば ・ あれ を 全 国 に か な り売 り歩 くこ とで し ょ う。 あ の

タ イ プの端 末機 は最 初 に あ る"利 用 制限 は一 切 な い もの とす れ ば"と い う前

提 を つ けれ ば か な り使 え る範 疇 の もの です か ら,し か し完 全 に利 用規 制 を 自

由 に とは な か な かわ り切 れ な い の です 。 書 く段 に な って非 常 に意 識 す る と こ

の左 の方(高 利用 度)に 行 き ます し,マ ル をつ け てい る うち にだ ん だ ん右

(低 利用 度)に 行 っ て し ま うの です 。 その程 度 の ものな の です 。

F確 か にそ うな ん で す。 私 もた しか そ んな コメ ン トを ど こか に書 い た記

憶 が あ ります 。 制 度 を フ リー に発 想 す れ ばい い の です け れ ど も,発 想 す る と

きな か なか フ リー にで きな い の です ね 。

1先 ほ どLさ ん が言 われ てお りま したけ れ ど も,デ ー タ と フ ァク シ ミ リ

とい うのは 当面 は別 々 とい うことなん でしょうが,10年 先 ぐらい にな った ら大

分様 子 も変 わ っ て くるの では な い で し ょ うか;つ ま りフ ァク シ ミ リとデ ー タ

とが 一体 とな っ て使 え る よ うな新 しい タイ プの端 末 が出 て きそ うな感 じが し

ます 。 交互 使 用 の概 念 が な くな る ので は ……。

Aそ の問 題 は後 に集 約 し てあ ります ので,そ こでや りた い と思 い ます。

私 も その こ とで皆 さん の御 意 見 を聞 きた い と思 っ て お ります か ら。

5年 後 とい うこ とで,特 に こ うじ ゃな いか とい う御意 見 を お持 ち の方 ご ざ

い ませ ん か。
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L先 ほ ど と同 じな んで す けれ ども,現 在 は,た とえ ば技 術 とか 事 務 とか

各 部 門で ば らば ら に入 ってい るの です が,ひ ん ば ん には 使 ってい な い ので,

能率 が悪 い か ら,ゼ ロ ックス と同 じ よ うに フ ロア ご とに入 れ る よ うにな るで

し ょう。 そ うす る とか な り高速 で なけ れ ば な りませ ん で,5年 後 には そ うい

う形 にな る と思い ます 。

A結 局,集 約 化 す るわ けで す よね 。

Lそ うです 。

Aコ ン ピ ュータ の本 体 と端末 とが離 れ て,端 末 もそれ ぞ れ の場 所 に分 散

化 され てい くよ うに フ ァク シ ミ リの端 末 もそれ ぞ れ の必 要 な 個所 に分散 化 さ

れ てい く。 それ で,離 れ た と ころへは ま とめ て送 る とい うことです か。

Lい や,複 写 機 を フ ロ ア ご とに置 い て い るの と同 じ形 です ね,必 要 な

人 が行 って使 うとい う。

A端 末 もそ うな るで し ょ うか。

Lど うで し ょ うか,そ こ までは わ か りませ んね 。

Aパ ー ソ ナル ・ター ミナル と までい か な くて も,か な り端末 機 が フ ロア

ご と とか セ クシ ョンご ととか とい うふ うに分 か れ てい き ます で し ょ うか 。

Lそ うで す ね。 た だ,フ ァク シ ミ リとデ ー タ とい うのは1つ の端 末 機 に

な る可 能 性 は オ フ ィス ・オ ー トメ ー シ ョンの 系統 か らあ る のです ね 。 た だ,

そ れが 必 要 な 人 が行 っ て使 うよ うな複 写 機 の使 い方 形式 にな るか ど うか とい

うの はち ょっ とわ か りませ ん。

A

L

A

J

操 作 性 の問 題 で す か。

は い。

ほ か に この 「1985年 ごろ」 につ い ての御 意 見 ご ざい ます か。

「フ ァク シ ミ リとデ ー タ」 の 「自社 」 で私 は 比 較 的高 い(利 用 度)と

ころへ行 って し ま ってい ます けれ ど も,こ れ もい まLさ んがお っしゃった よ う

な端末 その ものが 複合 化 され て1つ の機 械 にな るの で は ない か とい う期 待 値

が非 常 に大 きい2(割 合 多 く使 用 す るだ ろ う)な ん で す。 特 に これは デ ーータ
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量 は 非常 に少 な い け れ ど も,比 較 的 多数 の端 末 とのや りと りは ふ え て くるの

じゃな い か とい うの は,こ れは私 ど もの例 の傍 系店 とい うか,関 係 会社 だ と

か,あ るい は ス ト.ア部 門 とい うの を 大分 持 ってお ります の で,そ うい った と

こ ろ とのや りと りだ とか,あ るい は 通信 販 売 が い まい ろい ろ話題 にな っ てお

ります けれ ど も,あ あい った 形 の固 定 客 との や りと りとい うの も出 て くる よ

うな気 が して,こ れ は1985年 とい う1つ の設定 値 とは ち ょっ とず れ るか もわ

か りませ んけ れ ども,非 常 に期 待値 を持 った2だ とい うこ とで,2(割 合 多

く使 用 す るだ ろ う)で な くては い け な い とい うこ とでは な い の です け れ ど も,

そ ん なイ メ ー ジ です 。

G私 もそ の よ うな感 じで,何 回 線 も引 くとか別 々の端末 を置 く傾 向 がだ

ん だ ん少 な くな って きて,1つ の端 末 で い ろい ろな 多様 化 され た こ との処 理

が 可能 にな っ てい く,そ うい うハ ー ド面 の技 術 がむ しろ伸 び てい くとい うか,

改 善 され てい くの じ ゃない だ ろ うか,そ ん な よ うな物 の考 え 方で私 は質 問 に

答 え てい る ので す。 です か ら,私 と似 か よ った考 え 方が続 い てい るん じ ゃな

い か と思 うので す 。

A情 報 の 種 類 別 の 端 末 じゃな しに,そ うい うふ うな意 味 の端 末 の複 合

化 は 進 む とい うこ とで1つ に な っ て し ま う。 ただ,必 要 な個 所 にそれ が幾 つ

.か 置 か れ て くる … …。

Gそ うい うこ とです。 です か ら,た とえ ば分 散 型 の よ うな か っ こ うで1

つ の支 社 は それ を集 中 し て管 理 す る こ とが で きる。 その後 は,こ この セ クシ

ョンは フ ァク シ ミ リだ とか,こ っち のセ クシ ョンは デ ータ だ とか,そ ん な よ

うな こ とが 枝 葉的 に広 が っ てい くよ うな 利 用 の仕 方 が続 い て来 る ん じ ゃな い

か。 特 に伝 送 その他 は一 本 化 され て い っ て,通 信 とい うか信 号 を送 る もの に

つ い てそ ん な に問 題 は な くい くの じ ゃな い か。 た だ,情 報 を 出す方 と受 け る

方 の 両 方 の イ ンタ ー フ ェー ス技 術 が,こ れ か らは だ ん だ ん進 ん で ソ フ トウ ェ

ア的 に もマ イ ク ロチ ップみ た い な もの を 組 み込 ん で複 合端 末 利 用 に供 す る事

が可 能 にな る と思 わ れ るが,そ の辺 の技 術 革新 の方 が早 い ん じゃな い か とい
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う気 は して い るん で す。

AGさ んは 「音 声 とフ ァクシ ミ リとデ ー タ」 で 「教 育 分 野 につい て進 む」

とお っ し ゃっ てい ますね 。

G比 較 的 幅 の広 い,す そ 野 の広 い と ころ で進 んで い くん じゃな い だ ろ う

か。 それ か ら,特 別 な操 作 方法 も要 求 され ない で,た とえ ば音 声 で入 力 で き

る とか,フ ァクシ ミ リだ とか,そ ん な もの に つ い ては特 別 な操 作 方法 は な く

て も進 む とい うよ うな分 野 が これ か ら開 け て い くとい うよ うな見 方 を して ま

す 。 です か ら これ ら技 術 進 歩 の 伸 び率 で線 を 引 いてみ ます と10年 先 で は比 較

的 マ ーケ ッ トと しては あ るん じ ゃない か とい うよ うには 思 っ て い るん です 。

Aそ れ で も5(殆 ど使 用 しな い だ ろ う)で すか ね。

Gこ れ は 皆 さん大 分 苦 労 され た の じ ゃな い か と思 うの で す けれ ど も,実

際 に答 え る段 にな ります とだ ん だ ん右 寄 り(低 利 用 度)に 寄 ってい って しま

うの で す。

Aだ ん だ ん現 実 に足 を 引 っ張 られ てい くもの です か ら… …。

では も う1つ10年 後 まで や って しまい た い と思 い ます が,1さ ん の 御意 見

は … …o

l私 は 「音 声 とフ ァク シ ミ リ」 「音 声 とデ ー タ」 とい う項 目で 高 い(利

用 度)と ころ につ け てお ります けれ ど も,こ れ は誤 りで す。 「フ ァクシ ミ リ,

とデ ータ」 とい うと ころは 比較 的利 用 され る と思 い ます の で4(あ る程 度使

用 す るだ ろ う)で い いか と思い ます 。

Aち ょっ と コ ピーが 不 鮮 明 な ん です けれ ど も,1さ ん,コ メ ン トを 欄外

に何 か 書 い て いた だ い て お ります ね。

1思 いつ く項 目を書 い てい るの です が,10年 後 とい うこ とに な る と大 分

様 子 が変 わ っ て きそ うだ とい うこ とです 。 企業 通 信 につ い て は い わ ゆ る総合

通 信 網 とい うのが 大 分一 般 化 し て くる とい う感 じが1つ 。 特 に大 手 企 業 で は

そ うな るん じゃな い か な とい うイ メー ジ を もっ てい ます 。

それ に も う1つ は,先 般 の話 で もあ りま した よ うに,電 電 公社 のDCNA
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が大 分実 用 化 され て くるだ ろ うとい うこ と も考 え られ ます し,そ うな って く

る と 自社 の ネ ッ トと公 衆 の ネ ッ トが 自由 につ な が る時代 に な るの か な とい う

イ メ ージ を も ってい ます。 それ に も う一 つ10年 後 とい うこ とにな る とDDX

が大 分 普及 す るだ ろ うとい うことが考 え られ ます。

一 方 ,利 用 サ イ ドか ら言 えば,フ ァク シ ミ リが 家 庭 レベ ル に大 分 入 っ て く

るの で は な い か とい う感 じを もって い ます。10年 後 ですか ら正 確 には わ か ら

ない わ け で す けれ ど も,先 ほ ど 申 し上 げ ました よ うに,フ ァクシ ミ リとデ ー

タ とが別 々 じ ゃな し に一 本化 され た よ うな端 末 も 出 て くる の では な い か … …。

要 す るに10年 後 の世 の 中,と くに この 分 野 の世 の 中は大 分変 わ りそ うだ な と

い う感 じが してい ます。

AJさ ん もコ メ ン トいた だ い て い た と思 い ます が… …。

Jコ メ ン トは書 か な か った の です が,や は りこれ も期 待 値 が非 常 に大 き

く,特 に10年 と言 うと,た とえば振 り返 って45年 にい まを考 え ます と全 然 機

器 そ の もの の イメ ー ジ が違 い ます ので,ま ず1つ 発 想 をい まの 固定 概 念 か ら

全 く取 っ て し まい ま して,音 声 とフ ァク シ ミ リとい うのは 一 般家 庭 に入 って

くるん じ ゃな い か とい う意 味 で,特 に3次 産 業 の 百貨店 とい うのは 顧 客 との

や りと りが非 常 にふ え る よ うな気 が し ま して,そ うい う意 味 で ち ょっ と高 い

(利 用度)と ころ につ け てい るわ け です。

Aあ り得 るか も しれ ませ んね 。

J前 回 もち ょっ とや りま した よ うに,た とえば 受注 を 受 け て フ ァイ ル の

中 に入 れ た け れ ど も,何 らか の形 の,領 収 書 じゃ ない ので す け れ ど も,受 け

ました とい う何 か を 返 す とい うものが 必 要 とな る と思い ます。

Aエ ビデ ンスを … …。

」 は い。それ が10年 後 です か ら。 現 在 の コ ン ピ ュー タシ ス テ ム の イ メ

ー ジを昭 和45年 に予 測 した ものと比 較 す る といか に違 い が あ るか を まず 考 慮

に入 れ な けれ ば な らな い と思い ます。

Aそ うい う御 意 見 が 出てい るの で す けれ ど も,そ うい う一 般 家 庭 で の使
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用 とい うふ うな観 点 か らほ か の皆 さん は ど うい うふ うに お考 え で し ょ うか 。

ち ょっ と御 意 見 を 出 し てい た だ い た らい い と思い ます。 これ は 現 在 企業 内 で

電話 と フ ァク シ ミ リと別 々 に使 って い る延 長 上 の問 題 とは全 く別 個 の分 野 の

よ うで す の で。

D電 話 回線 を利用 した顧 客 との情報 交換 は,現 状 の電 話 中 心 か らFAX

との併 用 が予想 され る。 当社 のFAX利 用 状況 調 査 に よ る と,顧 客 か らの ニ

ーズ が 多い 。 将来 電 話 とFAX装 置 の一 体 化 が 出来 れ ぽ 家庭 で の活 用(予 約

とか支 払 い)が 多 くな る。

AHさ ん もそ うい うふ うな イ メ ー ジで い ら っ し ゃるわ け です か。

Hは い。

A同 じ よ うな見 方 で は,Eさ ん も 「音 声 とデ ー タ」 の とこ ろで 「家庭 で

の 使用 」 とい うこ とを特 に強調 され て お ります が,一 般 家庭 とい うこ とで は

や は り機 器 自体 が複 合 化 して くる こ と もあ っ て,わ れわ れ ち ょっ と悲 観 的 に

見 過 ぎ てい るか もしれ な い な と私 自身反 省 してい るの で す がね 。

E10年 後 につい ても一 般 的 な傾 向 につ い て音 声 とデ ー タ のみ を4(あ る

程 度 使 用 す るだ ろ う)と し,そ の他 す べ てを5(殆 ど使 用 しない だ ろ う)と

した が今 少 し利 用度 は 高 く,一 般 的 中小 企 業 につ い ては す べ てが4(あ る程

度 使 用 す るだ ろ う)～3(相 当程 度 使 用 す るだ ろ う)程 度 に な るの で は ない

か。

Lた だ,郵 便 物 に し ろデ ータ ・ トラ ピ ック に しろ7～8割 まで が企 業 が

出す ものだ とい う統 計 が あ る ので す ね。 個 人 が 出す のは2割 前後 しか ない と

い うこ とを考 え ます と,一 般 家 庭 で フ ァ ック スな どの高 い端 末 を入 れ て使 う

だ ろ うか とい うか な り保 守 的 な考 え を持 っ てい る んで す。

A出 力は 手 の平 に入 る くらい の もの でい い ん じ ゃ ない で す か。 家 庭 だ と

そ う大 きな,企 業 で使 って い る よ うなB5だ とかA4と か の 大 き さは必 要 な

い か も しれ ませ ん。 先 ほ どJさ んが御 指 摘 に な った よ うな意 味 に限 定 し てい

け ば 。 予 約 で も予 約 の エ ビデ ソス にな る よ うな もの だ け 出 て くれば ほぼ 切符
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の大 きさ と同 じ くらい で済 む わ け です か らそん な に大 きな もの は要 らな い。

そ うす ると,む しろ 出力 用 で す よね 。

J出 力です ね。

A出 力 です ね。 も しか す る と,私 な ん か が5(殆 ど使 用 しない だ ろ う)

につけ て い るのは も うち ょっ と前 に来 るか も しれ な い と思 い ます 。

1さ ん がQ7(コ ン ピ ュー タへ の フ ァク シ ミ リ入 力)の,「 フ ァクシ ミ リ

とデ ータ」 につ い て 「意 見 」 の と こ ろに書 か れ てい る のは先 ほ どお っ しゃ っ

た こ とで すね 。

1そ うです 。

Aそ うし ます と,こ の 電話 線 とい うこと で,い まから10年 後 ま で含 め て,

特 に ま とめ と してQ1に 御 意見 の あ る方 ござ い ませ ん か。

D電 話 線 の品 質 は あ ま りよ くない の で,将 来取 り扱い デ ータ 量 が増 え て

くる と回線 の エ ラー 問題 が意 識 され る。

1「 一 般 的 な 傾 向」 とい うの と 「中 小 企業 につ い ての判 断 」 とい うの に

は何 か差 が あ り得 るの で し ょ うか 。

AMさ ん,中 小 企業 だ け特 別 に した意 味 とい うの はあ るわ け です か 。

Mそ れ は相 当意 識 し てい ます 。 つ ま り,VIDEOTEXな ん か後 に あ り

ます けれ ど も,実 現 し て くる と相 当影響 が あ るだ ろ う。 そ の影 響 が あ るのは

中小 企業 だ け で,大 企 業 で は あ あ い うの は浸 透 す る余地 は ない だ ろ う。 です

か ら,中 小 企業 に つい て別 枠 で考 え る必要 が あ るの では ない か とい うこ とで

す 。

Aつ ま りわ りあい に大 きな企 業 と一 般 家 庭 との い ろん な意 味 で,単 に資

本 的 な意 味 だ け で な しに,技 術 的 な意 味 か ら も情報 量 の意 味 か ら もち ょ うど

中間 ぐらい に あ る存 在 と して考 え る とい うよ うな こ とで,し た が っ て外 部 利

用 がか な り多い ん じ ゃな い か,そ うい うこと です ね。

Mそ うで す。

A情 報 な り情 報 処 理 な りにつ い て外 部 利 用 が か な り多 い の じゃな い か と
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い う,そ れは キ ャ リアを利 用 され るか,VANを 利 用 され るか,あ るい は デ

ー タバ ンク を利 用 され るか ,い ろい ろあ る と思 い ます け れ ど も……。

M将 来 とい うか この検 討 を終 わ った後 で 制度 問 題 が一 番 出 て くる とこ ろ

だ ろ う。 共 同 とか他 人 使用 の問 題 が もろ に出 て くる と こ ろだ と思 い ます けれ

ど も,そ うい う意味 で別 個 の判 断 を お願 い で きれ ば とい うの が趣 旨で す。

Aそ うい うこ とで,Q1(電 話 線 での 交 互使 用)に つ い て総 体 的 に また

何 か 御意 見 い た だ くこ とあ ります か。 一 そ れ では 電 話 線 は それ ぐらい に し

てい た だ い て,次 にQ2の 専 用 線 で の複 合 伝送 に移 りた い と思い ます。

Q2の 専 用 線 での 複合 伝 送 も 「現 在」 とい うこ とでは か な り意 見 が ま とま

っ て い る よ うです が,1さ んか ら 「専用 線 で の複 合 伝 送 」 とい うこ とで御意

見 をい た だい てお ります が,こ れ は将 来 です か。 別 に現 在 で な くて も,ず っ

と後 の 方 にか か わ って も結 構 です が … …。

1こ の質 問 と ジ ャス ト対 応 す る形 での コメ ン トで ない の で 申 しわ け ない

の です が,複 合 伝送 が 今後 ど うな るだ ろ うとい うこ とを 考 え る とき に促 進 要

素 は 何 だ ろ うか と考 え た わ け で す。1つ は回 線 料 金 だ と思 い ます 。 回線 料 が

か な り安 くな る とい うこ とで あれ ば敢 え て複 合 使 用 な ん て考 え な くて もい い

の か も知 れ ませ ん。 安 くな らな い とい うこ とが逆 の意 味 で促 進 材料 にな るの

か な とい 弓ふ うな こ とを考 え て い ます。

2つ 目は,複 合 伝 送技 術 の コス トが どん どん ダ ウ ンす るだ ろ うとい うこ と

です。

そ してユ ーザ ー ・サ イ ドか ら言 えば,一 般 的 には伝 送 量 が これ か ら も相 当

ふ え てい くだ ろ うか ら,太 い パ イ プ が必 要 に な っ て くる環 境 にあ る と思 い ま

す。 そ んな こ とが複 合 伝 送 の促進 要 素 にな るの じ ゃな いか とい う意 味 です。
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必 ず し も質 問 項 目 に対 応 した コメ ン トとい うこ とでは な くて 申 しわ け あ り

ませ ん。

Aそ うします と,「 網 を保 有 してい る(マ ル チ ドロ ソプの大 規 模 ネ ッ ト

ワーク)」 とい うことで直 接 的 に は理 解 して よろ しい わ けです か
。

1は い。

A多 分 これ と対 応 す る意 味 で,Lさ ん が運用 上 の問 題 と伝 送 上 の 問題 と

で(こ れ は フ ァク シ ミ リだ け では あ りませ んけ れ ど も) ,書 い て い ら っ し ゃ

い ます が,コ メ ン トの コメ ン トを お願 い で きます か
。

L音 声 とフ ァ ック ス です け れ ど も,担 当者 に聞 い てみ る と ,運 用 上 とに

か くフ ァ ンクス は フ ァ ックス と して ,電 話 は 電 話 と して,切 り分 け て使 うと

い うことです ね。

A

L

A

L

そ れ は端 末 サ イ ドだ け じ ゃな しに,回 線 自体 も…… 。

そ うです 。

ど うい う理 由 です か 。

使 う側 か ら見 る と,い ま ど っち に切 りか わ ってい るの か,大 変 め ん ど

うな ん です ね 。 た だ,高 速 回線 は違 い ます。J-1だ とか1-1だ とか ,こ れ は

東 京 一大 阪 間 に使 われ てい ます が,こ れ にはデ ー タ も音 声 も フ ァ ック ス も乗

り ます。 しか し個 々 の回 線 と して見 ます と,そ れ は デ ータ専 用 や フ ァ ック ス

専 用 にな る,そ うい うこ とです 。

Aそ れ は全 体 の 使 用 か らす る と ご く限 られ た 区間 だ け とい うこ とに な る

わ け です か 。

Lは い。

Aだ か らパ ー セ ンテ ー ジ と し ては低 い… …。

Lは い,そ うい うこ とです 。

それ か ら,音 声 とデ ー タを一 緒 にや るか,と い う点で す が デ ータ はDDX

の 回 線 交換 に い くと思 い ます 。 明 ら か に これ は割安 です か ら
。 そ して 中高 速

デ ー タ,2400bps以 上 は特 定 回 線 で ,ど うして も符号 品 目に い くと思 い ます 。
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したが って デ ー タ と電 話 は一 緒 には 使 い ませ んね。

それ か ら,フ ァ ック ス とデ ー タ,こ れ は あ る程 度 あ り得 る と思い ます 。

音 声 とフ ァ ック ス とデ ータ は な い と思 い ます 。

D複 合 使 用 につ い ての 現 状 は,音 声 か デ ー タかFAXの い ず れ か が主 と

な り,そ の 残 り(余 裕)が 有 るの で従 とし て何か を乗 せ る こ とを考 え た。 し

か し将 来 デ ー タ量 の増 大 に併 っ て回線 コス ト面 か ら1.J規 格等 の活 用 を考 え

る と思 う。

AFさ ん,い か が で す か。

F私 の と ころ では,も うとにか く複合 伝 送 は,Lさ ん と同 じ よ うな意 味

で,め ん ど う くさい もの で す か らや らな い の です 。 デ ータ 伝送 専用 で や っ て

い るわ けで す 。

一 般 的 な 傾 向 と し て .私 の知 っ てい る範 囲 では,長 距 離 の専 用 線 が 高 い

ものです か ら複 合 伝送 で効 率 化 し よ うとい うこ とです 。 フ ァ ック ス とデ ー タ,

それ か ら音 声 も入 れ て,特 に海 外 の専 用 線 で この 方式 を よ く使 ってお られ る

よ うで す。 た しかYコ ン ピ ュー タ さん が世 界 ネ ッ トを1本 の専用 線 で3つ 使

い 分 け てお られ た と思 い ます。 そ うい うか っ こ うで,一 般的 な傾 向 と してむ

しろ大 企 業 で こ うい う使 い 方 は おや りにな るん じ ゃない か な と思 うの で す。

一 般 企業 ,中 小 企業 では トラ ピ ック もす くない と ころか ら,こ の よ うな 方法

は ほ とん ど使 わ ず に,む しろ公 衆網 の方 に行 って し ま うの じ ゃない か,こ う

い う考 え方 です 。実例は少ないのですが,私 が知 っ てい る証 券 会社 さん で も,

長 距 離 ネ ッ トは た しか 複合 伝送 でや って お られ る と思 い ます 。

ABさ ん が 「音 声 とデ ー タ」 の 「現 在」 の 「自社」 は1と して,東 京 一

大 阪 のハ イ ス ピー ドの こ とを 書い てお られ ます ね 。 だ か ら,こ の パ ー セ ンテ

ー ジ な り感 じな りを 回線 数 とい うこ とで 見 るの か,そ れ ともそ のデ ータ量 で

見 るのか で 大 分 違 って くる と思 うの です がね 。

F確 か にデ ータ量 の問 題 は あ るか も しれ ませ ん ね。 た とえ ば一 番 下 の 音

声 と フ ァ ック ス とデ ータ,3つ ともデ ー タ量 が多 か った らで き るはず が ない
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の です。 です か ら,海 外 で 使 え るの は 時差 が あ るか らで きる の だ とい う気 が

します。 そ うい う意 味 で は,国 内 では一 般 論 と し ては余 り通 用 しな い の か も

しれ ませ ん。

Lそ れ か ら,コ メ ン トは 書 か なか った で す けれ ど も,ア メ リカ との 間 に

国 際 専用 回線 を持 っ てい るわ けで す。 普 通,デ ータ に使 って い るの です が,

緊急 の部 品発 送 に併 って イ ンボ イ スを フ ァ ック スで 送 って くる こ とが あ りま

す。 だか ら,デ ー タ とフ ァ ンクスは 国 際 回 線 には 乗 っ てい る とい うこ とです 。

Fそ うい う意 味 で,一 般 的 傾 向 とし て ど うもや るん じ ゃな いか な とい う

よ うな意 味 で3(あ る程 度 使 用 す るだ ろ う)に つ け ま した。 で す が,1(非

常 に多 く使 用す るだ ろ う),2(割 合 多 く使 用 す るだ ろ う)に は行 か ない と

思 い ます。

ABさ ん も東 京 と大 阪 の デ ータ量 が 非常 に多い と ころ で それ を 利 用 され

て い るか ら1(非 常 に多 く使 用 す るだ ろ う)に され た のだ ろ うと思 い ます け

れ ども,非 常 に多 くの回線 が そ うい うふ うに複 合的 な伝 送 に使 わ れ る よ うに

な る とい うふ うな意 味 では ない と思 うの で す。

5年 後 ぐらい は ど うで し ょ うか。Kさ ん の と ころで は … …。

K何 か私 だ け よ く使 用 され る とい う方 向 に飛 び離 れ て し ま って マ ー ク し

た よ うです ね。

実 は私,コ メ ン トの と こ ろ に書 いた の で,こ れ ら に関 しては 徐 々 に スタ デ

ィを始 め よ うと してい る とい うこ とで,モ ー ビル の ス カ ン ジナ ビ アの 国 で ス

キ ャン ・ネ ッ トとい うの を つ くった ら しい の です。 これは 現 在 の と ころ は音

声 とデ ータ だ け ら しい の で す が,最 終 的 には音 声 と フ ァク シ ミ リとデ ー ・タを

や る。 それ で一 度 ニ ュー ヨ ー クか ら人 が来 ま して,ど うして 日本 で や らない

の だ と。 実 は その と きAさ ん に電 話 した の です が,覚 え てい ら っ し ゃ るか も

しれ ませ ん けれ ども,日 本 では 混 合 使 用 は操 作 性 と制度 上 の 問題 が あ り,ハ

ー ド的 に も余 りそ うい うい い機 械 が な い の じ ゃな いか とニ ュー ヨ ー クか ら来

た彼 に言 った ら,い や,ス キ ャン ・ネ ッ トで 使 って い るの は 日立 の製 品 で あ

一121一



る とい うこ とで,何 か おか しい じ ゃな いか と。 い まそ うい うス タデ ィ ・チ ー

ムは で きて お りませ ん けれ ども,徐 々 に そ うい う方 向 に行 くとい う会 社 の方

針 は あ りそ うな わ け な ん です。 それ で私 は3(相 当程 度 使 用す るだ ろ う),

3,1(非 常 に 多 く使用 す るだ ろ う),1と つ け たわ け な ん です が ,う ち で

や る くらい だ か ら よそ では 絶対 や る で あ ろ う。 た だ それ だ けの 類 推 で,専 用

線 の場 合 は パ イ プが 太 くな って も,2倍 に な っ たか ら とい って料 金 が2倍 に

な るわ け じ ゃな し,混 合 使用 もそ うです けれ ど も,前 にLさ ん が 指摘 され ま

した 夜,昼 で交 互 に使 う,実 は モ ー ビル の スキ ャン ・ネ ッ トとい うの もそれ

をや って い る ら しい の です が,そ こ ら辺 の とこ ろで 使わ れ るの じ ゃない か。

実 は私,公 衆 回 線 の 方は オ ール5(殆 ど使用 しな いだ ろ う)で 統 一 した の

で す が,こ ち らの 方 は設 置 費 が もの す ご く安 い もの で,現 在8万 円 です か ,

債券 の損 ま で入 れて も13万 円 ぐらい で1本 ず つ つ け られ ます し,そ れ か ら先

ほ どか ら出 ていました ファクシ ミリもで きる,デ ータ もで き る とい う1つ の 万

能機 とい うのは余 り期 待 し てい な い の です 。 とい うのは,い まで もス テ レオ

で ラジ オ が聞 け ます けれ ど も,ス テ レオ とテ レ ビは 一 緒 にな らない,ス テ レ

オ と ラジ オは一 緒 で も別 々 に買 った ら もっ と安 いか もしれ ない し ,そ うい っ

た こ とで専用 線 と公 衆 回 線 とは は っ き りと違 う意 見 にな っ て し まっ てお りま

す 。

A音 声 の デ ィジ タル 化 が進 む とかな り違 って くる面 は 出 て くるの じ ゃな

いか と思 い ます がね 。特 に長 距 離 の場 合 に 国際 通 信 で や る と。 何 し ろ機 械 で

す か ら,少 々不 便 で も あ るいは 少 々質 が 悪 くて も とい うこ とは あ り得 ます ね 。

た だ,時 分割 や 何 か で同 時 に乗 っ てい け ば い い です け れ ど も,切 りか え だ と

大 変 め ん ど うです ね 。

K交 互 とい うこ とだ と。 それ は この 前Aさ ん に電話 した と きに もそ うお

っ し ゃい ま して,実 際 に4800あ った ら2400ず つ半 分 に 使 うよ りは2400を2

本 引 い て しま った 方 が いい とい うよ うな お話 だ った の で,そ れ は そ の ま まニ

ュー ヨー クの 人 には 言 った ので す が,こ うや っ て見 てい ます と,Aさ んは5
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(殆 ど使用 しな い だ ろ う)に 近 い方 ば か りで … …。

Aい ま の件 で御 意 見 ござ い ませ んか 。Fさ ん が5年 後 ぐらい の と こ ろで

コメ ン トを つ け ていられ るの で す が … …。

Fこ の時 期 にな っ て制度 が非 常 に フ リー で あれ ぽ一番 お も しろい と こ ろ

じ ゃない か。 い ろん な ことが で きる,知 恵 が 出 せ る とこ ろ じ ゃな いか な とい

うこ とで4(あ る程 度 使用 す るだ ろ う)と3(相 当程度 使用 す るだ ろ う)に

し てい ます 。 た だ 問題 は,将 来 の デ ィジ タル との 関 連が ど うもつ か め な くて

'・.'.右

o

Aデ ィジ タル 電 話 で すか。

Fち ょっ とそ の辺 が ど うな るか わか ら ない の ですが,全 然 そ うい うこ と

の制 限 が な い とす れ ぽ,5年 後 ぐらい には こ うい う複合 伝送 とい うのは 非 常

に お も し ろい の じ ゃな いか な と思い ます。 機 械 も安 くな って きて,い ろ ん な

複 合 伝 送 が で き る気 も します。 時 分 割 や 周波 数 分 割 や い ろん な技 術 が 出 て く

る の じ ゃな い か な と思 い ます。 端 末 の 統 合化 とい い ます か,あ ら ゆ る汎 用端

末 を1つ にす る とい う傾 向 と,回 線 も統 合 化 とい い ます か,何 か 一緒 くた に

使 うとい うよ うなか っ こ う,そ うい う大 きな 傾 向 が 出て くる の じゃな い か な

と思 い ます 。 ユ ーザ ー に とっ て もい ろ ん な種 類 の端末 を た くさ ん据 えつ け ら

れ るの は大 変 です し,ス ペ ー スが い くらあ って も足 りない。 端 末 に して もコ

ン トロー ラー に して もだ ん だ ん あ らゆ る もの がつ け られ る とい う よ うなか っ

こ う,回 線 も どん な もの も乗 っか る とい うよ うな感 じが し てい るの です が ね。

ただ,そ れ が5年 後 か10年 後 かち ょっとわ か りませ ん。 大 体5年 後 ぐらい か

ら そ の兆 しが 出 て くるの じ ゃな い か な とい う期 待 で す。

AGさ ん の 書 か れ てい るの もそ うい うこ とな ん で し ょ うね 。 これ も もし

かす る とあ る時 間 帯 の切 り分 け な ん で し ょ うか,リ モー トバ ッチ のGさ んの

意 見 は 。

G私 もい まのFさ んの よ うな意 見 の方 が 強 くて,そ の よ うな見 方 を して

い るの は事 実 な ん です ね 。 経 済 ベ ー ス,企 業 ベ ース でい くとそ うい うもの の
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要 求 が か な り強 く出 て くるの じ ゃな い だ ろ うか とい うこ とです ね。 先 ほ どの

Kさ ん の そ う進 まな いだ ろ うとい う意 見 の反対 意 見 の よ うな感 じなん で す け

れ ど も,ど うも ソフ トウ ェア,ハ ー ドウ ェア と もに相 互補 完 関係 で進 ん で い

くよ うな気 が私 は し てい る の です が ね 。 それか ら また,そ うい う要 求 が わ れ

わ れ と して も気 持 ち の上 で あ ります 。

A10年 後 になってき ます と,特 に 「フ ァク シ ミ リとデ ー タ」 とい うこ と

で は か な り分 散 した意 見 に な っ てい るよ うです。

Mさ ん,最 終 的 には この 集 約 した意 見 は デル フ ァイ で また 集約 して くるの

です か,そ の必 要 が あ るの です か 。

Mた だ い ま ごらん に な っ て もわ か ります よ うに,「 現 在 」 です と ピ ン ト

が よ く合 っていますね 。 だ ん だ ん5年 後10年 後 に行 くほ どぼ け て い くわ け で

す け れ ど も,こ れは計 算 で も当然 出 て き ます か ら,必 要 が あれ ぱ 個 別 に修 正

を伺 って済 む だ ろ うと思 って い ます 。

A私 も無 理 に意 見 を集 約 しな い 方 が お もし ろい の じ ゃな い か と思 うの で

す が ね 。

Kこ こで私 の方 か ら,Aさ ん がず っ と5(殆 ど使用 しない だ ろ う)に 近

い方 ば か りに10年 後 も5年 後 も現 在 もし てい るので す が,そ こら辺 の根 本 的

な意 見 とい うのは ……。

A補 足 説 明 と意 見 とい うの で別 に してお ります け れ ども,専 用 線 での 複

合 伝 送,こ の問 題 につい て も現 時 点 で の最 大 の キ ーは 経 済 性 で あ る。 そ して,

それ の み で あ る。 した が って,専 用 線 の 料 金体 系,距 離 制 だ とか,あ るいは

高 速 にな るほ ど安 くな る とカ㍉ そ うい うふ うな その体 系 が変 われ ば 答 え は大

き く変 化 す るで あ ろ う。 た だ,そ こか ら先 は 皆 さん と大 体意 見 は一 致 し てい

るの です が,そ の見 方 が どれ だ け 楽観 的 で あ るか ど うか にか か る と思 うので

す が,将 来 は デ ータ と フ ァク シ ミ リ等 伝送 内容 自体 の接 近,交 流,そ れ か ら,

コ ン ピ ュー タだ とかLSIだ とか,用 途 の拡 大等 か ら,技 術 的要 請 に よる複

合 使用 が増 加 す るだ ろ う。 特 に処 理 系 と通 信 系 の 分離 の傾 向 が強 ま り,こ れ
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が逆 に通 信 系 の 集 約 化,複 合 化 を 進 め るもの と思わ れ るとい うふ うに私 は 見

て い るの です 。

Kこ れ を 読 ん だ 限 り,非 常 に悲観 的 と も見 え る の です が … …。

Mこ れ は よけ い な ことか も しれ ませ ん が,FAXに つ い ては標 準 化 の問

題 の あ り方 が も うち ょ っ と違 って くるん じゃ ない か。 い まや っとお の お の の

系列 で標 準 化 が進 んで い るわ け です 。 同 じメ ーカ ー の もので す と相 互 乗 り入

れ とい うこ と も 自由 に で きるはず です け れ ど も,全 メ ーカ ー につ い ては まだ

む ずか しい は ず で し ょ うか ら,そ れ が もしで きれ ば プ ラスの条 件 に な っ て く

るん じ ゃな い か。 つ ま り,機 種 に 限 らず,低 速 か ら 中速,高 速,異 速 度 間 の

相互 乗 り入 れ な い し変 換 が完 全 に 自由 にな れ ば また 違 って くるだ ろ う。 特 に

公 衆 回線 を 使 った場 合 の普 及 率 は違 っ て くる ん じゃ ない か とい う気 が してお

ります 。

Aそ れ ではQ3の デ ィジタル 電 話 の 方 にい きた い と思 い ます 。

これ も1さ ん がパ ケ ッ ト云 々 とい うこ とを欄 外 に書 かれ てい ますね 。

1こ こで言 うデ ィジ タル 化 音 声 とい うの は末 端 サ イ ドで のデ ィジ タル 化

とい うこ とで考 え て い るわ けで す が,技 術的 な意 味 では か な りめ どが つ くん

じ ゃない だ ろ うか とい うの が1つ の予 想 です。 とは い って も実 際 に 使用 す る

か ど うか は 疑 問 で す。

Aキ ャ リヤ ・サ イ ドで は デ ィジ タル 化 が進 む とい う… …。

1そ うです 。 と くに公社 局間 で のデ ィジ タル 化 は,大 分実 用 化 され るだ

ろ うとい う感 じを もっ てい ます。

AKさ ん,何 か 御 意 見 あ ります か 。

Kま ず 頭 に あ った の は,い ま電 話 代 が もの す ご く高 い の です。 私 な んか
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の1つ の部 の予 算 を と っ てみ て も,会 社 の予 算 を と って もか な りの部 分を 占

め るの で,デ ィジタ ル にな れ ぱ安 くな る,そ うす れ ばみ ん な 使 うん じ ゃない

か とい うよ うな非常 に あ い まい な意 見 なん です。

「10年 後」 の 「自社 で は」 とい うと ころに 「世 間一 般 に つ られ て」 なん て

書 い て あ ります け れ ど も,そ の右 側 の 「一 般 的 な 傾 向」 は1(非 常 に 多 く使

用す るだ ろ う)に な って お ります 。 さ ら にその 上 の 「5年 後 」 を見 ます と,

「但 し,コ ス トが極 端 に安 価 にな らなけれ ぽ 」 使わ な いだ ろ うけ れ ど も,安

価 にな る とい う前提 の も とに や り出す の では な い で あ ろ うか と… …。

Aこ れ もキ ャ リヤ の方 が デ ィジ タル電 話 に つ い て安 くされ れ ば そ の ま ま

移 ります ね 。

Kふ え ます とい うこ とです か 。

A皆 さんいや で もそ っち に移 ります ね 。 い まの電 話 とデ ィジタル 電話 と

両 方 あ って,デ ィジ タル 電 話 の方 が ず っ と安 け れば そ ち ら の方 に移 る のは 当

然 だ ろ うと思 い ます 。

Kそ うい う前 提 じ ゃ なか った の で し ょ うか。

A専 用 線 を 自社 で デ ィジ タル 化 して,専 用 電 話 等 にデ ィジタル 電 話 を お

使い に な るか ど うか と い うこ と も も う1つ あ る と私 は 思 うので す。

Kそ れ で,こ の 種 の投 資 は わ が社 では しな いだ ろ うとい うの で,「5年

後」 は5(殆 ど使用 しな い だ ろ う)」 に な っ て い るの です 。

ALさ ん は こ のデ ィジ タル電 話 につ い て,長 距 離 とい うこ とで… …。

L国 際 回線 とか,国 内 で も長 距 離 の場合 です 。

A経 済性 と電 話 の 質 で す か。

Lそ うです 。 質 は 聞 こえ れ ば いい の です けれ ど も,や は り料 金 で す ね。
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デ ィジタル化情報 の複合伝送(回 線 の種類は問わない)

Aそ の次 のQ4(デ ィジ タル 化情 報 の 複合 伝 送)は み ごと に意 見 が一 致

して い るの です 。 これ につ い て,1さ んか ら コメ ン トを い た だい てお ります 。

11つ は,デ ィジタ ル化 そ の ものは か な り進 む だ ろ うとい うふ うに見 て

い るわ け です けれ ど も,そ れ を本 当 に 使 うの か とい うこ とに な る とや や違 う

よ とい うこ とな ん で す。

Aこ れ だけ は っ き り出 てい る と 「現 在」 につ い ては 議 論 が 余 りな い の で ,

「5年 後 」 か ら 「10年 後 」 あた りの とこ ろで議 論 を して いた だ い た ら ど うか

と 思い ます 。

N「 現 在」 とい うのは 意 味 が ない の じ ゃない で すか,特 に意 味 が あ るの

です か。

Mあ るの です 。

A企 業 で ご く一 部 に専用 線 を お 使い に な ろ うと してい る と ころ が あ る… 。

Nだ か ら,恐 ら く大半 は5(殆 ど使用 しな い だ ろ う)に な るん じ ゃな い

か と思 い ます 。

A5年 後,10年 後 で全 体 的 な傾 向 か ら見 て補 足 な り何 か いた だ け れ ば よろ

しいの です が,1さ ん,「 パ ケ ッ ト化 音声 」 とい うのは … …。

1本 当 の と こ ろ ど うな の かわ か りませ ん が,一 般 的 に ど うな の で し ょ う

か 。 あ る程 度 の… …。

Aこ れ は パ ケ ッ ト通 信 で の話 です か 。

1そ うで す 。

Aそ うし ます と,蓄 積 に よ る間延 び が 出 て きます ね。

1そ れ も実 際 ど うい うふ うな こと にな るのか ち ょっ とわ か りませ ん が,

技 術 と して は そ ん な こ とが1つ の可 能 性 と して 出て くるだ ろ うとい う程 度 の

意 味 合 い です 。
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G大 体 電 電 公社 も10年 後 くらい までは まだ まだ アナ ログのデ ー タ交換 網

とい うの は持続 とい い ます か,現 状 か らそ う変 わ る こ とは な い ので し ょ うね。

ど うなん で し ょ うか。

N交 換 機 の耐用 年 数 を大 体15年 と見 て い る で し ょ う。 だ か ら,ど ん ど

ん 更改 し てい く と,こ れ か らほ とん どデ ィジタ ル 化 してい くこ とに なれ ば,

7割 と言 わ ぬ まで も,半 分 近 くの交 換機 は な るん じ ゃな い です か。 しか も総

括 局 か らや って い く と言 っ てお ります か ら,専 用 線 な ん てい うの は大 体総 括

局 な り通 信 局 間 が 多 い で し ょ うか ら,か な りい くん じ ゃな いか と思 い ます。

もち ろん数 千 局 の 局 全 部 とい うのは とて もじ ゃな いで す けれ ども。 か な りデ

ィジ タル化 は進 む と考 え て い い の じゃな い か。 ヨ ー ロ ッパ あ た りの実 情 を見

る と,デ ィジタル 化 に もの す ご く力 を入 れ て い ます か らね。

Aそ の場 合,た とえ ば あ る地 区 ごそ っ といや で も応 で もデ ィジタ ル にか

わ っ て し ま うとい う感 じに な ります か。

N交 換 機 がデ ィジタ ル交 換 機 にか われ ば その 地域 は デ ィジタ ル化 とい う

か っ こ うにな ります ね。

Aそ うし ます と,い まの アナ ログ の方 と併 存 し て,ど っちの 方 が安 いか

ら ど っち を選 ぶ とい うふ うな こ とは 許 され ませ んね 。

N私 は料 金体 系 は余 り変 わ らな い と思 い ます 。

A変 わ らな い で し ょ うね 。 そ うす る と,い や で もそれ に従 って い く… …。

Gそ の交 換機 が か わ った時 点 でい や応 な しに … …。

Nよ くわ か りませ ん け れ ど も,ま た も うけ過 ぎみ た いな か っ こ うにな る

ん じゃな いか とい う気 が す るの です 。 コス トは 下 が った けれ ども料 金 は 据 え

置 くとい う国際 電 電 み た い な か っ こ う'に一 時 的 にな るん じ ゃな いか とい うふ

うに見 て い るの です 。 それ は 全 国均 一 料 金 制 とい うの があ ります か ら,部 分

的 にな ったか ら とい って そ こだ け 直 す とい うわ け に いか な いで し ょ う。 それ

を プ ラス ・マ イ ナ ス して いけ ば,全 体 の水 準 を下 げ る とい うこ とは や るか も

しれ ませ ん けれ ど も,恐 ら くそれ は 遅 くな ります よ,実 際 の 設備 よ り も少 し
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ず つ遅 れ て い くと思 い ます。 先行 して料 金 は下 げ な いです か ら。

AJさ ん は楽 観 的 な御 意 見 です けれ ど も… …。

Jさ っ きか ら申 し上 げ てい る よ うに,期 待 値 が非 常 に 強 いで すね 。

Aい や,そ うい う方 が お られ ない と困 るの で す よ。

Jい ままで の5年 と全 く違 うの じ ゃな いか な と い うの が ものす ご くあ り

ま し て,私 だ け ち ょっ と期 待 値 が太 き過 ぎ るか な と い うよ うな気 が し て,特

に こ こで飛 び 出 てい るのは 「デ ・イジタル 化 フ ァク シ ミ リとデ ィ ジタル デ ータ」

の方 で,こ こ も フ ァク シ ミ リの端末 そ の もの が複 合 化 して くる よ うな気 がす

る の です。 そ うい う意 味 で これ を非 常 に 使 って い くのでは な いか な とい うの

が,5年 後 とい うの は 少 し早 いか も しれ ませ ん け れ ども。

DNTTで は ネ ッ トワー ク の効 率 化 の意味 か ら もデ ィジ タル 化 の 推進 を

積 極 的 に と り行 な うこ とが予 想 され るが,5年 先 の ユ ーザ ー の既 存 設備 の切

替 え が まだ 困難 で あ る。10年 先 に は回 線 の複 合 使用 の推 進 と合 わせ てデ ィジ

タ ル 電話 の利 用 が進 む と思 う。

G確 か に これは 電 話 だ け の デ ィジタル 化 だ け で は い ま と何 ら変 わ りが な

い じ ゃな いか,何 の ため にや るんだ とい う話 にな っ ていか ざ るを得 な い。 し

た が って,も っ と違 った利 用 方法 を促 す とい うか 喚 起 させ る よ うな方 策 が と .

られ てい くの じ ゃな いか と思 うの です 。 です か ら,期 待 値 もか な りあ っ て い

いん じ ゃな いか と思 い ます け れ ど もね 。

J私 は ち ょっ とあ り過 ぎ ます ね。

Aこ の問 題 は 次 の設 問 と の関 連性 の 前 提 に な る とい うことだ け理 解 して

い けば い いの じ ゃな い か と思 うのです け れ ど も,い ま の お 話 の よ うに,キ

ャ リヤの方 がデ ィジタ ル化 され た らユ ーザ ー の方 は いや で も応 で もそ れ を 使

わ ざ るを得 な い と い うこ とに な っ て きます か ら,し か しそれ は 電 話 とし ての

利 用 だ け の ことを 言 っ てい る とい まわれ われ の 議論 か らは ち ょっ と外 れ て し

まい ます か ら余 り追 求 して も仕 方 が な い と い う気 が す るの です 。
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Aそ う い う期 待 値 で も っ て次 の設 問 のQ5(コ ンピュータへの音 声 入 力),

実 は そ の意 見 の 分散 は10年 後 ぐらい では 見 られるので す けれ ども,そ れ に 入

っ てい った ら ど うか と思 うの です 。 こ こ ら辺 は,片 一 方 は 回 線 の問 題 で,片

一 方 は音 声 の認 識装 置 とそ れ が絡 んで お りま し て
,音 声 のデ ータ化,入 力 の

方 につ い ての 問題 にな ります。

1さ ん,5年 後,10年 後 と言 わず に… …。

1コ ン ピ ュー タへ の 音 声入 力 とい うこ とです か6

Aそ うで す。

1一 般論 で言 い ます と電話 で入 力 す ると い うこ とです か ら非 常 に便 利 に

な る こ とは 間違 い な い と思 い ます 。 つ ま り電 話 さえ あ れば どこか ら で も入 力

可 能 だ とい うこ とにな ります し,だ れ で も使え る とい うこ とで す か ら,音 声

入 力 とい うのは これ か ら相 当 出 て くるだ ろ うとい う感 じを持 っ てお ります。

A「10年 後」 の とこ ろで2(割 合 多 く使用 す るだ ろ う)の と ころ に投票

され た方 は … …。

G私 で す。 これ は や は り労 働 集 約型 の入 力 か ら こ うい うか っ こ うにな っ

てい く ことを大 変 期 待 して お ります か ら,私 の コメ ン トも期 待 して い る とい

うこ とで こ うい うマ ー クを して い るの です け れ ど も,か な り期 待値 が入 って

お ります。

Aい ま現 在 これ を 使 って い るの は,貨 物 の仕 分 け で行 き先 を音 声 で 入 力

して,そ れ で貨 物 を1つ1つ 仕 分 け す る装置 はす で に も う実 用 化 され てお り

ます。 これは イ ンハ ウス で す けれ ども,そ れ の延 長 と してか な りな期 待 を ど

う持 つ か とい うこ と じ ゃな い か と思い ます。

G私 の方 は 自社 とい うと ころが か な り期 待 が 大 きい と思 い ます 。一 般 的

な のは ど うか な とい うよ うな こ とは あ る ので す が ね。
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Aこ こら辺,意 見 の 分散 は 分 散 の まま に してお い て もい いの じ ゃな いか

と思 い ます が,Q6(コ ン ピ ュー タシ ス テ ム に よる音声 応答)の 出 力 に つ い

て,Kさ ん,10年 後 ぐら い には サ ー ビス業 で はか な り多 いだ ろ うと い うこ と

です ね。

Kと い うのは 「5年 後」 が3(相 当程 度 使用 す るだ ろ う)だ か ら2(割

合 多 く使用 す るだ ろ う)に ふや した の です。 現在 で もか な りや られ て い ます

よ。 国鉄 さん で も,航 空 会社 さん で も,Aさ んの と ころで もや られ て お りま

す で し ょ う。 だか ら,サ ー ビス業 では 相 当取 り入 れ られ るの じ ゃな い か な と

い う… …。

A何 らか確認 書 み た いな もの が 出 て き ませ ん と,ち ょっ とこれ だ け では

… …。併 用 の形 で か な り進 む か も しれ ませ んね。 た とえ ば い ま百 貨 店 で電 話

で注 文 を受 け て い るよ うな ケ ース が あ ります が,あ れ もそ れ 自体 が ブ ラウ ン

管 に出 て来 て,音 声 で入 力が で きて,こ の商 品 の受 注 を お受 け しま した とい

うの が さ っ と簡単 な プ リンタ ー で 出 て くれ ば かな り普 及す る よ うに な るか も

しれ な い とい う期 待 は あ ります。 だ か ら私 も意 味 を持 た な い わ け じ ゃな い の

です。

Kい ま中央 競馬 会 で もそ うな ん です ね。

ABさ ん なん か が 「10年 後」 に つ い て 「自社」 として は1(非 常 に多 く

使用 す るだ ろ う)だ とお つけ に な って い ます のは そ うい う意 味 だ ろ うと思 い

ます 。

Fさ ん は複 合 な らば 話 は別 だ とい うこ とです か。

Fそ うな んです 。 複 合 な らば い い です け れ ど もね 。 ユ ーザ ー さん は 必ず

ソ フ トコ ピー とハ ー ドコ ピー両 方 が欲 しい とお っ し ゃるの で す。 特 に音 声 だ

け と い うの は,私 の よ うな 情報 提供 業 では ち ょっ と無 理 で す ね。 必 ず何 か欲
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しい と言 わ れ る と思 い ます。 特 に株 価 情報 の よ うに数 値 を扱 うサ ー ビス では

正確 性 ・証 拠性 が絶 対 必 要 で すね 。 そ うい う意 味 で余 り点数 を大 き くして い

な いの です.

G自 社 の処 理 の 中 では,た とえば 一 般 の情 報 提 供 サ ー ビス業,セ ンタ ー

と称 す る よ うな と ころ あ る いはVANと い うよ うな感 じの もの です と,か な

り証 拠 的 な もので,先 ほ どの複合 的 な も のが要 求 され る と思 うの です が,社

内 での 使わ れ方 とか,そ うい った もの につ い ては普 及 す るん じ ゃな いだ ろ う

か とい う気 がす るの で す。 要 す るに責 任 範 囲 の 問題 か ら考 え て何 か そん な よ

うな気 もす るの です。

ALさ ん,端 末 と して は 音声 出力 の 方 が安 いで す か,ブ ラウ ン管 の 出 力

だ とか プ リン ト出 力だ とか。

L音 声 合成 の方 法 とい うのは10年 ぐらい前 か らあ るわ けです 。 テ レ ビの

選 挙速 報 に音 声応 答 を 使 った こ とは あ るの です が,依 然 と して そ ん な に普及

しな い と ころ を見 る と ど うも余 り使 い道 が な い の では な いか 。 た だ,預 金 残

高 の 問 い合 わ せ に対 して音 声 合成 で答 え てい る銀 行 が あ ります ね。 そ うい う

意 味 で一 部 使 われ るだ ろ うけ れ ど も,普 及 の度 合 いは ど うで し ょ うか。

A合 成 だ け じゃな いか もしれ ませ んけ れ ども,音 声 の合 成 の技 術 は進 ん

で,自 然 に近 い よ うな 形 にな る で し ょ うね 。

Lは い。

KFさ ん の とこ ろ では,特 定 の 株価 だ け を聞 きた い なん とい うよ うな要

求 は一 般 の人 か らは 起 こらな い の です か。 い ま どこか に電 話 を か け ます と,

株価 を頭 か ら全部 ラジ オ でや ります ね。

F日 本 経 済 新 聞社 もテ レホ ン ・サ ー ビス をや ってお ります。 情 報 が ざ っ

と流 れ て い く方 式 で す ね。

Kあ れ は 自分 の 聞 きた いの が来 る までか な り待 って いな けれ ぽ いけ な い

わ け です ね。

F特 定 な 個別 な も の とい うテ レホ ン ・サ ー ビス は まだや って い ませ んね。
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K傾 向 もあ りそ うもな い ので す か。

F結 局 そ うな る と うち の よ うな サ ー ビス業 の ところか ら入手 して くだ さ

い とい うこ とに な るわ け です 。 汎 用 で そ うい うこ とをや る とち ょっ と技 術 的

にめ ん ど うです ね 。 結 局 コー ドを与 え てや らなけ れ ぽな らな い。 その コー ド

を与 え る とい うこ とは,ソ フ トがめ ん ど う くさい,あ るい は フ ァイル が 多 く

な る とい うか っ こ うに な っ て し ま うので す。 結 局専 門 の情報 提 供 業 者 か ら端

末 を借 りて と い うこ とにな って し ま うと思 い ます。

Aこ のQ6(コ ン ピ ュータ シ ス テ ムに よ る音 声応答)は,特 に.「10年 後」

にな る と 「自社」 につ い ての 御意 見 は か な り分散 され ます け れ ど も,「 一 般

的 な 傾 向」 とか 「中 小企 業」 と い うこ とで は わ りと意見 が ま と ま って い る の

ですね 。

Aそ れ では,時 間 の関 係 が あ ります の で,フ ァク シ ミ リの 方 に参 りた い

と思 い ます 。Q7(コ ン ピ ュータへ の フ ァク シ ミ リ入 力)で 「5年 後 」 とい

うこ とでは わ りと ま と まっ て います し,「10年 後 」 もわ りあ い に いい 分 布 の

仕 方 を して い るみ た いです が,Dさ ん の に この問 題 とパ ンチ ャー レス の 問題

とは切 り離 せ な い とい う御 意 見 が入 ってお り ます 。 当然 そ うだ ろ うと思 い ま

す 。

そ れ と,Cさ ん が 「フ ァク シ ミ リ入 力 に よる情 報 の冗長 度 が解 決 され 」,

い まは情 報 の冗 長 度 が か な りあ る とい う意 味 だ ろ うと思 い ます が,そ れ と

「コ ン ピ ュー タ に よ るパ タ ー ン認識 技 術 が実 用 の域 に達 して い る との想 定 の

もと に1/0デ バイスとして」 か な り普 及 す るのではないか,10年 後 の直 接 的

な フ ァク シ ミ リ入 力 とい う御 意 見 で すね 。

ち ょっ とお も しろ いの です け れ ど も,「10年 後」 を見 ます と,「5年 後 」

一133一



の 「第1方 式」 「第2方 式 」,つ ま り間接 的 な オ フ ラ イ ンで の フ ァクシ ミ リ

入 力 の方 式 よ りも,ダ イ レク トの オ ンライ ンでの 入 力 の方 が よ り可 能性 が高

い よ うな か っ こ うに 出 て い ます が,こ れ は ど うい うこ とで し ょ うか 。 一 遍 印

刷 物 と して 出 して,そ れをOCRで 読 ませ る手 間 の 問題 と精度 が落 ち る とい

う問 題 な の で し ょ うか。

F私 は手 間 の問 題,省 力 化 の 問題 だ と思 い ます。 い まの フ ァ ック スの 精

度,解 像 度 は そ う落 ち るわけ は な い と思 うの です が,ど の くら いに な った ら

解 像 度 は落 ち ます か。

A印 刷 段 階 で落 ち るの です ね。

Fそ うす る と,や は り両 方 で す か ね,手 間 が かか る,エ ラ ーが あ る…… 。

D雑 音 の制 御 とか エ ラー コ ン トロール(特 に訂正 方 式)に 関 す る技 術 上

で の進 歩 の程 度 が この 方法 の採 用 の 目安 とな る。

Aエ ラ ーを 少 な くし よ うと思 う と装 置 の コス トが高 くな る。

Q8コ ン ピ ュ ー タ 出 力 の フ ァ ク シ ミ リ伝 送 ま た は フ ァ ク シ ミ リ出 力

A同 じ よ うな こ とな の で入 力 と出 力 と一緒 にや りた い と思 い ます けれ ど

も,Q8(コ ン ピ ュー タ 出 力の フ ァ クシ ミ リ伝送 また は フ ァク シ ミ リ出 力)

は出 力 です が,出 力 もわ り とい い形 で分 布 して い るので す が,Gさ ん,期 待

値 の大 きい と こ ろでひ とつ …… 。

G少 量のデ ータです とか,急 がない情報 といった もの につ いては伝送 し てお い

て,情 報をた くわえてお きゼ ロ ックスのよ うなか っこ うでどんどん出 して い く とい

うよ うな方式が とられてい くの じゃないだろ うか とい う見方を1つ してお ります。こ

の様 な方式で私 の方は判断 したのですけれ ども,そ の まま直接 出すのでな くて,端 末

側 で多少ス トアしておいて出す。 た とえば夜間か ら翌朝 までに出してお くとか,そ ん

な よ うなことが10年 後 で は 考 え られ る ので は な いだ ろ うか とい うことで,「10
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年後 」 の 方 には か な り積 極 的 な姿 勢 とい うこ とで 出 しては あ るの で す け れ ど

も,こ の辺,皆 様 の意 見 も若 干 聞 きた い と思 っ てい ます。

A私 が し ゃべ って し ま って 申 しわ け な い の です けれ ど も,実 は 近 畿 日本

ツ ー リス トで昭和44年 ごろ に 「コース ・プ ラ ン ・シス テ ム」 を 開発 しま した。

旅 行 の行 程 の作 成 か ら一 行程 とい うのは,何 時 の汽車 に乗 っ て,ど こで乗

りか えて何 時 の 何 に乗 って,ど こで どんな旅 館 へ 泊 まっ て,ど こを 見学 して

な ど とい う旅 行 その もの のか な り細 か い 日程 な ん です が,そ れ の 作成 と,そ

の運 賃,料 金 の 計 算 と,そ れ か らそ の ときに は まだ予 約 の方 が完 全 に他 社 の

シ ス テ ム との間 で 接続 して お りませ ん で した か ら,そ の と きには 予 約 を必 要

とす る事 項 とい うのを特 別 に そ こ に抽 出 して 出 して くる,こ うい うのを 「コ

ース ・プ ラ ン ・シ ステ ム」 と呼 んで い た ので す が ,そ れ をや って,私 がそ の

引 導 を渡 した の です 。 いろ い ろな 原因 が あ った の です が,そ れ を実 は この段

階 で入 力 が,た とえば 地 図 な ら地 図 の ほか に若干 の情 報 の補 充 が で き る よ う

な 形 に した もの を考 え て,お 客 さん との 間 の話 し合 いで そ れ に記 号 な り数 字

な りで書 き入 れ た もの をそ の ま まコ ン ピ ュー タの 端末 に 読 ませ込 む とい うこ

とで入 力す る。 出 て くる もの も,あ る程 度 印 刷 と してで き てい る もの の上 に

こ うい うフ ァ クシ ミ リの形 で かぶ せ た形 で 出 力 し てい っ てお 客 さん に お渡 し

で きた とす れ ば そ こ まで いけ ば あ の コ ース ・プ ラ ン ・シ ス テ ム とい うの は,'

片一 方 で予 約 の シ ス テ ムが航 空会 社 等 の コン ピ ュー タ との ネ ッ トワー ク化 で

ほ とん どカバ ー で きて しま い ま した か ら有効 に な るん じ ゃな いか な とい う気

は して い るん です 。 そ れで も4(あ る程度 使 用 す るだろ う)に つ け て 申 しわ

け な い の です け れ ど も,利 用 価 値 は か な りあ る と思 い ます。

G私 が ち ょっ と高 い比 率 で す けれ ども,先 ほ ど来 の をず っ と見 て い る と

比 較 的Jさ ん の とこ ろ と似 か 寄 って い るよ うに 思 え ます。 商 流 と物 流 の考 え

方 が似 か寄 っ て い るた め か な とい うよ うな見 方 も私 自身 し てい るの です が,

そ の辺 ど うな んで し ょ うか。

J全 体 的 に高 い とい うのは 本来 お か しい の で す。 ど っち か選 択 しな けれ
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ぽ い け な い。 と こ ろが,仕 事 の 内容 とい うの か アプ リケ ーシ ョンが非 常 に複

雑 多 岐 にわ た って お ります の で,1つ は先 ほ どの 期待 値 も そ うなん です け れ

ど も,何 か あ っち もこ っち も使 いた い とい うよ うな非 常 に欲張 った もの が あ

るの です 。 そ うい う意 味 で,私 は何 とな く全 体 的 に左(高 利 用度)に 行 って

い る よ うな感 じが す るの で す。

G私 がち ょっ と左(高 利 用度)に 寄 る とJさ ん の と こ ろ とだ ん だ ん合

って くるの で,南 流 と物 流 とい うのは わ りあ い一 体 で何 か 物 が考 え られ る職

域 とい うか,シ ス テ ム的 近似 点 が 多 い感 じな のか な と思 っ て… …。

」 似 てい る と ころは非 常 に多 い と思 い ます 。

A南 流 と物 流 は 切 り離 せ な い です よ。

Gで す か ら,や は り考 え 方 も寄 っ て くるの か な とい うこ とで見 ては い る

ん で す が… …。

Nデ パ ー トさん とい うの は フ ァク シ ミ リの 使 い道 が一 番 多 いの じ ゃな い

です か。

Jい まの と ころは まだ 少 な い です けれ ど も,使 い道 は 多 いの です 。 これ

か らは 非 常 に出 て くる と思 い ますね 。

G不 特定 多 数 が相 手 で す か ら,ど うして もそ うい うもの で一 々人 間 の手

を介在 して とい うこ とが い や な ん で ……。

N商 品 見 本 を フ ァクシ ミ リで送 り込 ん で,注 文 を取 って,決 済す る… …。

Aこ の場 合 には図 形 情 報 です ね,図 形 の問 題 と漢字 の問 題 とを切 り離 し

ては考 え られ な い と思 うので す。 それ はCさ んが 意 見 の と ころ で明確 に指 摘

され てお ります け れ ど も,ア ル フ ァベ ン トと ニ ュー メ ラル だ け で いけ る場 合

だ と,そ の まま コ ー ド化 した 方 が入 出 力 との関 係 で コス ト化 と しては 安 い に

決 ま って い る と思 うので す。

私 が物 流 の くせ にわ りと悲 観 的 な とこ ろ にあ る の も実 は そ うい うと ころ に

あ るん で,私 の と こ ろは 不 特 定 多 数 の お客 さんは な い で し ょ う。 それ か ら,

航 空貨 物 です か ら,エ ア ウェ ー ビル とか イ ンボ イ ス とい うふ うな もの で,文
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字 情報 だ け で,同 じ よ うな 内 容 の もの が た くさん 出 るの です けれ ども,'そ れ

は 多 分 ワー ド ・プ ロセ ッサ ー と コン ピ ュー タ とデ ィジタル の通 信 だ け で,フ

ァクシ ミ リに介 在 させ る とか え って高 くな るん じ ゃな いか,冗 長 度 の 問題 で

伝送 量 が 多 くな るん じ ゃな いか,そ うい う観 点 に つ い立 って し ま うの です。

そ こが 多分違 うの じ ゃな いか と思 うの です。 情 報 量 は か な りあ る と私 は 思 う

の で す がね。

J不 特 定 多 数 とい うの と,も う1つ 先 ほ どNさ んか ら 出 ま した商 品 コ ー

ドとい うもの が あ るわ け です け れ ど も,通 常 のデ パ ー トの場 合 にいわ ゆ る単

品 コー ドで分 け る と,す べ てを単 品 にす る と120万 か ら200万 とい うの が定

説 な んで す け れ ど も,そ れ をす べ て コー ド化 して デ ィジ タル で や った りした

ら と うて い これ は追 いつ か ない の で,特 に紳 士 服,婦 人服 とい うのは そ うな

ん です け れ ど も,1つ のパ タ ー ン とい うか形 でや りと りで きる と コー ド自体

を 非常 に短 縮 で き る とい うメ リ ッ トが あ るわ け です 。 そ うい う意 味 で フ ァク

シ ミ リとい うのは 期 待 は 大 きい です ね。

N不 特 定 多数 の場 合 の一番 難 点 は,家 庭 に 出 て くる紙 代 を ど うす るか と

い うこ とが 問題 な ん です ね 。 どん どん デ パ ー トか ら送 り込 まれ て きて紙 を ど

ん どん食 って い く,そ れ を だ れ が払 うの か とい うの が一 番 問 題 な ん です 。

Aそ れは ダ イ レク トメ ール は 全 部 で すね 。

Nあ れ が変 わ っ て い くの じ ゃな い か とい うの で す が,郵 便 料金 が どん ど

ん上 が って い き ます か らね。

J新 聞 の宅配 が な くな らな い限 りは,い ま の と ころ あち らに依 存 す る し

か な いです ね。

ALさ ん,Bさ ん が 一般 メ ソセ ー ジ ・スイ ッチ ン グの端 末 と して の フ ァ

ク シ ミ リの可 能性 を書 い て い らっ し ゃる の です が,こ れ は ど うい うふ うに理

解 した らいい で し ょ うか。

L電 報 文 です か,メ ッセ ー ジの 伝達 だ と思 い ます。

F電 子 郵 便 と い う感 じです か。
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Aこ れ は 出 力 の方 じ ゃな しに,む しろ入 力 の方 じ ゃな いで す か。 出力 だ

った ら必ず し もそ うで な くて もい い です ね。

Fそ うで すね,出 力だ った らメ ッセ ージ ・スイ ソチ ソグ とは言 え ませ ん

ね。

Lこ れは テ レ ック ス のか わ りで し ょ う。

Aテ レ ックス の か わ りで す ね。 そ うす る と,入 力 も当 然 そ うですね 。 入

力 が そ うでな か った ら意 味 がな いで すね 。

Lも し くは コ ン ピ ュー タ に蓄 え てお い て フ ァク シ ミ リに一 斉 に同 報通 信

す るか,こ れは あ りますね 。

F同 報 だ った らメ ッセ ー ジ ・スイ ッチ ン グ… …。

Aフ ァ ックス 端末 使わ な くて もいい です ね。 あ るいは この ころ にな る と

フ ァ ックス端 末 とい まの普 通 の 印刷 端末 とが ……。

Lい や,恐 ら くカタ カ ナ電 文 を嫌 って い るん じ ゃな い の で し ょうか。

A漢 字 の問 題 で す か。

Lは い。

A漢 字 の処 理 は フ ァ ックス の 方 が安 い で し ょ うね,た くさんの台 数 を考

えた場 合 には。

D－ 般 メ ッセ ー ジ伝 達 の手 段 の 使用頻 度 か ら見 て第1位 が電 話,次 にF

AXで,オ ン ライ ンは イ ンプ ッ ト方式 の問題 か ら利 用 が急 速 に減 少 して い る。

それ で 今後 は,メ ッセ ー ジのた め のFA】(ネ ッ トワー ク を現行 オ ンライ ン と

は別 に検 討 す る必 要 を感 じて い る。

L私 は この質 問 に対 して3(相 当程 度 使用 す るだ ろ う)に,大 分 左(高

利 用 度)寄 りに な っ て い るの です が,こ れは 純 粋 に技 術 的 な可 能性 か ら言 っ

てい るので す。 た とえば い まデ ィス プ レイ とい うの は 文字 単 位 です ね。 アル

ファベ ッ ト1920文 字 とか言 っ てい ますね,で すか ら升 目にな って い るわ けで

す。 縦 が何 ド ッ トで横 が何 ドッ ト。 だか ら,た とえば フ ァ ック ス画 像 とか,

写 真 の よ うな もの を ス ク リー ンに出 すた め に信 号 合 成 す る のが 困難 で す。 そ
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うい う小 さな単 位 を モ ザ イ クで積 み重 ね てい かな け れば な らな い か ら です。

とこ ろが,ス キ ャナ ー が 出 て き ます と画 面構 成 を 自動 的 につ くって写 真 が 出

るわ け です 。 テ レ ビの画 面 と同 じ よ うな絵 が 出 て くるわ けで す。 そ うす る と,

真 っ 白の紙 に 出力 す る と きに,ち ゃん と枠組 み を して,表 題 を つ け て,漢 字

で 出す こ とが可 能 で す。 だか ら,単 発 ものの ア プ リケ ー シ ョンで は 白 紙 へ ど

ん どん漢 字 ま じ りで 出 力 で きるの で,適 用 分 野 は あるはずだ とい うことで すね 。

Aそ っち の面 が か な り大 き くな ります ね。 そ うす る と,要 す るに ドッ ト

が 非 常 に小 さ くな る… …。

Lそ うです。 そ の ス ク リー ンを 見 て,必 要な らば プ リンタ ーか ら 出力 が

出 ます か ら,そ うい う形 での プ リンタ ーが恐 ら く付 随す る で し ょ う。 だ か ら,

ど っち が フ ァ ック ス で,ど っち が デ ィス プ レイか わ か らな くな っ て くるだ ろ

うと思 い ます。

Aそ うす る と,従 来 の よ うな プ リン ター では 意味 が な くな っ て くる… …。

」 そ うです,漢 字 で書式 を 出 す とき とか画 面 を 出す為 には,プ リンタ ー

は変 わ るで し ょ う。

Aい まの 漢字 の 出 力 で も ドッ トが 太 き過 ぎ ます ね 。複 雑 な字 画 の漢 字 は

省 略 化 して,似 せ た形 の もの に しな い とい まは 出 せ ませ ん けれ ど も,そ の必

要 がな い。

L解 像度 がず っ と細 か くな っ て くるで し ょ う。

G小 さな レベ ル の マ シ ンは別 .として,い ま大 体 レーザ ー ・プ リンタ ーで

出 してお ります ね。 で す か ら,ほ とん どゼ ロ ックス形 式 の よ うな感 じで 出.て

くるの で,そ の 辺 の技 術的 な もの は も うか な りク リア され て い るの で し ょ う

ね。

Aそ うす る と,か な り期 待 し て よろ しいです ね 。

Lで きるだ ろ うとは 思 うの で す けれ ども,あ とは 時 間 の問 題 で し ょ う。

A時 間 とコス ト。

Fで す が,余 り安 くな らな い の じゃな いか とい う気 が します ね 。
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H

L

H

L

H

L

H

10年 後,15年 後 の 蓄 積 コ ス トが 気 に な る の で す 。

メ モ リー で す か 。

は い 。

メ モ リー は 安 くな る と 思 い ま す 。

い ま の ド ッ ト ・ベ ー ス との 比 較 で す ね 。

で も,メ モ リー は ど ん どん 安 くな っ て い ま す ね 。

5年 後 に 或 い は10年 後 にか な りの 比 率 で 安 くな っ て ゆ く とい う こ と に

な る と,確 か にか な り使 い やす くな るだ ろ うと思 い ます。

Aた だ,逆 に普 及 度 か らいい ます と,一 体 そ ん な に普 及 した ときに メ ン

テナ ンス体 制 は で きて くる で し ょ うかね 。 た と えば い まの電器 屋 さん に テ レ

ビの修 理 を頼 む とか,あ る いは 電話 の故 障 でお願 いす る とか … …。

Lそ れ は 取 りか え で す よ。

F全 部 リプ レー ス方 式 。

N現 に そ うです よ。 デ ー タ端末 な ん とい うの は全 部 取 りか えで す よ。 現

場 の人 に も修 理 な ん か で きな いで す よ。 アセ ン ブ リー を ガタ ッと持 っ て い っ

て帰 る。 い まは あ る意 味 では 運 送屋 です よ。 端 末 を持 っ てい って持 っ て持 っ

て帰 る。

Jだ か ら,チ ェ ンジ ニ ア ー と言 っ て お ります ね,修 理 が で きな くな っ て。

Nデ ー タ端 末 な ん か全 部 予 備 を持 って い ます。 故 障 す る とボ ン と持 っ て

い って,あ とは 持 って帰 って メ ーカ ー さ ん です よ。

.Aそ っち の方 の仕 事 は 大 分 も うか り ます ね 。

Aそ れ では,次 はQ9,フ ァクシ ミ リの伝 送 路 の選 択 の 問題 で あ ります 。

これ も 「5年 後 」 と 「10年 後 」 を一緒 に議論 させ ていただ きた い と思 い ます 。
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こ れ は 当 然 い ろ い ろ な 方 法 が 考 え ら れ る で し ょ うね 。 ち ょ っ と この 前

申 し上 げた か も しれ ませ ん が,だ れ が だ れ と通 信 す るの か とい うこ とで,特

定 少 数 と不 特 定 多 数 との違 い とか,そ うい うふ うな こ とが1つ は い まの 「電

話 網」 か ら 「DDX」 まで 分か れ てい ます 中 で1つ の選 択 のキ ー にな ります

か ら,そ れ ぞれ に よっ てそ の 使わ れ方 が特 徴 的 に出 て くるん じ ゃな いか とい

う 気 もし ます。

そ れ と,テ キ ス トの長 さ,頻 度,そ うい った もの も当 然 考 え な けれ ば な り

ませ ん が,混 合 とい うこ とで あ るいは 交 互 とい うこ とで この 伝 送路 を 考 え る

必 要 が あ るか ど うか とい うこ とで,ち ょっ と この 中で特 異 なの は,こ れ まで

余 りわ れわ れ も議論 してお りませ ん フ ァクシ ミ リの専用 網 だ ろ うと思 うの で

す け れ ど もね 。 これ は電 電 公 社 さん と して もか な り興 味 の大 きい と ころ だ ろ

うと思 うの です が … …。

N言 いか え ます と,低 速 で売 るか高 速 で売 る か とい う問題 です ね。3分

か か っ て もい いか,1分 で な い と困 るか とい う問題 に いか ざ るを得 な いん じ

ゃな いか と思 い ます,ユ ーザ ー さんの 方 の御 意 向で。

Aこ れ は 当 然 どれか1つ だ け でや れ る とい うもの じゃな いで し ょ うね 。

Nは い。

Aそ れ か ら,セ ンタ ー とい うふ うな もの を想 定 し てい るのか ど うか知 り

ませ ん が,そ こで の各網 へ の切 りか えは か な り自由 に い き ます か ら,だ か ら

そ れぞ れ の相手 に,そ れ ぞれ のニ ーズ に応 じた形 での 使 わ れ 方 が して あ るで

し ょ うね 。 企 業 内 だ った ら,た とえ ば それ が コン ピ ュー タ と関 係 な けれ ば フ

ァクシ ミ リの専 用 線 だ け で パ ッとい くとか,コ ン ピ ュー タ と関 係 あ れ ば専 用

線 あ るいはDDXと か み合 わせ て使 うとか,一 般 家 庭 に送 るん だ った ら当然

電話 線 を使 うとか とい うふ うな こ とに な るの で し ょ うね 。 この辺 に つ い て特

別 の御 意 見 ござ い ます で し ょ うか。

実 はCさ ん が 「フ ァク シ ミ リ専 用 網 の メ リ ッ トが 現状 では 不 明 で あ るが,

10年 ぐらい のtimespanで その有 利 性 が 認 識 されるよ うにな る もの と思 わ
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れ る。」 とお書 きにな っているの です が,な ぜか とい うのは 私 も よ くわ か らな

いの で,い ら っ し ゃれば 伺 お うと思 っ て いた ん です が,不 在 です の で,5年

後,10年 後 を通 して,そ こ ら辺 特 に御 意 見 ご ざい ま した ら お伺 い した い と思

い ます。

Oフ ァク シ ミ リの専 用 網 と い うの は現 実 に どの よ うな もの とお考 え な ん

で し ょ うか。

Fフ ァクシ ミ リの専用 網 に つ い ては 余 り情 報 が な い ので す。

Lは が き よ りち ょっ と大 きい ぐら いの,小 さな 簡便 な フ ァ ックス を提供

す る よ うです。 家庭 用 フ ァク シ ミ リか 簡 易 フ ァク シ ミ リです ね 。

H

L

A

L

A

郵 便 の か わ りに… ∴。

は が きの か わ りに。 と こ ろが,家 庭 では そん な には が きを 出 さな い …。

電 話 を か け て し ま うの です ね。

書 類 は結 構 複 雑 です か ら大 きいの を 使 うで し ょ う。

ダ イ レク トメ ール の話 に な る と さ っ きの話 にな るの です が,紙 代 を ど

っち が持 つ ん だ とい う… …。

L問 題 が あ ります ね。

Nた だ,あ れはい くらで も延 び るか ら適 当 な長 さで 切れ ば い い のだ か ら,

別 には が き とは 限 らな いわ け で す ね。

Aた だ,封 書 じ ゃな い とい うこ とで ね。

Nそ うです 。

A娘 は ラ ブ レタ ーは これ では 出 さぬ で し ょ うね。

N個 人 対 個人 じ ゃな い です ね 。 さ っ き言 わ れ た よ うに,デ パ ー トさん あ

た りが製 品 に 使 う,ダ イ レク トメ ール の よ うに 使 うとい う使 い道 は あ る と思

うの です け れ ど も。

Aあ れ は本 気 の計 画 で す かね 。

Fポ ス ト ・テ レホ ンと言 うわ け で し ょ う。 非 電 話 系 サ ー ビス の トップバ

ッタ ー。 なぜ つ くるか とい うと,電 話 網 では恐 ら く高 くな るだ ろ う,家 庭 用

一142一



フ ァ ックス を普 及 させ るた め には 特別 な料 金 体 系 を つ くらな け れ ば いか ぬ,

そ の た め には新 しい ネ ッ トワー ク が必 要 だ とい う論 理 か ら専用 網 が で きて き

た ん で し ょ うが,ど の辺 まで安 くな る とか,具 体 的 には よ くわ か って い ない。

Aそ れは 専用 網 なん です か ね,交 換 網 で なか った ら意 味 が な いで すね 。

F専 用 網 と言 い なが ら,途 中 の基 幹 回 線等 は い まの ネ ッ トワー クを 使 う

ん で し ょうが,恐 ら く端 末 系 な ん か は別 にな って くるで し ょ うね 。 そ うい う

ふ うに しな い と,料 金体 系 が い まの電 話 網 と同 じ思 想 で は安 くな り ませ んね 。

Aこ の 「専用 」 とい うのは,専 用 線 とい う意 味 で の専 用 じ ゃな い で し ょ

うね。

Mそ うじゃな い です ね 。 この フ ァ ック スの 専用 網 とい うの は世 間 に誤解

が あ りますね 。 専用 網 とい うの は端 末 か ら最 寄 りの局 まで アナ ログ で行 くわ

けで す が,キ ャ リヤ の方 で局 間 は デ ィジ タル 化 して伝 送 す る とい うのが フ ァ

ク シ ミ リ専 用 網 とい う説 明 なん で す。 専 用 線 の専 用 とは ち ょっ と違 うわ けで

す。

外部 デ ータ ベ ースサ ー ビスの 利用

Aそ れ ではQlo,「 外 部 デ ータ ベ ー スサ ー ビス の利 用 」,1さ ん,何 か

ひ とつ … …。

1外 部 デ ータ ベ ー ス の利 用 につ い ては,今 後次 第 に公 衆 網 か らDDXヘ

シ フ トす る だ ろ うとい う感 じが し てい ます 。 電 話 回線 では ど うして もス ピー

ドが足 りな い とい うケ ー ス が増 え るだ ろ うと い うの が1つ の 考 え 方 です 。 そ

れ にDDX自 体 の 各種 付 加 機 能 の一 環 と して これ を利 用 す る こ と も考 え られ

ます。

も う1つ は,と は い って も全 部 が 全部 切 りか わ る とい うこ とで は な い だ ろ

うと思 い ます 。一 般 の オ フ ィス で使用 す る よ うな場 合 には や は り手 元 の 電話
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機 が 使用 で き る電 話 型 公衆 網 が 中心 だ ろ うと思 い ます。

A傾 向 と して大 体 皆 さん そ う出 てい ます ね 。

Aそ れ では そ の 次 のVIDEOTEXの 方 に い きた いと思 い ます け』れ ど も,

これ は1さ ん が一番 … …。

lVIDEOTEXそ のものにつ い ては まだ 十 分 理解 で き てい な い の です が,

考 え よ うに よ っては いわ ゆ るオ ー プ ンの もので は な しに,企 業 内 で の 使 い方

と して いわ ば企 業 版VIDEOTEXが 出 て くるのじ ゃな い か とい う見 方 を して

い ます 。

た ま さか 社 内 で最 近 それ に類 したシステムを走 らせ ましたが,か な り頻 度の高

い使 われ 方 を して い ます。 漢字 と グラ フが つ な が っ て くれ ば今 後"企 業 版"

とい うの がか な り出 て くるの じ ゃな いか とい う見方 を し てい ます 。

M企 業 版 です が,ち ょっ と例 が な い ので も う少 し詳 し く御 説 明 願 いた い

です ね。

1シ ス テ ム と しては 目新 し い もの は何 に もな いわ け です。 要 す る に見 た

い情 報,見 せ た い情 報 をページ とい う概 念 で くくっているわけです 。見せた い側

のユ ーザ ーには,予 め 適当 な 空 ページを割 り振 ってお きますので,そ こに どん ど

ん入 れて もら うわけです。一 方 見 た い 側 のユ ーザ ーには,何 ページか ら何 ペ ー ジ

には ど うい うた ぐい の 情報 が 入 って い る よ とい うの を あ らか じめ知 らせ て お

き ます か ら,端 末 操作 で ペ ー ジ さえ繰 っ て も らえ ぱ ア ップ ・デ ー トな 情 報 が

出 て くる。 それ が ニ ュー ス で あ った り,あ る いは取 引 の情 報 で あ った り,社

内 の通達 で あ った り,あ る種 の事 務 の マ ニ ュアル で あ った り,そ うい うもの

が各 ペ ー ジに入 って い るわ け です 。

Mそ うい う分 類 が あ っ て,分 類 ご と に何 ペ ー ジか 用意 され,そ れ がPR
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ESTELと 同 じ よ うに フ ァ イ ル が あ る わ け で す ね 。

1そ うで す 。 た だ 今 は ま だVIDEOTEX系 の 情 報 だ け で す が,こ れ に漢

字 と グ ラ フ が つ け ぱ さ ら に 使 い 易 い も の に な る だ ろ う と思 っ て お り ます 。

Aイ ン デ ック ス を 持 っ て い る とい う こ と で す ね 。

1そ うで す 。 こ の シ ス テ ム は 動 きだ し て まだ 間 が あ りま せ ん が,今1日

に7,000～10,000の コ ー ル(見 た い 側)が 入 っ て き ます 。

M社 外 の ユ ー ザ ー も… … 。

1い え,も っ ぱ ら 社 内 限 で す 。

Mフ ァイ ル 全 体 で は 何 ペ ー ジ ぐら い あ る の で す か 。

1枠 と し て は10,000ペ ー ジ用 意 してい ま す 。 始 ま っ た ぽ か りで す か ら,

あ きペ ー ジ も あ り ま す 。

M計 画 と し て は … … 。

1し ば ら く使 い こ な し て み な い と ど う発 展 させ る か … … 。

MCAPTAINSの 計 画 で は,と りあ え ず は10万 ペ ー ジ で す ね 。 そ うす

る と デ ィス プ レ イ の 方 に 出 る の で す か 。

1見 せ た い 側 も見 た い 側 も デ ィ ス プ レ イ で 操 作 して い ます 。 、

Mハ ー ドコ ピ ー は 出 な い … … 。

1そ の ま ま の 形 で 八 一 ド コ ピ ー-vaも 流 れ 出 ま す 。

J－ 般 ユ ー ザ ー に 提 供 す る と い う計 画 は … … 。

1そ こ ま で は い っ て お り ませ ん 。

M画 像 じ ゃ な い の で す ね 。

1画 像 は 入 っ て い ませ ん 。 文 字 と テ ー ブ ル だ け で す 。

F専 用 の コ ン ピ ュー タ を 使 っ て で す か,そ れ と もほ か の サ ー ビス と共 用

で す か 。

1他 の シ ス テ ム と 共 用 で す 。 こ の シ ス テ ム が 動 い て か ら フ ァ ック ス の 利

用 が 減 っ て き て い る と い う状 況 も あ り ます,ス タ ー トし た ば か ・りで 珍 ら し い

と い う こ と も あ り ます か ら。
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Mど んな種 類 の情 報 の 利 用 が一 番 多い の で し1う か。

1商 売柄 上場 会 社 の業 績 情 報 で し ょ うかね 。

Mい つ の期 の売 り上 げ が どれ くらい だ った とか,そ うい うもの です ね 。

1そ うい うもの です。

Aそ うす る と,か な りア ップ ・ツ ー ・デ ー トに,単 に決 算 期 だ け じゃな

しに,月 次 の数 字 が とれ れ ば そ れ まで入 って きます ね。

1く わ し くは わ か り ませ んが,毎 日500件 ぐら いず つ の ア ップデ ー トデ

ー タが入 って い る よ うです
。

Nそ の ア ップ ・ツー ・デ ー ト要員 とい うの は どの く らい抱 え て お ります

かo

l要 員 とい う概 念 じ ゃな しに,各 担 当 部 門 に入 力用 の デ ィス プ レイ を配

置 して お ります の で,そ こ で適 当 に入れ て も ら うわ けで す。

Mお もし ろい です ね 。 初 め て伺 い ま した。

Aこ れ は商 流 は ど うです か,わ りと高 い と ころ に印 をつ け て い ただ い て

お ります の で質 問 した の です けれ ど も… …。

J社 内 での と い うの は な か なか あれ です け れ ど も,た とえ ば1つ は,き

ょうの新 聞 に 出ていましたけれ ども,東 京 銀行 協 会 さんで例 の ブラック情 報 プ ラ

ス今 度 は ロー ンの貸 し出 し まで入 れ てい くとい うよ うな と ころ ,社 外 的 に は

そ うい うの があ りますね 。

それ か ら,純 然 た る社 内 で,い ま1つ は お遊 び でや っ て い るの です け れ ど

も,お 客 さんの 紳 士服 のサ イズ を全 部入 れ ま して,奥 さん が そ の カ ー ドを持

って くれ ば いつ で もだ ん な さ ん のサ イズ がわ か ります よ と い うこ とをや って

い るの です 。 結 局 デ パ ー トの 客は80%が 女性 です か ら。 データベースで は な

い ので す が,そ ん な形 で どん どん 使わ れ てい くん じゃな いか とい う思 いが こ

こでは 非常 にあ りますね,余 り高 くは な いの です けれ ど も。

A物 流 は ど うで すか 。

Gう ち もい ま比率 的 には 低 いの です が,毎 日各 営 業所 か らオ ンライ ンを
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通 じて き ょ うは何 件 発 送 した とか幾 らの売 り上 げ だ った とか い うもの が全 部

集 約 され てフ ァイル に 自動 的 に入 っ て,オ ンライ ンを 使 うこ とに よ っ て ア ッ

プ ・デ ー トが され て い きます の で,そ れ を グ ラ フ的 に,あ の店 は どの くらい ,

伸 び て い る とか 前年 対 比 が ど うだ とか い った もの が 自動 的 に 出て くる よ うな,

わ れわ れ はTSS端 末 に 出 力 して お ります 。 社 内 的 には そ うい った ものを や

っ てい ます 。

そ れか ら,人 事 管理 です とか,労 務 管 理的 な も のを若 干 乗 せ てい ます けれ

ど も,一 般 に外 に 出 す と言 うよ うな こ とは や っ て いな い し,こ れ か らは そ う

い うこ とは 必要 だ ろ うと思 い ます。 です か ら,先 ほ どの音 声 だ とか フ ァク シ

ミ リとい うの は うち の方 は 非 常 に利 用 度 の高 い 要素 も含 ん で い るの です けれ

ど も,私 ど もで は今 申 しあ げた程 度 の ところ ま でや って い ます。

AFさ ん,情 報 では わ りとシ ビア に表 現 され てい ます けれ ど も,ど うな

ん です か ね 。

Fシ ビア とい い ます か,私 の方 は む しろデ ーータベ ー ス を提供 す る方 で し

て,CAPTAINSに も情 報提 供 してお ります。 ど ち らか とい い ます と うちの

商 売 では デ ー タベ ー ス をつ くって,そ れ をVIDEOTEXT,PRESTELの

よ うな もの が で きた ら そ こ にオ ン ライ ンで イ ンプ ッ トして あげ た い,そ う考

え て い ます。

そ れ と,い まお っ しゃ った よ うに,恐 ら く使 いや す い画 面,検 索 しや す い

よ うに な って い る もの が よ く使わ れ るの じ ゃな いか と思 うの です。 この シ ス

テ ムでは 一 番 問題 は 検 索 の方 法 な ん です。 論 理 的 な検 索,う ま くし てや らな

い と,何 回 も押 して いか な い と,最 後 に 自分 の希 望 す る画 面 が得 られ な い と

い うこ とが あ り ます。

それ と,内 容 です ね 。 見 て非 常 に役 に立 つ あ る いは 使 ㌧・で があ る情 報 内容

で な い とこの シ ス テ ムは 成 立 しな い の じ ゃな いか 。 そ うで な い とつ くっ た の

は い いけ れ ど も,全 然 使わ れ な い と思 い ます 。

Aワ ール ド ・エ ンタ ー プ ライズ は ど うです か 。
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K全 然 そ ん な予 定 もな いみ た い です ね。

Aこ れ は か な り複 雑 な要 素 を 持 ち ます か ら,社 内通信 だ けだ と,い ま1

さん か らお話 が あ った の です けれ ども,複 雑 な もの が必 要 と され るか ど うか
●

に よって社 内の シ ス テ ム もえ ら く違 って くるだ ろ うと思 い ます。

Lた だ,こ れ は い まの オ ン ライ ン ・ア プ リケ ーシ ョンの一 部 の延長 と し

て,た とえば きょう11時 現 在 で締 め切 った もの が ど うだ とい うの で係 長 さん,

課 長 さん が フ ァイル を の ぞ いて くる,3時 現 在 で ど うな って い るか とのぞ い

て くる とい う形 は い か が で し ょ うかね 。

A新 し い用 途 とし ては ど うか とい うこ とです ね 。

Q12通 信処理機能 の集 中 と分散

Aそ れではいよ い よQ12(通 信 処 理機 能 の集 中 と分 散)に い きた い と思

い ます。 この問 題 は 皆 さん一 番 中心 の 問題 で ご ざ い ます の で それ ぞれ い ろい

ろ御 意 見 を お持 ち だ ろ うと思 い ます の で,一 人 一 人 御意 見 を承 って い った ら

ど うか と思 うの で す が,Hさ んか ら一 人5分 程 度 で… …。

H現 実 にい ま企 業 内 で集 中型 を とっ てや って い る ので す。 そ こか ら ど う

し て もその 延長 線上 に考 え て しま う傾 向 があ るの です けれ ど も,ど うして も

セ ンタ ー の場合 シ ス テ ム を つ くった ら管 理 組 織 の 問題,開 発 要員 の問 題,す

べ て に関 して 中央 集 中型 の方 がや り易 い。 です か ら,分 散 型 にな る と1つ の
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企 業 内 で考 え てみ た場 合 シス テムの 運 行 上何 か 非 常 に まと ま りの な い もの に

な る よ うな実 感 が す る ので す。 そ うい う意 味 か ら,こ ち らの方 は 集 中型 に私

は 気 持 ち が動 くの です 。

Aこ の集 中型 と い うのは キ ャ リヤ の方 に通 信 処 理 の シス テム が集 中 す る

とい う意味 だ と私 は 理解 して い るの です が,Mさ ん,そ うです ね。

Mそ うです 。

Aだ か ら,企 業 サ イ ドで企 業 の 中で コ ン ピ ュー タはセ ンタ ー の方 にそ の

の通 信 機 能 を集 中 す る とい う意 味 では な しに,キ ャ リヤ の通信,通 信 のネ ッ

トワー クの 方 に通 信 の処 理機 能 を集 中 し てい くとい うふ うな 意 味 だ と思 うの

です 。

要 す る に,そ の ネ ッ トワー ク につな ぎ込 め ば端 末 へ で もセ ンタ ーへ で も情

報 が送 られ る,伝 送 され る と い うふ うな意 味 で,通 信の処 理 を通 信 業者 側 の

方 に集 中 してい くとい う意 味 だ と思 い ます。 です か ら,ち ょっ と い まお っ し

ゃ っ てい る ニ ュア ンス と違 うの じ ゃな いか な とい う気 がす るの で す。

Hい わ ゆ るキ ャ リヤ のネ ッ トワー ク側 にあ る の が集 中… …。

Aは い ・この場 合 の ネ ッ トワー ク とい うの は 自社 の ネ ッ トワ ーク とい う

よ りも社会 的 な通 信 ネ ッ トワー ク とい うふ うに,別 にそれ が電 電 公社 で な く

て もいい の です が,そ うい うふ うに理 解 を しな い とち ょっ と議 論 が逆 にな る

可 能性 が あ ります 。

Hこ れ を社 会 的 な面 に広 げ た場 合 で も,そ うい う意 味 では 拡張 して考 え

れ ば キ ャ リヤ側 に持 つ とい うこ とに な る。私 は 狭 い意 味 で とらえ 過 ぎた と思

うの です け れ ど も,全 体 の ネ ッ トとし て考 え る と し て もネ ッ ト側 に持 って い

くべ きだ と思 い ます 。 い わゆ るキ ャ リヤ側 で や る方 が望 ま しい,こ れは 将 来

と もそ うい う傾向 が 強 くな る とは 思 うの で す。

A何 かた とえば とい うふ うな こ とが ござ い ます で し ょ うか。

Hこ れ は ち ょっ と勘 違 い し て 範 囲 を 狭 く と っ て解 釈 し て い た み た い

な ん です け れ ど も,い わ ゆ る標 準 化 とか シス テム 開発 と い う面 か ら,そ れ を
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社 会 的 な 拡 大 の意 味 に と らえ て も同 じ こ とが 言 え る の じ ゃな いか な と思 うの

で す けれ ど も。

F確 か に集 中型 で す と標 準 化 と統 制 化 は で きます ね。

Hは い,そ れ を進 め な い とい け な い。

FH委 員 の2番 の意 見 「ネ ッ トワー クの運 営 及 び シ ス テ ム開発(ネ ッ ト

機 能)の 統 一 管 理」 とな る と,こ れ は ネ ッ トワー クは コモ ンキ ャ リヤ が持 つ

とす れ ば,こ こまで ち ょっ と文 句 は言 え ませ んね 。

Hそ うです ね。 この場 合 は 分 散 の方 に,使 う方 に… …。

AQ12の 前提 で述 べ られ てお りま した で すね,コ ス トが同 じだ とい うこ

とを前 提 に した ら ど うか,そ こが最 大 の ポイ ン トじゃな いか と思 って い るの

です け れ ど も,果 た して コス トが 同 じにな るか ど うか わ か らぬ で す か ら。

1方 向 と しては会 社 の シ ステ ム の実 態 を 見 て い ます と ど うや らネ ッ トワ

ー ク集 中型 に な りつ つ あ るな とい う感 じ が し ます
。 た だ,一 般 的 な 見 方か ら

すれ ば,何 で もか ん で も集 中型 か とい うとそ うで もな い。 た とえ ば 適用 業務

側 でサ ポー トした 方 が は るか に いい とい うシ ス テ ム も あ りま し ょ うし,あ る

いは 技 術 的 な観 点 で ネ ッ トワー クで カ バ ーで きな い と い うこ とが あ りま し ょ

うし,ア プ リケ ーシ ョン と し て 何 も しな い で,単 純 にス ル ー し てほ しい と

い うもの もず いぶ ん あ るわ け です か ら,ケ ース ・バ イ ・ケ ースだ な とい うふ

うに も思い ます 。二 者択 一 方式 でい えぱ 集 中 型志 向 です 。

Aこ の事 例 を御説 明 い ただ け ませ んか。

1こ れ は た また まい まつ くっ てい るシ ステ ムの事 例 に な るわ け で す けれ

ど も,ネ ッ トワー クを 自社 用 の ネ ッ トワー ク に して,違 うメ ーカ ーの コ ン ピ

ュー タ を同 一 の ネ ッ トワ ー クに ぶ ら下 げ よ うと い うこ とな ん です 。 そ ん な と

きは ど うや らネ ッ トワ ー ク に集 中 させ な い と うま くな い な と い うことの1つ

の事 例 なん で す。

Aこ の 左 側 の四 角 いの は タ ー ミナ ル ・コ ン トロール で し ょ うか 。

1そ うで す。
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Fこ れ は 自営(専 用)の ネ ッ トワ ーク です か。

1そ うです 。

F自 営(専 用)の ネ ッ トワークだ った ら集中型の方がいいですね。そ うす ると端

末 が安 くな りますね 。

A社 会 的 な ネ ッ トワ ー ク と して考 え た場 合 は ど うで し ょ う。

1こ れ は ど うい うこ とに な るの か わ か りませ ん けれ ども,や は り方 向 と

しては 集 中型 とい うこ とにな るの じ ゃな いで し ょ うか。 矛 盾 す るか も しれ ま

せ ん が,ユ ーザ ーか らす れ ば集 中型 に し て くれ た方 が簡単 に 使 え る こ とに な

りま し ょ うか らね 。

F電 話 と同 じ よ うに とい う意 見 もあ るのです が,わ れ わ れ の よ うに情報

提供 業 に してみ る と1つ の と ころ に余 り集 中す る型 式 では 困 る の じ ゃな い か。

もっ と フ レキ シ ブル な もの が欲 しい とい うこ とが あ ります 。 そ の辺,業 種 と

規 模 に よ って違 っ て くる と思 い ます ね 。

J企 業 内 とい うこ とで見 て い ます の で,こ こ では集 中型 を とる とい うこ

とで 書 い て お ります が,一 概 には む ず か しいな と。 こ こで書 い て い ます経 費

の問 題 です けれ ど も,制 御 手 順 そ の もの の標 準 化 は 非常 にむ ず か しい の じ ゃ

ない か とい う前 提 で集 中型 にせ ざ るを得 ない の じゃな いか な とい うイメ ー ジ

で 書 いて い るの で す が,業 務 その もの の処 理 は分 散 に持 っ て い きた い とい う

方 向 で は進 ん で い ます。

Kこ こ ら辺 にな って くる とよ くわ か らな い の です が,私,企 業 内 と企業

間 と い うの を逆 に書 い て しま った よ うな気 がす るの です 。 「企 業 内オ ン ライ

ン」 とい うとこ ろ に 「与 え られ た 範 囲 の なか で行 うとい うこ とに全 社 が統一

し て行 え ば 混乱 が な い の では な いか と思 う。」 とい うのは,多 分 これ は 企 業 間

の こ と じ ゃな いか と思 うの です け れ ど も,結 局,回 線 の方 に通 信 処 理 機 能 を

持 た せ て お けば 余 り混乱 な くい ろん な と ころ と通 信 で き るの じ ゃな いか 。

「但 し,処 理 機 能 の改 善等 は 一 定機 関 で協 力 して行 うとい う前 提 で あ る。」

そ の標 準 とい うの を つ くる のは あ る公 的 な機 関 で もってや る。
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企業 内 とい うこ とに関 しては 「シ ス テ ム の拡張 性 が あ る と思 う。」 と書 いた

の です が,こ れ はQ12-3と も関連 す る と思 うの です けれ ど も,1つ の端 末

でい ろいろ な機 種 な りコンピュータな りに 通信 で きる とい うか っ こ うに し てお

い て も らわ な い と,い ろいろなシステムをユー ザ ー と して アプ リケ ーシ ョンを

どん どん広 げ て い くよ うな場 合 に,分 散型 だ とメー カ ー に よっ て異 な る。 ま

た.メ ー カ ーの 中 で もバ ージ ョン とか リリー ス とか 何 とか,ま た特 殊 な機 種

に よっ て違 うとい うこ とにな ります とシ ステ ム の拡 張性 とい う面 で非 常 に困

ります とい うユ ーザ ー ・サ イ ドの希 望 み た いな もの な んです 。

A私,い まち ょっ と言 葉 が足 りませ ん で した が,ク エツシ ョソが12の1,

2,3と 分 か れ て お ります の で,ど うぞ3つ ま とめ て御意 見 いた だ い て結構 で

す。 後 か ら また ち ょっ とバ ック い た します け れ ど も,企 業 内の場 合 に,通 信

シス テ ム 自体 を 企業 内 で考 え るか,キ ャ リヤ とい う社 会 的 な通 信 ネ ッ トワー

クで考 え るか でち ょっ と違 っ て くる と思 うの です がね 。

Kで も,ど ち ら に して もキ ャ リアの針 金 を 使 うわ け です か ら… …。

A針 金 自体 が処 理 機 能 を持 つか ど うか で違 って くる と思 うの です 。

Kで す か ら,与 え られ て し ま った もの の 中 で,そ の コ ンス トレイ ン とい

うか リス ト リク シ ョン とい うカ㍉ そ の 中 で しか アプ リケ ー シ ・ンは 考 え られ

な い とい うの は確 か に フ レキ シ ブル で は な い の です け れ ど も,拡 張 性 だ とか,

余 りいろいろなそ うい うむ ず か しい こ とを考 え るの は いや で すか ら,こ れ しか

で きな い ん だ よと,IBMさ ん は これ で きます,富 士 通 さん これ で き ます,

日本 電気 さん これで き ます と,余 り頭 い い方 じ ゃ ない です か ら,コ ン ス トレ

イ ンが先 にあ った方 がい い とい うこ とな ん です 。

Aち ょっ とバ ック します。12-1(企 業 内 オ ンラ イ ンシ ス テ ム)だ け に

限定 な さら ない で,12-2(企 業 間 オ ンラ イ ンシ ステ ム),3(民 間 セ ンタ

ー を介 す る企 業 間 オ ン ライ ンシ ステ ム)に つ い て も逆 順 に少 し コメ ン トし て

いた だ きた い と思 い ます 。 た とえば 銀 行 とカ㍉ あ るい は 若干 メ ーカ ー もお使

い に な っ てい る と思 い ます け れ ど も,あ るい は 先 ほ ど来 お話 が 出 てい る よ う
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な形 での お 客様 との間 の通 信 とい うふ うな こ とでい か がで ご ざい ます か。

Jむ ず か しい です ね 。 どち らか とい うと集 中型 に近 い イ メ ー ジを 持 って

い ます 。

Aそ の 方 が便 利 で し ょ うね,特 に不 特定 多数 とい うこ とにな ります と。

Jセ ンタ ー と言 って もいわ ゆ るホ ス ト ・コ ン ピ ュータ で の とい う意 味 で

は な くて,フ ロン ト ・エ ン ド ・プ ロセ ッサ ーで す か,そ ん な イ メ ー ジで のい

わ ゆ る制 御 とい うの か コ ン トロール とい うイ メ ー ジが非 常 に強 い と思 い ます ・

A同 業 の 百 貨 店 あ るい は系 列 の 百貨 店 とカ㍉ そ うい う形 で の情 報 の や り

と り とい うこ と もご ざい ます で し ょ うか。

J特 に同 業 とい うよ りも同系 列 の場 合 は完 全 に集 中型 を と ってい ます し,

方 向 としては そ っち です 。

1企 業 間接 続 の場 合 とい うこ とです が,特 に ホ ス,トコ ン ピ ュータ同 士 を

結 ぶ よ うな シ ス テ ム は,そ れ ぞ れ のホ ス トで カ バ ー してい るケ ー スが 多 い わ

け で すか ら。 どち らか とい えば現 在 は 分散 型 とい うこ とに な るのだ ろ う.と思

い ます 。 しか し将来 的 には ホス トとホス トの間 に入 って いろ いろな意 味 の コ ン

バ ータ ー的 な役 割 を 果 た す特 殊 な プ ロセ ッサ ー が で き るの じ ゃな いか と想 像

してい ます 。 ホ ス トで カバ ー しな くと も,そ の 中 間 のプ ロセ ッサ ーにつ な げ

ば そ こで カバ ー し て くれ る とい う想 定 で す。 こ こで は勝手 に 「リレー コ ン ピ

ュー タ」 と言 っ て い ます が,そ ん な もの が 出 て くるん じ ゃない か とい う見 方

です 。 も しそ うい うものが 実現 す るとす れ ば そ れ は 集中型 とい うこと にな る

ん じゃな い か,そ ん な イ メ ー ジを持 ってい ます 。 ですか ら,将 来 的 には や は

り集 中型 にな るん じ ゃな いで し ょ うか 。

AIさ ん の と こ ろ は 特 に12-3(情 報 サ ー ビスセ ン タ ーを介 す る企 業

間 オ ンラ イ ンシ ス テ ム)の 問 題 が重 要 で し ょ うね 。

1そ うなん です 。 こ こで は立 場 を変 え てセ ンタ ー とい うことで考 え ます

が,も と も とセ ン タ ーは 企業 の 間 に入 っ てや って い るわ け です か ら,セ ンタ

ー 自身 の機 能は 集 中型 にな ら ざ るを得 な い わ け で す。
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A.そ の機 能 を ネ ッ トワ ー ク側 に渡 してい い と… …。

1い や,そ うは言 っ てい ませ ん 。

Aそ うは い き ませ ん よ とい うこ とです か。

1ネ ッ トワー クサ ー ビスは セ ンタ ー に と って も大 きな分 野 で あ る と思 っ

てお ります の で,そ の辺 の機 能 を整 備 してい くこ とが1つ の道 だ ろ うと思 っ

てお ります。

Hわ か らぬ ので す が,ど うして もコス トに結 び つ く も の が あ っ て,私

も1さ ん と同 じよ うな現 実 の問 題 か らい くと全 くい まお っ し ゃら れた とお り

な んで す ね。 概 念 と し ては 集 中 とい うか ネ ッ トが あ る べ きだ とい う気持 ち が

強 い の で す 。 そ れ で,使 い 勝 手 の 良 い 安 い もの が提 供 され るべ きだ,そ

れ が で き るか で きない か は別 と して。

L集 中 な の か分 散 な の か とい うのは大 変 乱 暴 な分 け方 な ん です ね 。 ど っ

ち と も言 え な い の です が,大 型 コ ン ピ ュータ とい うのは,あ る程 度 使 い 方 か

ら言 って限 界 に来 てい るわ け で す。 オ ン ライ ン ・シ ス テ ム を組 む場 合 にデ ー

タ量 とか コス トか らい って,通 信 媒 体 は,速 くて,安 くて,丈 夫 で あ る こ と

が要 求 され ます。 た と えぱ イ ンテ リジ ェン ト端 末 制御 装 置 に数十 台 の端 末機

器 を接 続 し て,通 信 処 理機 能 を と もな って高 速回 線 を効 率 的 に使 うとい うこ

と にな る わ けで す。 コ ン ピ ュータ 室 に新 しい オ ンライ ン ・アプ リケ ーシ ョン

を頼 ん で も大 体2年 か か る。 さ ら に細 々 した ものは め ん ど うを見 て くれ ない。

一 方 ミニ コ ンは 世 の 中 に多 数 あ っ て安 く使 え る。 そ うな る と,ミ ニ コ ンが無

計画 に導 入 され るの で重 複 に よ る無 駄 な投 資 が行 わ れ る。 そ こで統 一 的 な利

用 を 計 るため に ミニ コ ンを ネ ッ トワ ーク で結 ぶ こ とにな る。 で すか ら,管 理

は 集 中 す る けれ ど も,オ ペ レー シ ョ ンは末 端 へ持 ってい っ て素人 に使 っ て も

ら う。 先 ほ どの係 長 さ ん,課 長 さ ん の フ ァイル の ぞ き見 は,管 理 デ ー タを手

短 か に参 照 で きる こ とを意 味 す る。 次 に出 て くるのは,細 々 した ロー カル の

処 理 は ロー カル でで き る とい う方 法 です ね。 です か ら,処 理 の分散 が あ り,

デ ータ ・フ ァイル の 分散 が 出 て くる わけ です 。 通信 機 能 の分 散 が最 初 に来 て,

一154-一



処 理 の 分散 が来 て,デ ータベ ー スの 分散 が来 る。

大 型 ホ ス トは利 用 上 あ る程 度 そ うい うこ とで 限 界 が来 てい るの で処 理 機 能

を 素人 に ローカル で使 っ て も らお うとい うことで,ネ ソ トワ ーク の管 理 とい

う立 場 か ら見 れば 全 社 的 に非常 に集 中 型 で すけ れ ど も,や っ てい る こ と 自体,

オ ペ レー シ ・ンそ れ 自体 は 分散 型 にな る とい うこ とです 。

そ れ では異 種 コ ン ピ ュー タの結 合 を ど うす るか 。 それは ミニ コ ンの介 入 が

必要 に な ります。 これ は個 々の端 末 の オペ レー タ ー が価 の 会 社 の デ ー タ ベ ー

スを の ぞ き見 に行 くこ とは恐 ら くない と思 われ ます 。 そ うす る と,異 種 コ ン

ピ ュー タ間 の デ ー タベ ー ス とデ ータベ ー スの 間の や りと り,こ れは 恐 ら く一

種 の ミニ コンか 中 間 コ ン ピ ュータ とい う形 でつ な が る ことに な る と思 うの で

す。

あ とは デ ータ セ ンタ ー の結合,こ れは い ま制 度 的 に制 約 が あ ります 。 しか

しそ れ も恐 ら くデ ータベ ー スを介 してや る こ とにな るだ ろ うとい う気 が し ま

す。 したが って結 合 を図 で描 き ます と次 図 の よ うにな ります。

ノレ ー フ
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A企 業 間 では 当然 ネ ッ トワー ク集 中型 にな ら ざ るを得 な い と… …。

Lは い。

Aこ れ は手 間 暇 か け な い とい うこ とな ん で し ょ うね。

それ と:セ ンタ ーの 問 題 と し ては,次 の よ うな想 定 例 が あ り ます が,こ れ

もネ ッ トワー ク集 中。 ・

センター センター

A社 端末 B社 端末

これ は い まデ ータベ ー ス の例 でお っ し ゃった ケ ー ス で すね 。

Lそ うです 。 デ ー タベ ー ス です 。

F全 くLさ ん と同 じ意 見 な ん で して,将 来 ミニ コ ンが非 常 に多 能 的 に な

ります と,通 信処 理 は 分 散 し て も ら った方 が非 常 に フ レキ シ ブル に な る と思

い ます。 事 例 を 書 い て お りませ ん が,直 観 的 にそ う思 い ます 。 です か ら,企

業 内 オ ン ライ ンあ るい は 自社 内 オ ン ラ イ ン とい うよ うな か っ こ うに しぼ りま

す と,こ れ は 分散 型 の 方 が い い ん じ ゃない か と思 っ てい るわ け です 。 現 にわ

れ わ れ もい ろいろ な シ ス テ ムを地 域 コ ン ピ ュー タ(RC)ぐ らい で統 括 して,

中央 の負 荷 を軽 減 し,中 央 まで問 い 合 わせ が来 な い よ うに,大 部 分 は ・一 ヵ

ル に返 してや る とい うよ うな形 を 考 えています。余 りネ ッ トワー ク に いろ い ろ

な機 能 を持 っておられ ます とち ょっ と しん どいな とい うのが 実 感 です。 そ れが
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分散 型 の方 が技 術 の 進 歩 に フ レキ シ ブル に対 応 で きる とい う考 え方 です ね。

ただ し,今 度 は 企 業 間 にな るとこれはち ょっと話 が 変 わって きて,こ れはむ しろ

標 準化 され て集 中 型 にな った方 が トラ ブル が 少 ない,効 率 的 に組 め る,ソ フ

トなんか も楽 にな るの じ ゃない か と思 い ます 。逆 に こっちは 集 中 型 だ ろ うと

い うこ とで あ ります 。

それ と同 じよ うに,セ ンタ ー を介 した もの も同 じで,こ れは 集 中型 の 方 が

楽 じゃな い か とい うこ とです。 これは 「前 間 に同 じ」 とい うこ とで集 中型 に

して お ります。

大 体 そ ん な考 え 方 です 。 ですか ら,意 見 が ば らば らに な っ て し ま うの です。

A企 業 内 と外 と分 け て,そ れ でか え って不経 済 にな らな い で すか 。 そ う

な る と企業 内 もい っそ の こ とネ ッ トワー ク 側 に全 部 げた を預 け た ら ど うか 。

Fわ れ わ れ情 報 提供 業 が将 来 どこ に生 き延 び るか とい うこ とで … …。

Aこ れ だ け は渡 した くない … …。

F後 でVANの 方 に 出 て き ます けれ ど も,や は りそ の辺 の こ とが ち ょっ

とあ るん じ ゃな い か な とい う感 じが し ます 。 だか ら,余 りネ ソ トワー ク に持

た して し ま うと生 き延 び れな い の じ ゃな い か とい う危機 感 が若干 あ ります。

ぴ ち っ とイ メ ー ジ浮 か ば ない のです が,何 か漠 然 とした そ うい う危 倶 が あ り

ますね。

AOさ ん … …。

O前 回Eが 出 て,企 業 内 シス テ ム につ い て意 見 を述 べ てい ます。

1.集 中 型 を と る。 ② 分散型をとる。

理 由 ・御 意 見

本来通信処理機能はオ ンラインシステムを運 営,利 用 する側 にとっては,ブ ラ

ックボ ックス化出来 るものであ り,こ れを標準化 し通 信ネ ットワーク内 に集中付

加すれば,多 くの システム にとって非常 に効率 的とな ります。

各 システム毎 に通信処理機能を持 ってい ることは,無 駄が多 くトラブル発生 の

原因で もあ ります。

Aこ れ は 「理 由,ご 意見 」 とい うとこ ろ と,上 の 「集 中」 「分 散 」 の と
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こ ろが反 対 じ ゃない か な とい う気 が す るの です が… …。

Oこ れは 全部 分 散 型 に マル を つ け てい るの です が,こ の理 由は 集 中型 の

よ うなん すね 。

E私 の趣 旨はキ ャ リヤの方 に集 中 し,そ のキ ャ リヤ の方 で は 分散 して い る

で あ ろ うと言 った の で あ り,こ こで 議論 され て い る意 味 では 集 中型 でつ け る

べ きで訂正 します。

A集 中型 の よ うです ね。

企業 間 シス テ ム につ い て ご意 見 は 次 の よ うです 。

企業間システム(セ ンターを介 さない)

1.集 中 型 を と る。 ② 分散型をとる。

理 由,ご 意 見

分散型 ととる理 由はQ12-1と 同様ですが,こ の場合異機 種間結合 の可能性 も

高 く,分 散型 にすれば接続 も容易 とな り,大 変有効であると考 えます。

センターを介する企業 間システム

① 集中型をとる。 ② 分散型をとる。

理 由,ご 意 見

この場合業務 内容 により,ど ちらの選択 も考え られます。

・端末機がTTY系 の場合,ネ ッ トワーク内に通信処理機能を持 つ必要 も価値 も

な く集中型が有利 であ る。

・端末機が多種類 のインテ リジェン ト機能を必要 とするサー ビスの場合,分 散型

とする方が有利である。

0セ ンター を介 さ な い企 業 間 シス テ ム では,「 異機 種 間 結 合 の可能 性 も

高 く,分 散 型 にす れ ば接 続 も容 易 」 にな る と書 い て あ るの です 。

Aこ れは 多 分 集 中型 で す ね。

Oネ ッ トワー ク に集 中 す る… …。

Aネ ッ トワー ク に集 中 す る とい うこ とで すね 。 ど うや ら情 報 サ ー ビス に

な る と渡 せ な い もの が あ る とい うの で,Eさ ん も同 じ よ うに ……。

Fは っ き りと言 え な い の です が,何 かち ら っ とそ うい う考 え が頭 に残 り
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ます ね。

Aで は,Gさ ん … …。

G私 も非 常 にば っ さ りと分 け るわ け にい か な い よ うな と こ ろが一 応考 え

られ まし て,私 は 中間 的 な意 見 で 「集 中 分散 型 にな る と思 う」 と書 い て あ る

の です けれ ど も,と にか くネ ッ トワー クは企 業 内 です と集 中型 に な って い く

だ ろ うし,処 理 自身 は これ か ら分 散型 に移行 され てい くだ ろ う,そ れ が通 信

回 線 の コス ト ・セ ー ブに な って い くだ ろ うとい うよ うな こ とが考 え られ て,

一 応 ネ ッ トワー ク 自身 は集 中型 だ ろ う。

そ れか ら,2の 方 の 「企業 間」 の と ころ で,3の 質 問 の とこ ろで私 は 「分

散 型 」 にマル が つ い てい るの で す が,私 の手 元 の もの で す と2が 分 散型 に な

る ん だ ろ うとい うこ とで マ ー ク され てい る の で 直 し てい た だ きたい の で す が,

3は 御 回 答 してお りませ ん。 ち ょっ とわか らない 。 一応 手元 の 資料 は2の 方

で考 え てみ た い の です 。 とい うの は,企 業 間 の場 合 に分散 先 で ネ ッ トワー ク

が集 中化 され てい くん じ ゃな いだ ろ うか とい うよ うな と こ ろが 考 え ら れた も

の ですか ら,ち ょっ と… …。

A相 手 が そ うな ら し よ うが ない とい う… …。

Gそ うい うよ うな こ とで こ うい う意 見 を 出 し ま した 。 特 に メ ー カ ーが違

っ た異機 種 間 の問 題 そ の 他 の こ とな ども一 応 考 え て,分 散 型 に近 い の かな,

分 散 先 で集 中型 にな る のか な とい うとこ ろで,私 の とこ ろ もち ょっ とセ ンタ

ー的 な要素 が あ ります の で ,極 端 に す っぱ りと考 え方 が 割 れ な い と ころ が あ

ります 。

A物 流 は情 報 を一 緒 に や ります か らね。

私 の番 です が,私 は メ モ に書 い て おいた の です け れ ど も,集 中 に し ろ分散

に し ろ コス トが 同 じ とい う前 提 に立 っ てい るわ け で して,こ の 前 提 に立 った

ら便 利 な方 を とる んだ ろ う とい うこ とで,恐 ら く時 間だ け が 変 数 で結 論 が お

のず か ら導 かれ るだ ろ う とい う意 見 です。 申 しわ け ない の で す け れ ど も,こ

の12-1(企 業 内 シ ス テ ム),2(セ ンタ ー を介 さない 企 業 間 シス テ ム),
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3(セ ン ター を介 す る企 業 間 シス テム)に つ い ては ず ば っ と結 論 を1と も2

ともつ け てお りませ ん,メ モ だ け 出 してお い た の です 。 ユ ーザ ーは 当然 手間

のか か らな い 方法 を選 ぶ の で あ っ て,し た が って ネ ッ トワー ク にす べ てを ゆ

だね て,コ ンセ プ ト ・イ ンタ ー フ ェースが で きれ ば そ れ を志 向す るに決 ま っ

て い る6た だ,現 在 の 自営 の設 備 を どれ だ け持 っ てい るか とい う問題 が あ り

ます し,ネ ッ トワー ク構 成 の 大 幅 な変 更 を伴 い ます か ら,そ の移 行 に若干 時

間 がか か るだ ろ う。

それ か ら,問 題 は 通 信 ネ ッ トで す べ ての通 信 処 理 機 能 を果 た して持 ち得

るか ど うか。 した が って,ユ ーザ ー と しては 両 者併 用 の形 で進 ま ざる を得 な

いの じゃな い か と考 え て お ります 。具 体 的 には,企 業 間 オ ン ライ ンでは イ ン

タ ー フ ェー スや プ ロ トコル の と りや す さ と歴 史 的 な遺 産 か ら,自 社通 信 系 で

の通信 処 理 が か な り後 を 引 い て い くと思 わ れ ます 。 現 在 す で にこれ は も う結

ん で あ る と ころで す 。 近 畿 日本 ツー リス トと 日本 航 空 とか 国 鉄 とか,特 に 国

鉄 の場合 は今 年 か ら ス タ ー トし ますか ら,こ れ は か な り後 ま で尾 を引 い て し

ま うと思 わ れ ます 。 しか し,新 しい遠 隔 入 出力 方式,先 ほ ど来 い ろい ろ議論

の あった フ ァ クシ ミ リと図 形 の ア ウ トプ ッ トとか とい うふ うな こ とま で含 め

てい った ら,ネ ッ トワー ク側 に ゆだ ね る こ との 方 が 便 利 な こ とが 当然 出 て く

るだ ろ うと思 わ れ ます 。

それか ら,企 業 間 オ ン ライ ンは 現 在 よ りは るか に複 雑 化 し,交 錯 を した形

に発展 をす るだ ろ うこ とは 当然 だ ろ うと思 い ます 。 セ ンタ ー とセ ン ター だ け

では な しに,セ ンタ ー と ノ ー ドあ るい は タ ー ミナル,い ろん な形 で絡 み 合 っ

て きて,タ ー ミナル 自体 も他 社 の通 信 端 末,先 ほ どお っ しやい ま した フ ァク

シ ミ リと音 声 とか あ るい は 画 面 とか とい うふ うな 複合 化 した 通信 端 末 とい う

よ うな もの が考 え ら れ ます の で,そ うい う相 互 乗 り入 れ とい うこ とを当 然 考

え る。 こ うい う場 合 に,そ れ ぞれ に処 理 側 で もっ てそ れ をや らな け れば な ら

ぬ とい うこ と 匠な る と大 変 手 間 の か か る こ とにな っ て,そ うい った もの を一

元 的 に標準 化 し てや って い た だ け る よ うな こ とが ネ ッ トワ ーク側 で対 応 で き
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るな らば ユ ーザ ー と しては 使 え る ものは 使 って い くだ ろ うとい う姿勢 にな る

と思 い ます 。 た だ,不 特 定 多 数 との応 答 は 必然 的 に標準 化 に進 み,そ の 分 野

で ネ ッ トワー クの果 たす 役 割 りは 多 い の じゃな いか 。 企業 間 とい うこ とだ け

じゃな し に,一 般 の顧 客 とのや りと りとい うこ とでは か な り大 き くパ ブ リッ

クネ ッ トワ ー クへ の集 中化 を促 進 させ る もの では な いか 。

以 上 が私 の 意 見 で,そ の 次 に民 間セ ンタ ーを介 す る場 合 も同 じ よ うな 意味

で,そ うい うふ うに進 まざ るを 得 な い の じゃな い か な とい う気 が実 は した の

です 。

この 問題 で それ ぞ れ個 別 に,御 質 問 な り御 意 見 な り自由 に交 わ して い ただ

きた い と思 い ます 。

K分 散 型 を とる場 合,こ れ は メ ーカ ー とか,あ とは 情 報 処 理 サ ー ビス 提

供 業 者 とい うの です か,そ うい うところでいろいろな や りと り とい うの は 決 め

る もの な んで す か。

Fそ うです,メ ー カ ー との 間 で い ろい ろや りと りし ます 。

Aそ れ しか な い です ね 。

Fう ちか ら こ うい う機 能 をつ け て くれ とい うス ペ ック を 出 す わ け です 。

だ か ら,結 構 や っか い です よ。 わ れ わ れ が相 当 勉 強 しな け れ ば い け な いわ け

です。

A自 社 内だ け で も,い ま の ま まの コ ン ピ ュータ で,い まの 端末 だ け使 っ

てい くだ け な らい い で す けれ ど も,先 ほ ど来 の議論 の よ うに,フ ァク シ ミ リ

と一 緒 にな って きた り音 声 が 出 て きた り,そ れ と画 面 と一 緒 に とい うふ うな

ことの 要請 が い ろい ろ 出 て き ます とか な りめ ん ど う くさい こと に な ります ね。

Kそ うす る と,一 般 企業 では そ うい う人員 は,た とえば 要 求 を 出す だ け

に しま して も,そ うい う要 求 を 出せ る レベ ル の 人 も余 りい ない の じゃ ない か

と思 うので す。

Aそ うで もな い と思 い ます よ。 とい うのは,メ ー カー はや は り売 らなけ

ればな らないですから,質 問 を 整理 して,こ れ は ど うです か ど うで す か とい う
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ふ うに し て来 ら れ る と,そ れ が お のず か らスペ ック にな るん じ ゃな い です か。

Kで もそ の ため に3ヵ 月 も4ヵ 月 も プ ロジ ェク トが遅 れ る。 た とえば 今

年 の8月 か らや ろ うとい うの を,そ れ が あ るた め に来 年 の1月 に な って し ま

うとか とい うよ うな,そ うい う方 の損 失 の方 が一 般 の 企業 に と っては 大 きい

の じ ゃな い か と思 うの で す が ね。

Aし か し,そ れ は ネ ッ トワー ク側,キ ャ リヤ のネ ソ トワー ク側 で そ の機

能 を お持 ち に な って も そん な に変 わ ら な いか も しれ ませ ん。

Kた だ,そ うす る と皆 さん が知 っ てい る こ とで す ね。

Aし か し,必 ず し もキ ャ リヤ がお持 ち の もの が 全 部 わ か る とは 限 り・ませ

ん 。

Kオ プ シ ョンで取 る とい うよ うな感 じに な るか も しれ ませ ん け れ ど も。

あ と も う1つ,こ れ は違 う方 向 か らの こ とな んで す が,私 なん か の 方 の立

場 か ら見 ます と,シ ス テ ムを デザ イ ンす る と きに,先 ほ ど も言 い ま した けれ

ども,与 え られ て し ま った もの と,こ れ は われ わ れ で は ど うに もな らぬ もの

だ とい うの が うん と あ った方 が早 くで き るわ け です ね 。

そ れ と も う1つ は,稟 議書 とい うか,そ れ を持 っ てい って,承 認 す る方 も

も うそ れ は政 府 の命 令 だ とか,そ うい うふ うな感 じで 非 常 に楽 な ん で す よね 。

だか ら,ど ち ら を と るか とい うこ とでな くて,い い か とい うこ と と と るか と

い うこ と にな ります と話 は別 だ と思 うの で す が,と るか とい う方 の 面 か ら見

る と ど うして も集 中 型 の方 へ … …。

Hネ ッ トをや る場 合,ユ ー ザ ー側 に相 当 ス ペ シ ャ リス トがい ない と大 変

な こ と にな ります ね 。

Kそ うです ね,そ んな 人 は余 りい ない と思 うの です 。

Aい まKさ ん お っ しゃ っ てい るのは,そ れ が ネ ッ トワ ーク側 に集 中 され

て い って も,そ の ため にユ ー ザー側 はか な り,勉 強 しなけ れば な らな い とい う

意味 です ね。

Hそ れ と,い ま各 メー カー が アー キテ クチュア を開 発 しつ つ あ ります ね。そ
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れ で,ホ ス トと端末 との 関 連 が か な り強 く,た だ単 につ な げ る と非 常 に効 率

が悪 くな る場 合 も考 え ら れ る の ですね 。 ユ ーザ ーが 効 率 が悪 い とい うこ とを

指 摘 あ るいは 気 が つ くの には 相 当 の知 識 が 要 ります 。 これ は メ ー カ ー に近 い

知 識 が要 ります ね。 確 か に ミニ コ ンを介 せ ば 何 で もつ き ます。 と ころが,効

率 とか機 能 とか を 殺 さな い とつ か な い とい う場 合 もあ るの で す。 だ か ら,こ

うい うこ とは確 か に概 念 的 には わ か るの です け れ ども,実 際 には そ のメ ー カ

ー が1つ の 理 念 の も とに ア ー キ テ クチ ュア を開発 して い ます ね。 異 な った メ

ーカ ー の ア ーキ テ クチ
ュア と ア ーキ テ クチ ュアを ドッキ ン グす る とい うと き

ユ ーザ ー側 に ,そ うい うスペ シ ャ リス トが 必 要 だ し,か な りコス トが か か り

ます か ら,お っ し ゃられ る とお り,提 供 され た もの をそ の ま ま使 いた いの で

す けれ ど も,使 い切 れ な い と い う気 がす るの です 。

お っし ゃ られ る とお り,提 供 され た もの を そ の まま使 い た い の です け れ ど も ,

使 い
.切れ な い とい う気 が す るの です 。

Aそ れは 個 別 に持 た れ る よ り も,も しか す る とネ ッ トワー ク側 で一 括 し

てお持 ち に な っ て いた方 が安 いか もしれ ませ んね。

NAさ ん,効 率 性 の問 題 とい うの は経 済 性 が あ る と意 うの です よ。 これ

は 料 金 固定 とい うか っ こ うで考 え てい ます けれ ど も ,い ま 日本 で 分散 処 理 に

い か ざ る を 得 な い と い うの は ・ 非 常 に 遠 近 格 差 の あ る料 金 水 準 に な っ

てい るた め に経 済性 が折 り合 わぬ とい うの が あ る ら しい の で す ね。 だか ら,

遠 近格 差 がな くな って きた 料 金 体系 に な っ て くる とあ る程 度考 え が変 わ っ て

くるの じ ゃな い か と思 うの で す。 で すか ら,効 率 性 だ け で判 断 で きな い 要 素

が あ るの で す が,こ の場 合 は 前 提 と して料 金 水準 据 え置 き とい う前 提 に な っ

て い ます か らね 。

A水 準 と体 系 とが ね。 そ れ で問 題 なん で す よ。私 は そ こが問 題 だ ろ うと

思 うの です よ。

N大 分 判 断 要 素 が変 わ って くる と思 うの です 。 料 金の 関 係 が変 わ っ て く

る と,分 散 と集 中 とい うの はか な り大 き く変 わ っ て くる と思 うの です。
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Aわ れ わ れ ユ ーザ ーか らすれ ば,電 話 み たい に コ ンセ ン トで イ ン タ ー フ

ェース とれ た ら,こ ん な便 利 な こ とない です よ。

Fそ れ が 一番 い い です け れ ど もね 。

Aそ の こ とにつ い て経 済性 に優 劣 が ない な ら そ うや って し まい ます よ。

Fそ うしたい の だ け れ ど も,そ うじ ゃない か ら知 恵 を しぼ ってい るわ け

です 。 そ うい う意 味 では む だ か もしれ ませ ん。 プ ロジ ェク トは メ ー カ ー と折

衝 して 自分 た ち の 思 う機 能 を つ くって もら うに は1年 くらいか か ります よ。

で す か ら,む だ と言 えば む だ で す。 そ の よ うに して い まの ネ ッ トワーク体 系,

料 金 体系 のな か で も っ と も経 済性 の よい方法 を探 して い るわ け です 。

Kそ れで もペ イす る とい うことです ね 。

Q13VANの 成立 分 野

Aど うや らそ こ ら辺 の話 にな りそ うです の で,あ とQ13はVANで,Q

14は イ ン タ ーフェースとプ ロ トコル の標 準 化 の問 題 です の で,そ こへ 話 し を

進 め たい と思 い ます 。

VANで 特 に御 意 見 を お持 ち の方 は ど うぞ御 発 言 くだ さ い。

1「 適用 分 野 」 「必 要機 能 」 につ い ては ち ょっ と別 に します とキ ャ リヤ

が と りこん で し ま うよ うな エ リアで のVANは 民 間 では経 営 的 に成立 しな い。

した が ってキ ャ リアが や らな い す き間 を 民 間 が うめ る こと にな る のだ ろ うと

思 い ます。 た だ,具 体 的 な イ メ ー ジ と しては まだ も う1つ ピ ンと来 て い ませ

ん ので … …。

Aネ ッ トワー ク側 へ の 集 中 とシ ステ ム側 で の分 散 と両 立 の形 にい か ざる

を得 ない とい うこ と にな る と,個 別 の方 の と ころ では 出場所 が あ りそ うです

ね。

1そ うです ね 。 個別 対 応 の と ころで キ ャ リヤ と比較 して いい とい うもの
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を 出 し てい か な い と うま くな い の で し ょ うね 。

AJさ ん の 「キ ャ ッシ ュ レス ソサ エ テ ィー」 とい うのは … …。

JVANと キ ャ リヤ と何 か ミ ックス して考 えて い るよ うな感 じで答 え て

い ます の で,先 ほ ど申 し上 げ ま した個 人 デ ー タ,個 人信用 デ ー タ とい うの は

非 常 に使 い道 が 出 て くるん じゃ ない か とい うの と,こ こ には 書 い て あ りませ

んけれ ども,た とえば い ま銀 行 とのデータはオ ンライ ン化は してお りませんが,デ

ータのや りと りはいまほ とん ど紙 で や って い る ので す が
,磁 気 テ ー プ交換 とい

うことで 出 して くるわけです 。 銀 行 だ け で も何 十 行 あ りますので,そ れを一 々磁

気 テ ープ をつ くるとい うのは非 常 にめん ど うくさい。 だからどこか に集 中 して デ

ータ を配 分 して いた だ け る とい うよ うな業 務 が 出て くるの じゃ な いか
。

それか ら,も っと進んで,い まずいぶん来 ていますけれ ども,各 取 引先,こ れは

何 千社 あるわけです けれ どもこれ も磁 気 テープで支払いの案 内を よこせ とい うとこ

ろ も出て きていますので,こ れ も磁 気 テープ何千本 つ くるとい うのは 非 常 に大変 と

い うよ り不 可能 に近 いの で,こ れ を分 配 す る よ うな機能 とい うのが非 常 に欲

しい な とい う思 い は あ ります。

K私 は 「適 用 分 野」 は 「関 連 企業,他 企業 との デ ータ 交換 」 と書 い て あ

る の です が,具 体 的 には 私 ど もは 石 油事 務 機 械 化 合 理化委 員 会 とい うの をつ

くっ て,2ヵ 月 に1回 ぐら いず つ 集 ま って み んな で あ あ し よ うこ うしよ う と

い うわ け で,こ の 間 も 話 題 に な っ た の で す が,わ れわ れ オ イ ル ・エ ク スチ

ェ ン ジ と呼 ん でい ます けれ ど も,油 を 借 りた り貸 した り一 モ ー ビル の ガ ス

ス テー シ ョン で売 っ てい る油 は 必 ず し もモ ー ビル が つ くった もの では な くて,

お互 い に貸 した り借 りた り して い るわ け な ん です。 それ を決 済 す るので す け

れ ど も,非 常 にめ ん ど うなん で ま とめ てや っ て し まお うじ ゃな いか 。 とこ ろ

が,話 が余 り太 き過 ぎて ど うも具 体 性 が な い とい うことに な った の です け れ

ど も,こ うい うVANの よ うな もの が許 容 され る と した ら そ の種 の業 務 でや

っ て いけ るん じ ゃない か とい うふ うに ち ょ こっ と思 い ま した。

Aい まのJさ ん の御意 見 に似 て い ます ね 。
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J多 分 ニ ア ・イ コール だ と思 い ます 。

AFさ んは … …。

F私 もこ こ に漠 然 と書 い て おい た の で すが,や や世 界 の情 勢 が変 わ って

き て,昔 は や りや す か った の です が だ ん だ んむ ず か し くな って きた。・VA

Nと し て 日本 で残 る とい っ た ら デ ー タベ ース ・サ ー ビス の提 供 ぐらい しか な

い のか な と。 本 当は 回 線 の リセ ール とい った もの をや りたか った の です が,

DDXが 出て きた ら恐 ら く営 業 的 には こ のVANは 日本 では 成 立 は むず か し

い の じ ゃな い か な と思 うの で す。 だか ら,も しや る とす れ ば,何 か,特 化 し

た機 能,す 一 ビス を提 供 す る,こ の何 か とい うのが まだ も うち ょ っ と ピン と

来 な い の です が,何 か あ るの では な い か,こ うい うよ うに考 え て い ます。

そ れ で,デ ータ ベ ー ス ・サ ー ビスをや る とす れ ぽ,必 然 的 にそ の必 要 機 能

と して は入 出 力処理 を や っ て いか な い とい か ぬ。 それ か ら,デ ー タベ ー ス に

ア クセ スす るの に非 常 に速 くア クセ スで き る能率 的 な アクセ ス方 法 は な にか

とい うこ とを考 え なけ れ ば い か ぬ と思 い ます。 そ れ以 外 に もVANと して生

き残 り得 る特 化 した 機 能,サ ー ビス がな け れ ば ち ょっ とDDXと 太 刀打 ち で

きな い の じ ゃな い か。 や や この ご ろ弱気 に な っ てお ります 。

A私 の意 見 は別 紙 の補足 説 明 の と ころ に書 い て し ま って,大 体 皆 さん と

同 じ よ うな感 じな ん です けれ ど も,Lさ ん,い まの と ころ を総 括 的 に まとめ

てい た だ け ませ ん か。

Lユ ーザ ー に とっ て最 大 の 関心 事 は料 金 問題 だ ろ うと思 い ます 。 い ろ い

ろ新 しい サ ー ビスが 出 て きた場 合 に まず 先 立 つ と ころ に関 心 が い きます。 い

ろい ろ新 しい機 能 は 中小 企業 で は使 うこ とにな る と思 う。 しか し効 率 と費用

の点 か ら大 企業 は 自分 の と ころで 自前 の ネ ッ トワー クを持 つ こ とに な る よ う

な気 が し ます 。 しか し,異 な った 企業 間 で共 同 で使 え る よ うなVANと い う

の が あれ ば使 わ れ る と思 い ます 。 しか もそれ は経 済性 の 面 か らです 。

1つ 問 題 は 障 害対 策 で す。 余 り複 雑 な もの は 障害 を起 こ した と きに回 復 が

め ん ど うに な ります 。
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そ うい うこ とで,使 用 され るVANの 機 能 とい うのは ご く限 られ て くるだ

ろ うと思 い ます。

A実 は 私,外 資 系 を 除 い てわ が 国はVANを 営業 とし て企業 化 を成 立 さ

せ るよ うな萌 芽 は まだ な い の じゃな い か とい うよ うな ことを 独断 的 に書 い て

し まった の です が,そ れ は ど うです か。

L確 か に そ うで す 。 それ は ヨー ロ ッパ も同 じ だ と思い ます。VANの 育

つ環 境 が な い と思 い ます ね 。

Mた だ 回線 の分 野 では 独 占 とい うこ とが い ろ い ろな問 題 の根 元 にあ り ま

す。 良い 面 もあ り,問 題 を含 む面 もあ るわ け です が,や は り競 争 原理 を導 入

して 問 題 を 含 む 面 の 修 正 を計 る必 要 のた め に も,特 殊 では あ っ て も経 済 的

に成 立 す る分 野 ではVANを 認 め るべ きだ とい う主 張 は守 る必 要 が あ るで し

ょう。 そ して経 済 的 に成 立 す る分 野 があ るか ど うか は,回 線 利 用 制 限 が どの

よ うに緩 和 され るか され な い か と裏腹 の問 題 だ と い うこと も指 摘 して お く必

要 が あ る と思 い ます。

各 種 イ ン タ フ ェ ー ス,プ ロ ト コル の 完 全 標 準 化

A育 つ 環境 が あ るか ど うかは ともか く,萌 芽 が ない とい うこ とは 大変 困

る ことで す よね 。

そ れ ではQ14(各 種 プ ロ トコル,イ ンタ フ ェー ス の完全 標 準 化)に 入 りた

い と思 い ます 。 これ は わ りと答 えが 集 中 的 にな っ て お ります 。

H結 局,い ま現 実 にや って い る こ とが ど うも頭 の中 に あ る もの で す か ら,

先 ほ ど来 の そ うい う新 し いい ろ い ろ な各 メ ー カ ー で発 表 され る機 種 は,1つ

の アー キ テ クチ ュアの 中 に組 み込 まれ た ものが 売 り出 され て お ります が,そ

の異 機 種 間 とい うこ とか ら言 うとまだ まだむ ず か しい よ うな,ま だ グ レー ド

ア ップ して い る最 中 の もの が 多 い よ うですか ら,10年 とい うことで も,ま だ
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も うち ょっ と先 にな るの じ ゃな いか とい うのが実 感 です 。 こ この上 の文章 の

「全 く自 由に」 とい うこ とに ち ょ っと こだ わ った の です 。 で す か ら,考 え よ

うに よ っては 一 部 の解 釈 に よっ ては可 能 と思 い ます。 皆 さん の書 い て お られ

るのを 見 た ら 「一部 可 能 」 とい うのが 多 か った の で,私 も こ こは 「不 可 能 」

に マル を つ けた もの の意 思 が ぐら っ としたのですが,全 く自由 になるのには も

う少 しか か る よ うな感 じが した の です。 この 「一 部 」 とい う意 味 もち ょっ と

解 釈 しに くか ったの で す。 そ うい うことで左 ・「不 可 能」 に行 っ て しま った の

です が,2「 一 部 可能 」 にな るか も しれ ませ ん。

1「 一 部 可能 」 とい うこ とな ん です 。 その 「一 部 」 の とらえ 方 です け れ

ども,先 ほ どHさ ん のお話 に もあ りま した けれ ど も,ハ ー ド寄 りの レベル,あ

るい は電 気 通信 よ りの レベ ル で のつ なが りとい うのは か な り自由 に な っ て く

るだ ろ う。 た だ,ハ ー ドが つな が るか ら とい って効 率 性 とか 経済 性 とい うか

使 い勝 手 までひ っ くる め て ツー ツ ー にな るか とい うとそ うで もない と思 うわ

けで す。 そ れは か な りや っか い な問 題 を個 別 にカ バ ー しな い といけ な い だ ろ

うとい う趣 旨 です。 つ な が り方 には あ る種 の レベ ル み た い な の があ って,つ

な が り方 の程 度 が幾 様 にで も敷 け るの じ ゃな いの か な と思 い ます 。 「一 部可

能」 に した の は,そ の よ うな意 味 です 。

Lい まの1さ ん の意 見 と全 く同 じで す。 ハ イ レベ ル 伝 送 制御 手 順 とい う

の は 国際標 準 が あ るわ け で す か ら これ が 使 え ます 。 その 上 に さ らに,経 路 選

択 と転 送 制 御 の機 能 が必 要 です が,い わ ゆ る物 理 的 な メ ッセ ー ジの や りと り

は で き ます 。 だ か ら,メ ッセ ー ジ単 位 で の通信 は で きる けれ ども,そ れ では

ネ ッ トワー ク につ な ぎ込 ん だ とき に異 な った オ ン ライ ン体 系 の もの が動 くか

とい うと,そ れ は問 題 なわ け です 。 だ か ら,時 間 が た て ば メ ッセ ー ジ単 位 ま

では つ な が る。 しか し,そ れ以 上 は ち ょっ とむ ず か しい とい う気 が し ます ね。

Aつ な が るだ け て は 困 る,同 じ こ と にな ります ね。

Kさ ん が わ り と楽 観 説 … …。
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Kい まLさ ん の意 見 を 聞 い て,あ あ そ こ まで は で きるの か な と,そ の く

らい で きるの な ら もっ とで き るの じゃな いか。 そ うな って も らわ な い とユ ー

ザ ー と しては デ ー タ ・コ ミ ュニケ ー シ ョンを前 提 と した シス テ ム が開 発 しに

く くな る とい う楽 観 説 か らです とい う,完 全 にユ ー ザ ーの 立 場 に立 っ て,そ

れ と私 ども前 に,あ る会 社 で,現 在 もや って い るの です が,ち ょっ と拡 張 し

よ うと思 った ら ものす ご く高 い こ とを その会 社 が 言 って くるの で すね 。 うち

は そ れ を選 ば ざる を得 な いの です よ,ほ か に もっ とあ る の です が。 で も,や

れ シ ス テ ムが ど うの こ うの,あ あ の こ うので,最 初 は非 常 に安 い の です けれ

ど も,拡 張 し よ うとす る とや け に高 くな って,そ こ しか選 べな い,そ うな る

と非 常 に くや しい です か らね。

GLさ ん に ち ょ っ とお 聞 き した いの で す が,IBMが これ だ け の シ ェア

を持 っ て もむず か しい とい うこ とが現 状 と して あ るわ け です ね 。 これ が た と

えば 日本 にお い ては 富士 通 だ とか 日立 だ とか が このIBMの シ ェ アを どん ど

ん下 げ て い くこ とが予 想 され る と思 うの です。 そ うな った ときな お さ らイ ン

タ フ ェース を取 る の がむ ず か しい のか,異 種 間 の各 メーカー,ホ ス ト ・メーカ

ーだ けで は な くて ,端 末 メ ー カ ー も含 め て の話 なん です けれ ど も,IBMの

シ ェアを 下 げ るが た め に イ ン タ フ ェー スが とれ るか っ こ うに寄 っ て きて シ ェ

アが下 が って い くのか,そ の 辺 ど うなん です かね 。 企業 戦 略 み た い な もの も

あ る で し ょ うし,今 後 これ ら の技 術 革 新 み た い な もの もあ る と私 は思 うの で

す けれ ど も… …。

A日 本 の場 合 には 明 らか に国 家的 威 信 み た いな もの が働 い てい ます ね。

Gで す か ら,私 は 非 常 にむ ず か しい の じ ゃな い か な とい う気 が す るの で

す がね 。

Lミ ニ コ ンを介 す れ ば 何 で もつ くわ け です が,し か し,メ ッセージ単 位 で

のつ なが りな ん で すね 。 オ ンライ ン ・コ ン トロール の ソフ トウ ェアが絡 ん で

い ます か ら,能 率 が悪 い とい うか変 換 に暇 が かか る とい うか,そ れ は ど うし

て も残 りますね 。 しか も,何 とで も結 合 す る とい うことになる といろい ろ な形
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の もの が必要 に な る わ けで す ね。

Aそ れ ぞ れ に対 応 す るた め に1つ ず つ置 い て いか な け れぼ な らな い。

Lい ろい ろな もの が 出 て くるわ け です。

NACSも あ れ だ け大 きな ア ドバル ー ンを上 げ た け』れ ど も,実 際 や ろ

ろ うと思 うとい ろい ろ シ ス テ ムが で きて しま っ てい る か ら うま くつ な が ら な

い ら しい です ね。 で す か ら,結 局 行 き詰 りとい うか しば ら く検 討 期 間 を置 い

て 出直 しだ とい うよ うな こ とを言 っ てい るみ た い で す ね。

Lで すか ら,そ の ソ フ トウ ェアの 問題 な んで す ね。

G各 メ ー カ ー が 自分 の と ころ の もの を売 っ てい か な けれ ば な らな い要 素

と,そ れ か ら寄 っ て いか な け れ ば売 れな い の か とい うと こ ろ と,特 性 を持 っ

ていか な い と売 れ な い のか とい うよ うな と ころ と,そ の辺 が ど うも… …。

Lオ ンライ ン制 御 のた めの通 信 ア クセ ス方 式 と,そ の 上 にデ ータベ ー ス

を 制御 す るい ろん な ソフ トウ ェ アが あ ります ね,そ れ ら を連結 してい るわ け

で す が,各 社異 った そ うい うものを持 って い るわ け です 。

A単 に通信 上 の 問題 だ け では ない の です よね。

G多 分 ハ ー ド的 な プ ロセ ス の問題 も含 め て,そ うい う意 味 で ソ フ トウ ェ

ア が違 っ てい るか らむ ず か しい とい うこ とに な るんだ ろ うと思 うの です けれ

ど も……。

Aデ ータベ ー ス を考 え る と,検 索の や り方 自体 それ ぞれ が違 っ てい る も

の を お持 ち な わ け で し ょ う,そ うす る とネ ッ トワー クだ け で も ど うし よ うも

な い です ね 。 だか ら,さ っ きLさ ん が メ ッセ ー ジ単 位 の と こ ろ まで 落 と して,

そ の レベ ル では い け る とい うふ うな,私 もそ ん な感 じが し ます ね。

A－ 応 これ でQ14ま で行 きま した の で,あ とは総 括 表 のQ15だ け です
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か ら,全 体 を通 じ ま して御 意 見 が ご ざい ま した ら承 ります 。 よろ しい で し ょ

うか。

ま と め と し て ち ょっ と ま だ 早 いの か もしれ ませ んけ れ ど も,い ま まで の

議 論 の 中 で は,こ れ ま で は 特 定 通 信 回 線(デ ー タ を 送 る もの)と そ うで

な い もの を専 用 線 と い うふ うな こ とで分 け てお ります けれ ど も,こ れだ け の

話 にな っ て くる と画 像 も音 声 もデ ー タ もす ご く密 着 して くるの で,い まの法

制 自体 は 全 く前 提 とし て問 題 に しな い とい うこ とに な って い ます か ら,そ こ

ら辺 の と ころ を この委 員 会 と し てはぜ ひ強調 を して いただ きた い とい うこ と
'

ですね 。

そ れか ら も う1つ は,キ ャ リヤが おや りにな っ てお るデ ータ処 理,デ ー タ

通 信 設備 サ ー ビス との 関係 が い ま の法制 で 明 確 に な っ てい な い の で,そ こ ら

辺 を明確 に してい か な い と,今 後 進 む方 向 と して 民間 が,ユ ーザ ーが 非 常 に

困 る と思 い ます。 当 然,民 間 との 相 互乗 り入 れ もい ろい ろ頻 繁 に な るで し ょ

うか ら,そ うい う制度 的 な面 での 最後 の結 び の と ころ の御 配 慮 を して いた だ

きた い とお願 い した い と思 い ます,本 委 員 会 で もそ うい う御 注文 がつ い てお

りま したの で。

では,ど うも長 時 間 あ りが と うご ざい ま した。

(了)
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EDPユ ーザ ー団体 連合 会 「「パ ケ ッ ト交 換 方 式 に よ

るデ ィジ タル 交換 網 サ ー ビス につ い て 』の質 問 書 に対

す る回 答 書 」

日本 情 報 セ ンタ ー協 会 「パ ケ ッ ト交換 サ ー ビス に関 す

る要 望」



昭和55年3月7日
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井
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長

PD

会
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「パ ケ ッ ト交 換 方 式 に よ るデ ィジタ ル交 換 網

サ ー ビス に つ い て」 の質 問 書 に対 す る回答 書

今 回,パ ケ ッ ト交換 サ ー ビスの実 施 に先 立 っ て,弊 連 合 会 に対 し意 見聴 取

され た こ とに深 く感 謝 い た します。

従 来 この よ うな意 見聴 取 が見 られ なか った為 に,コ ン ピュー タ利 用 の 急 速

な進 歩 に対 し て不 適 当 と思 われ る問題 を抱 か え た ま まに 推移 して お ります。

今後 と もこの よ うな 方法 に よ っ てユ ーザ ∵ の ニ ーズ を前 広 に 徴 し,ニ ーズ

へ の適 合 をは か られ る と共 に,従 来 の問 題 点 につ い て も機 会 あ る毎 に改 善 さ

れ る こ とを併 せ て希 望 い た します。

以 下 各条 項 につ き希 望 内容 を記載 しご回 答 申 し上 げ ます の で何卒 充 分 な る

ご配 慮 を賜 わ りた くお願 い 申 し上 げ ます 。

第1項 パ ケ ッ ト交 換 サ ー ビス の実 施 につ い て

本 サ ー ビスは,欧 米 では 既 に実 施 され て い る し,こ れ はユ ー ザ ー に と って

もデ ー タ通 信 手 段 選 択 の範 囲 拡大 にな ります の で第2項 以 降 の希 望 条 件 を満

た した 上 で早 期 に実 施 され た い。

一174一



な お,ユ ーザ ーが本 サ ー ビス を利 用 して の シス テ ムを 企画,設 計 す るため

には細 部 の 情報 が不 足 してお ります の で この情報 を至 急 公 開 され る こ と。

第2項 パ ケ ッ ト交 換 サ ー ビス の機 能(基 本機 能,付 加機 能)に つ い て

現 在 の基 本 機 能及 び5種 類 の付 加 機 能 につ いて は問 題 も無 い と考 え ます。

今後 の付加 機 能 の うち,同 報通 信 機 能,代 行 受信 機 能 につ い ては 問 題 は な い

が,こ れ以 外 の付 加 機 能 の拡 大 につ い てはユ ーザ ー と事 前 に協 議 の上 実 施 さ

れ る こと。

例 えば,日 本 電信 電 話 公 社 が デ ー タベ ー スサ ー ビスを付 加 機 能 に加 え る と

い うよ うな こ とは ユ ー ザ ー と して は反 対 で あ る。

第3項CCITTX.25に つ い て

CCITTX.25に つ い ては,一 応 問題 が無 い もの と考 え る。 しか し この

標 準 が 今後 変 る場 合 は ユ ーザ ー の負 担 にな らぬ よ う,パ ケ ッ ト交 換 網 側 で そ

の影 響 を吸 収 され るこ と。

又,国 際 間 の接 続 に つい ての整 合,国 内 にお け る 日本 電 信 電 話 公 社 と国際

電 信 電 話株 式会 社 間 の ネ ッ トワー ク の整合 につ い て充 分 に配 慮 の こと。

特 に 日本 と して,日 本 電信 電 話 公 社 と国際 電信 電 話 株式 会 社 の標 準 が異 な

る とい う点 は 国際 的 に非 常 に問 題 が あ り改 善 され る こと。

第4項 パ ケ ッ ト交換 サ ー ビス にお け る端 末 の収 容 に つ い て

現在 の全 ての端 末 を 収容 され る こ とが望 ま しい と考 え ます が,少 な くと も

全 てのBSC手 順 の 端 末 は収 容 さ れ る こ と。

しか し,こ の こ とに よ って どの よ うな負 担 が増 加 す るか がユ ーザ ー に とっ

て不 明 で あ るの で,こ の 点 につ い て 内容 を明 確 に され る こ と。

な お,異 機 種 間 結 合 可 能 とい うPRが な され て お ります が,こ れ につ い て

も同様 に内 容 を 明確 に され る こ と。
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第5項 パ ケ ッ ト交換 サ ー ビス の従 量 料金 制 につ い て

パ ケ ッ ト交換 サ ー ビス が従 量料 金 制 を と る こ とに つい て は異論 が あ りませ

ん。 しか し,こ の従 量料 金 制 の中 の基本 料 金 の内 訳 につ い て 明示 され る こ と。

第6項 パ ケ ッ ト交換 サ ー ビス の既存 の料 金 体 系 との 関係 につ い て

パ ケ ッ ト交 換 サ ー ビス につ き ま しては,既 存 サ ー ビス料金 体 系 とは 分 離 し

た独 立 の原 価 主 義 料 金体 系 を採用 され,そ の原価 主 義 の算 定 根拠 を明 確 にユ

ーザ ー に示 さ れ る こ と
。

なお欧 州 の例 にあ る よ うに休 日,深 夜 の料 金 割 引 きの 採用;

第7項 パ ケ ッ ト交換 サ ー ビス にお け る距 離段 階 区 分 につ い て

パ ケ ッ ト交換 サ ー ビスは,本 来 は 全 国画 一 料金 とす るの が理想 で あ るが,

現 状 で は三段 階 程 度 の距 離 区 分 はや む を得 な い もの と考 え る。

しか し,こ の距 離 区 分 では 料 金 を 出来 得 る限 り低 く,そ の区 間 の料 金格 差

を小 さ く,し か も均一 に され る こ と。

第8項 そ の 他

1)シ ス テ ム の企 画,設 計 をす るた め の 前広 な情 報 と して,パ ケ ッ ト交換 サ

ー ビス の今 後 の ス ケ ジ ュール(交 換 機 設 置 都 市,網 間 接続,付 加 機 能 拡 大

の各 ス ケ ジ ュール 等)を 明確 にされ る こ と。

2)区 域外 加 入 の符 号 品 目料 金加 算 及 び 網 間接 続 の 際 の各 々の網 の料 金 加 算

につ い て割 引 き制 度 を考 慮 され るこ と。

3)広 域 的 な窓 口を設 置 し,料 金事 故 に対 す るク レー ム並 び にパ ケ ッ トの誤

送,紛 失 等 伝送 上 の ク レーム に迅速 か つ確 実 に対 処 され る こ と。

4)既 設 回 線 か らパ ケ ッ ト交換 網 へ の単 な る リプ レー スの場 合 は 申請 処 理 の

手 続 き を簡 略 化 す る こ と。
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5)技 術,営 業 な ど全 般 に亘 る詳 細 な情 報 につ い てユ ーザ ー が必 要 に応 じ,

容 易 に利用 出来 る よ うな相 談 室 を 開設 の こ と。

6)分 岐 の 制 約 の無 い デ ィジ タル 特 定 回線 の早期 実 現 。

7)従 来 の問 題 点 の うち,特 に次 の二項 につ いて 今回 の よ うな方 法 でユ ーザ

ー の意見 を徴 した上 ,改 善 され る こと。

㈲ 利 用 制度 につ い て の諸 制 限(共 同 利用,他 人使 用,相 互接 続 等)の 緩

和。

(ロ)認 可 事 例 のパ タ ー ン化,公 表等 に よ り,認 可 の簡 素 化,期 間 の短 縮 化 。

以 上
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昭和55年3月

郵 政 大 臣

大 西 正 男 殿

社団法 人 日本情報セ ンター協会

会 長 桑 江 和 夫

パ ケ ッ ト交換 サ ー ビス に関 す る要望

貴 省 にお か れ ま しては,日 ご ろ私 ど も情 報 処 理 サ ー ビス業 界 のた め に ご高

配 を賜 わ り厚 くお礼 申 しあげ ます 。

情報 化 の進 展 に と もな い,コ ン ピ ュー タ の利 用 範 囲 は一 段 と拡 が りを み せ,

高 度 な情 報 処 理 シ ス テ ムの構 築 の た め には,よ り有 効 な通 信 手段 の実 現 が 求

め られ て お ります 。

さ て,わ た く しど も情報 処 理 サ ー ビス業 者 は,日 本 電信 電 話 公 社 が準 備 し

て お られ ますパ ケ ッ ト交換 サ ー ビス に強 い関 心 を も ってお ります 。 と くに,

パ ケ ッ ト交換 は下 記 の よ うな問 題 点 もあ ります ので,そ の認可 に 際 しま して

}主 貴 省 の格 別 の ご理 解 と ご配 慮 を賜 わ れば,当 業 界 の み な らず,わ が 国 の

情 報 化 の発 展 に と りま して も意 義 の大 な る もの が あ る と存 じこの段 お願 い 申

しあげ る次第 であ ります。

敬 具
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記

1パ ケ ッ ト交 換 サ ー ビス につ いて

Lパ ケ ッ ト交 換 のサ ー ビス 内容は,現 在 検討 され てい る,内 容 を変 更 す

る こ との な い基 本 的 通信 機 能 に係 わ る部 分 に限 定 し,情 報 処理 の 分野 ま

で拡 大 しな い こ と。

2.パ ケ ッ ト交 換 サ ー ビス に おい ては,で きるだ け多種 類 の既 存 端 末機 等

との接 続 が可 能 とな る よ う配 慮 され る こ と。

また,将 来 パ ケ ッ ト網 の仕様 変更 等 の あ る場合 は,そ れ に よ るユ ーザ

ー の負 担 が極 力少 な くな るよ う十 分 な対 策 が 採 られ る こ と。

3.パ ケ ッ ト交 換 サ ー ビス に お い ては技 術 革 新 の成 果 を反 映 して通 信 コス

トが低 下 す る とされ てい るの で,料 金 は基 本 料 金 も含 め て,諸 外 国 の例

等 も勘 案 し,極 力低 廉 に設 定 され る こ と。

また,遠 近格 差 につ い て は極 力縮 小 され る こと。

4.パ ケ ッ ト交換 網 と特定 通 信 回線 また は他 の網 との相 互接 続 に つ い て は

幅広 く認 め られ る こ と。

nパ ケ ッ ト交換 サ ー ビスの 実 施 に関 連 して

1.現 行 通 信 回 線 利用 制 度 は,き わ め て制 限 的 で あ り,顧 客 の ニ ーズ に対

応 した情 報 処 理 シ ス テ ム の構 築 が困 難 な 状 況 に あ るの で長 期 的 展 望 に基

づ い て,通 信 回 線 の利 用 を 自由にす る方 向 での公 衆 電気 通 信 法 の改 正 が

検討 され る こ と。 同時 に,民 間 の情 報 処 理 サ ー ビス業 と不 当 に競 合 す る

デ ータ通 信 設 備 サ ー ビス の あ り方 につ い て も見 直 しが な され る こ と。

また,デ ー タ通信 に関す る公 衆 電気 通 信 法 の運用 は,法 律 上,技 術 上

許 容 され る範囲 にお い て,こ の主 旨 に 沿 っ て極 力弾 力 的 に行 な わ れ る こ

と。

2.顧 客 の 多様 な ニ ーズ を満 たす た め,民 間 の情 報処 理 サ ー ビス業 にお い

て も,特 定 通 信 回 線 を使 用 して 日本 電信 電話 公 社の パ ケ ッ ト交 換 サ ー ビ
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ス を補完 す るサ ー ビス が可 能 とな る よ う配 慮 が な され る こと。

3.既 存 回 線 の料 金 につ い ては,パ ケ ッ ト交 換 サ ー ビス料 金 の低廉 化 にな

ら って見 直 され る こと。

以 上
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FCCの 裁 定 下 る

新 たな情報産業構造の確 立に向けて

米 国 にお け る電 気 通 信 と情 報処 理(独 占 と競 争)に 関 す る政 策 論 争 は,過

去10数 年 に わた ってそれぞれ の業 界,政 府 機 関,ユ ーザ ーの間 で激 し く論 議

され て きた が,去 る4月7日FCC(連 邦通 信 委 員 会)が 第2次 コ ン ピュ ー

タ調 査 に裁 定 を下 した こ とに よ って,終 焉 に近 づ い た といえ よ う。 そ して こ

の裁 定 は 米 国 に お け る情 報 産業 構 造 に革命 的変 容 を もた らす もの で,正 に刮

目 に価 す る。

そ こ で,こ の問 題 の理 解 を整 理 をす る ため に,問 題 の発生 当 時 か ら今 日に

至 る まで の経 過 の"絵 解 き"を 試 み よ う。(当 問題 に つ い てす で に御 存知 の

向 きは,最 後 の 「第2次 裁 定 」 の章 以 下 をお読 み頂 け ば十 分 と思 う。)

● 問題 の 発生

時は1950年 代。 パ ンチ ・カ ー ドを利 用 して 分類 会 計 を行 う事 務 機 械 と電 信

電話 とは,全 く別 の世 界 に生 い立 ち,お 互 い に見 も知 らぬ 間柄 で,将 来 の争

いな ど考 えて もい な か ったの で あ る。 〈図1>

デ ー タ処 理 電 気 通 信

第1図
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と ころが,電 気 通 信 の 「交換 」 機 能 は,

技 術 の進 歩 につ れ て機 械 的 な もの か ら電

子交 換 機 に置 き換 え られ,そ れ にデ ー タ

処理 機 能 を付 加 す る こ とが可 能 にな った 。

一 方 ,デ ー タ処 理 は,入 出力 装置 を遠 隔

地 に置 いて,通 信 線 を利用 して 中央 の コ

ン ピ ュータ に接 続 す る と い う,い わ ゆ る

オ ンラ イ ン時 代 に入 り,そ の コ ン ビ ュー

<図2>

デー タ処理 電気通信

多

タが これ ら入 出 力装置 間 で メ ッセ ー ジを交 換 す る とい う通 信機 能 を も果 た せ

る よ うにな った 。

1960年 代。 か くして両 者 の機 能 に重 な り合 う部 分 が で きた。 この ことはF

CCに とっ て大 変頭 の痛 い こ と で あ った。 なぜ な らば,電 気 通信 事 業 は通 信

法 に よ って規 制 され,FCCが そ の お 目付 役 の任 にあた る一 方,デ ー タ処 理

は 自由競 争 で発 達 して きた 業 界 で あ るの で,こ の重 な った部 分 を法 的 に ど う

扱 うべ きか が問 題 とな り,事 実,い くつ か の訴 訟事 件 まで発 生 した の で あ る。

これ がFCCと して第1次 コ ン ピ ュータ 調査 を行 わせ た原 因 で あ る。 この 調

査 にお け る最 も重 要 な 質 問 は,① 法 律 で規 制 す る電 気通 信 と,そ うでな い デ

ータ処 理 との境 界 は ど こか ,② 通 信 会 社 が デ ー タ処 理 サ ー ビス を行 うこ との

可 否 とそ の法 的取 り扱 いに つ い て であ った。

この調 査 は,1966年 に質 問 書 が発 表 され てか ら,1971年 の最 終 裁 定 まで

5年 を要 した 大論 争 とな っ た。

●FCCの 第1次 裁 定

1971年,FCCが 第1次 コ ン ピ ュー タ調 査 に対 して 出 した最 終 裁 定 は,正

に大 岡裁 き と も称す べ き もの で,通 信 法 で規 制 す る もの と しな い もの とを ,

〈図3>の よ うに一 刀 両 断 に した の で あ る。 そ して 分断 され た重 複 部分 に融

合通 信,融 合 デ ー タ処 理 とい う名 を付 け た。

融 合通 信 とい うの は,本 来 は通 信 サ ー ビス で あ るが,そ れ に付 随 的 な デ ー

タ処 理 を含 む もの で あ り,ま た,融 合 デ ー タ処 理 とい うの は,本 来 は デ ー タ
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処 理 で あ るが,そ れ に付 随 的 な メ ッセ ー ジ交換 を含 む もの と規 定 され た。

通 信 会社 が行 うデ ー タ処 理 サ ー ビスの 可否 に つ いて は,「 最 大 分 離」 の原

則 に従 え ば よ い こ と にな った。(た だ し,通 信 業務 以 外 に は進 出 しな い こ と

に同意 した1956年 の審 決 に よっ て,ATTは 許 されな い。)「 最 大 分離」とは,

役 員,従 業員,経 理,機 械 を別 にす る子 会社 に行 わせ る場合 に限 る とした も

の で,そ の理 由は 次 の とお りで あ る。

●一般 の デ 三 夕処 理 サ ー ビス会 社 に も公 平 な通 信 サ ー ビスを保 証 す る こ と。

●競 争 で行 わ れ るデ ータ処 理 サ ー ビス事 業 の コス トや リス クが 一 般電 話 加 入

者 の負 担 とな る恐 れ の あ る,資 金 の 内部 流 通 を行 わ な い こ と。

〈図3>第1次FCC裁 定

データ処理 電気通信

● コ ン ピ ュー テ ィング ・パ ワー の新 た な論 争

さ て,こ れ で一 件 落 着 か にみ え た のだ が,そ の後 の急 速 な技 術 の進 歩 は,

この問 題 に新 た な論 争 の火 種 を 投 じた ので あ る。

す なわ ち,第1次 コ ン ピ ュータ調 査 の時 代 は,「 処 理 」 能 力 は 中央 の コン

ピ ュー タ だ けが専 有 して いた の で あ るが,集 積 回路 技 術 の進 歩 に よ り,コ ン

ピ ュー タは ミニ,マ イ ク ロ化 の方 向 に進 み,コ ン ピ ュー テ ィ ング ・パ ワ ーが

各種 産 業 ・交通 機器 の 一部 に組 み 込 まれ,ま た,娯 楽 や 家 庭 製 品 に も入 り込

んで くる よ うに な った 。

通信 も もち ろ ん例 外 では な い。 コ ン ピ ュー テ ィ ング ・パ ワーは,伝 送 や変

換 の あ らゆ る場 面 で手 軽 に利用 で きる よ うに な り,宅 内機 器 は イ ンテ リジ ェ

ン トな 「端末 機 」 と化 した 結果,通 信 とデ ータ処 理 の境 界 が また もや 論 争 の
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種 とな って きた ので あ る。

か くしてFCCが 行 った第2次 コン ピ ュー タ調査(質 問 書 は76年8月9日

お よび77年3月8日 に 出 され た)の 主 な質 問は,次 の2つ で あ る。

① 通 信 法 の規 制下 で行 う通 信サ ー ビス に,コ ン ピ ュー テ ィ ング ・パ ワ ーの

利用 が ど こ まで可 能 か。

② 通 信 法 の規 制下 で通 信 会社 が イ ンテ リジ ェン トな端末 機 を提 供 す る問 題 。

● 第2次 裁 定

FCCが 常 に強 調 して い る こ とは,単 に法 律 の た め の,規 制 の た め の政 策

論 争 では な い とい うこ とで あ る。 す なわ ち,技 術 の発 展 に即応 した革 新 的 な

通 信 サ ー ビス と端 末 機 を,ユ ーザ ーが最 大 限 に利 用 で き,か つ 産業 が信 頼 で

きる よ うな健 全 で一 貫 した 政 策 が打 ち 立 て られ るた め には,法 律 は ど うあ る

べ きか とい うこ とで あ った 。

〈図4>第2次 裁定

通 信法の適用を受けない 自由競争の事業 ←

ATTとGTEが こち ら に進 出す る時は ←

最 大 分 離 した子 会 社 に よ る

オ ン ライ ン

デ ー タ処 理 サ ー ビス

通 信 会社 か ら借 用 し

た 回 線 を用 い,オ ン

ラ イ ンで接続 された

ユ ーザ ー にデ ー タ処

理 サ ー ビス を提供 す

る事 業

高 度 ネ ッ ト ワ ー ク

サ ー ビ ス

通 信 会 社 か ら借用 し

た 回線 を 基 礎 に して

コンピューティング ・パ

ワー を利 用 したイ ン

テ リジェントな通 信網

サービスを提供する事業

端 末 機/宅 内 機 器

黒 電 話 機 か らイ ンテ リジ ェン トな デ ー タ端 末 機

に至 る まで,伝 送 回線 の端 に接 続 され るす べ て

の装 置 の製 造 ・販 売 の事 業

→通信法が適用 され,

FCCが 監督す る

準独 占事業

基本的伝送

サ ー ビス

電 気 通 信 施設 を所

有 し,公 衆 に対 し

トランスペアレントな

基 本的 伝送 サ ー ビ

ス を提 供 す る事業
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そ して遂 に第2次 裁定 は下 った。 〈図4>を ご覧 頂 きた い。 説 明 の字 句 で

明 らか と思 うが,特 筆 す べ きは 次 の2点 で あ る。

① 先 ず法 律 の下 で準独 占が許 され る 「通信 事 業 」 の範 囲'が 非 常 に狭 ま.くな

った ご とで あ る。 す なわ ち有 線 無線 施設 を所 有 して行 え る通 信 サ ー ビス は,

トラ ンス ペ ア レ ン トな(ビ シ トめ 順序 とか プ ・ トコル等 に制 限 を加 え な い)

純 然 た る伝 送 サ ー ビスだ け に限 られ る。 し:たが っ て従来 付 加価 値通 信 事 業

と され て い た,コ ン ピ ュータ を用 一いた 高度 ネ ッ トワークサ ー ビス は,す ぺ
'
て法律 に よって規制 されない 自由競争事業 となる。 また端末機/宅 内機器

は す べ て法 定 の通 信 事業 か ら切 り離 され る。 つ ま り利用 者 は 一 般 の黒 い 電

話 機 さえ も 自 ら競 争 市 場 で買 っ'て来 てつけ る よ うにな る。(こ れ に よ って

現 在30ド ル 以上 に相 当 す る電 話 機 が10ド ル以 下 にな るだ ろ うとい わ れ て

一い る
。 た だ し この端末 機/宅 内機 器 の切 り離 しにつ い ては,利 用 者 が 現 在

使 用 中 の電 話 機 を買 い と った り,通 信会 社 が 電話 機抜 きの 回線 料金 に 改 め

るた め に要 す る期 間 を考 慮 し て,1982年3月 完 全 実 施 とす る移行 期 間 を 設

け てい る。)

この よ うに非 常 に狭 ま くな った 「通 信事 業 」 の あ り方は,丁 度 電 力 会社

が コ ンセ ン トまで電 力 を送 り届 け て,利 用 者 が その 先 に 電灯 や テ レ ビや ト

ース タ '一を つ な ご うと,あ る いは 電 車 を動 か そ うと,電 力会 社 と しては タ

ッチ しな い とい うあ り方 に似 て い る と いえ よ う。

② 特 筆 す べ き点 の第2ぼ,上 述 の 独 占/競 争 に関 す る法制 と事 業 体 との関

係 で あ る。 す なわ ち二 大通 信会 社 のATTとGTEを 除 い た一般 の通 信 会

社 は,図 の縦 線 の右 側の'「 通 信 事 業 」 を営 む か た わ ら,左 側 の競 争 事 業 も

自 ら 自由化 営 業 す るこ とが で きる。 これ は 小 さい通 信 会社 な らば 電 話 収 入

を競 争事 業 の 資金 に廻 す という 「資 金 内 部 流用 」 は あ ま り問題 な い とさ れ

た か らで あ る。 しか しATT(.AmericanTelephoneandTelegraph

Company)とGTE(Ge'ne{ra・1TelephoneandElect-ronicsCor-

poratiop)の 二 大 通 信 会社 だ けは,縦 線 の左 側 の事 業 に進 出す るた め に

は,資 金 内 部流 用 の おそ れ の な い子 会 社 にゃ らせ な けれ ば な らな い。
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したが っ てデ ータ処 理 業 界 の強 い反 対 に も拘 らず従 来ATTが や っ て きた

Tr竺nsactionNetworkServieeと か,計 画 され たACS(Advan-

cedComm'u-ni -cationsService)や,Dataspeedモ デ ル4表 示 装

置,Dimensio互2000電 子式 構 内交 換 機 等 は,ATT自 身で は売 る こ とが

'できな くな る わけ で あ る
。GTEのTelene'tサ ー ビス も同様 で あ る。

●新 たな 情 報産 業 構造

この裁 定 に よ っ て通一信 事業 者,特 にATTに は電 気通 信 事業 が 始 ま って以

来最 大 の構 造改 革 が 要 求 さ れ る。 しか し一 方 通 信 法 の適 用 範 囲 が単 純 化 した

為 に従 来 の よ うな 「紛 争」 の種 が 減 り情報 産 業 発 展 の足 を 引 っぱ る こ とが 少

くな るで あ ろ う。 そ して そ の効 果 が 大 き く現 れ るのは,10数 年 以 来 問題 で あ

った 「デ ー タ処理 か 通信 か」の 詮 議 立 て が今 や 全 く不 必要 に な った 結果,両

者 の高度 な融 合 が 可 能 に な った点 で あろ う。 す な わ ち コ ン ピ ュータ とい う道

具 を最 高度 に駆 使 した通 信 網,ま た通 信機 能 を最 高 度 に取 り入 れ た デ ー タ処

理網 が ζそ っ て 開発 さ れ よ う・ 一

同'じ こ とが 端 末 機/宅 内機 器 に も言 え る。 従 来 は デ ータ処 理 と通信 の 境 界

争 いで開 発 が お さえ られ て い た各 種 の 新 しい融 合 端 末 機 や マル チ メデ ィアの

端 末 機 力㍉ 新 しいネ ットワー ク ・サ ー ビス に呼 応 して 開発 され る こ とで あろ う。

これは 正 に－tFCCの フ ェ リス委 員 長 の言 を 借 りれば,「 我 々は 今 日只今,

情 報 化時 代 へ の扉 の前 に あ った バ リケ ー ドを 取 り除 いた」 画期 的 な裁 定 と い

え るで あ ろ.う。

以 上

執 筆 日本 ア イ ・ピー ・エム ㈱

テレコミ三 ニケーシ ョンズ ポリシニアンドブラクティス 担 当 マネージャー

(オ ンライ ン推 進 委 員 会 前 委 員)洒 海 靖 司 氏
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